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１ 工事名   国立青少年教育振興機構  国立大洲青少年交流の家本館外壁落下防止等改修工事  

 

２ 工事場所  愛媛県大洲市北只１０８６ （国立大洲青少年交流の家構内）           

 

３ 完成期限 令和４年１１月１８日（ 金 曜日） 

 

４ 一般事項 

現場説明書の適用方法 

(1) ・印で始まる事項については、○印を付した事項のみ適用する。 

(2) 文中及び表中の各欄に数字、文字、記号等を記入する事項については記入してある事項のみ 

適用する。 

(3)    印又は×印で抹消した事項は全て適用しない。 

 

５ 施工に関する事項 

(1) 工事用地 

範囲は監督職員と協議の上決定し、使用にあたっては「工事用地使用許可願」を監督職員 

に提出して、発注者等の承諾を得ること。ただし、工事用地の借料は無償とする。 

 

(2) 仮設物の設置等 

① 仮設建物等 

仮設建物等を設置するときは、「仮設物設置許可願」を監督職員に提出して発注者等の 

承諾を得ること。 

② 障害物の撤去又は移設 

障害物の撤去又は移設をするときは、別図及び監督職員の指示により行うこと。 

③ 仮囲い等 

仮囲い等を設けるときは、別図の位置に、図示の種類によること。 

④ 監督職員事務所 

・設ける（  号）  ○・ 設けない 

号 １ ２ ３ ４ ５ ６ 

規 模 

(㎡) 
1 0 内 外  2 0 内 外  3 5 内 外  6 5 内 外  1 0 0 内外   

⑤ 仮設物の維持管理等 

仮設物は、施工、監督及び検査に便利かつ安全な材料構造でかつ関係法規に準拠して設 

置するものとし、常に維持保全に注意すること。 

⑥ その他 

  ａ）工事期間中、近隣住民等第三者には、十分注意を払うこと。 

  ｂ）既存施設や道路等を汚損もしくは破損したときは、速やかに監督職員と    

    協議の上原状に復するものとする。                    

  ｃ）撤去工事における騒音，塵埃等には十分注意し、必要に応じて養生等     

    の処置を講ずること。                          

  ｄ）工事車両等の運行にあたっては、安全対策について、監督職員と十分     

    協議の上事故防止に努める。                       

 

(3) 工事用電力等 

① 工事用電力、電話、給水、排水等は受注者において手続きの上設置し、その費用及び使 

用料は受注者の負担とする。 

② 工事用電力 
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・電力会社と協議の上引き込む    ○・構内より分岐できる 

③ 工事用電話 

     ・構外より引込む。          ○・携帯電話にて対応する 

④ 工事用給水 

・構外より引込む。 ○・構内より分岐できる。 ・さく井する。 ・ 

⑤ 工事用電力、電話、給水の引き込み位置は別図により、排水は別図又は監督職員の指示 

による。 

⑥工事に際して、学内の上水道、下水道施設を使用するときは「上(下)水道使用願」を監 

督職員に提出して、発注者等の承諾を得ること。 

⑦ その他 

工事用給水を所内より分岐する場合は、受注者の負担において量水器を設置し、料金   

は国立大洲青少年交流の家へ納入する。                       

                                         

 

(4) 工事写真等 

① 工事写真等 

工事写真等は、文部科学省が定めた「工事写真撮影要領」により撮影し、次表のも 

のを提出すること。 

区   分 大 き さ 種   類 組 

敷地状況写真 サービス判 カ ラ ー       １組 

着 工 前 写 真 サービス判 カ ラ ー       １組 

工 事 写 真        サービス判 カ ラ ー       １組 

完 成 写 真        サービス判 カ ラ ー       １組 

※ 完成写真はファイルし、表紙に工事名、工期を記入し、撮影方向

等を明示した配置図、平面図を添付すること。 

② 完成建物等概要図書 

完成建物等概要図書は、文部科学省が定めた「完成建物等概要図書作成要領」により作成 

し、原図を提出すること。 

③ その他 

設計図書一式を、陽画製本 Ａ３版 ３部提出すること。                 

完成図面を国土交通省大臣官房官庁営繕部が定めた「建築ＣＡＤ図面作成要領（案）」   

により作成し、電子媒体(ＣＤ－Ｒ等)にて提出すること。                

下請負人一覧表及び使用機材発注先一覧表等を電子媒体(ＣＤ－Ｒ等)にて提出すること。  

 

(5) その他 

鍵は、各組（一組は同一鍵３本）毎に鍵札（アクリル製）を付け、キープラン及び鍵リス

トを添えて鍵箱（鍵掛け付き）に納めて提出すること。 

 

６ 契約に関する事項 

(1) 工事請負契約基準の運用 

① 工事請負契約基準第３の規定による、 

            ○・  提出する。 

工事費内訳明細書 

            ・ 提出しない。 
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            ○・  提出する。 

工 程 表          

            ・ 提出しない。 

② 工事請負契約基準第25第1項の規定により請負代金額の変更を請求する場合は、発注者又は

受注者から請求のあった日から起算して、残工事の工期が2月以上ある場合とする。 

③ 工事請負契約基準第25第2項の残工事代金額を算出する根拠となる残工事量を確認する場合

において、工事の工程が受注者の責により遅延していると認められる場合は遅延している

と認められる工事量を残工事量に含めないものとする。 

④ 工事請負契約基準第29第4項にいう「請負代金額」とは、損害を負担する時点における請

負代金額をいう。 

⑤ 天災、その他不可抗力による1回の損害合計額が前項にいう請負代金額の1000分の5の額 

（この額が20万円を越えるときは20万円）に満たないものは損害合計額とみなさないもの 

とする。 

(2) 契約の保証について 

落札者は、工事請負契約書案の提出とともに、次の①から⑦のいずれかの書類を提出しな 

ければならない。 

① 契約保証金として納付するものが、現金の場合は、保管金領収証書及び契約保証金納付 

 書 

ア 保管金領収証書は、 三菱ＵＦＪ銀行渋谷支店 に契約保証金の金額に相当する金額

の現金を払い込んで交付を受けること。 

イ 保管金領収証書の宛名の欄には、独立行政法人国立青少年教育振興機構 出納責任者 

山川 寿典と記載するように申し込むこと。 

ウ 請負代金額の変更により契約保証金の金額を変更する場合の取扱いについては、独立

行政法人国立青少年教育振興機構の指示に従うこと。 

エ 受注者の責に帰すべき事由により契約が解除されたとき、契約保証金は、独立行政法

人国立青少年教育振興機構会計規程及び契約事務取扱規則により独立行政法人国立青少

年教育振興機構に帰属する。なお、違約金の金額が契約保証金の金額を超過している場

合は、別途、超過分を徴収する。 

オ 受注者は、工事完成後、請負代金額の支払請求書の提出とともに保管金払渡請求書を 

提出すること。 

② 契約保証金の納付に代わる担保が、国債、政府の保証のある債券、銀行、株式会社商工

組合中央金庫、農林中央金庫又は全国を地区とする信用金庫連合会の発行する債券、日

本国有鉄道改革法（昭和61年法律第87号）附則第2項の規定による廃止前の日本国有鉄道

法（昭和23年法律第256号）第1条の規定により設立された日本国有鉄道及び日本電信電

話株式会社等に関する法律（昭和59年法律第85号）附則第4条第1項の規定による解散前 

の日本電信電話公社が発行した債券で政府の保証のある債券以外のもの、地方債及び独

立行政法人国立青少年教育振興機構が確実と認める社債の場合は、政府保管有価証券払

込済通知書及び契約保証金納付書 

ア 政府保管有価証券払込済通知書は、 三菱ＵＦＪ銀行渋谷支店 に契約保証金の金額に

相当する金額の当該有価証券を払い込んで、交付を受けること。 

イ 政府保管有価証券払込済通知書の宛名の欄には、独立行政法人国立青少年教育振興機構 

出納責任者 山川 寿典と記載するように申し込むこと。 

ウ 請負金額の変更により契約保証金の金額を変更する場合の取扱いについては、独立行政

法人国立青少年教育振興機構の指示に従うこと。 

エ 受注者の責に帰すべき事由により契約が解除されたとき、保管有価証券は、独立行政法

人国立青少年教育振興機構会計規程及び契約事務取扱規則により独立行政法人国立青少

年教育振興機構に帰属する。なお、違約金の金額が契約保証金の金額を超過している場

合は、別途、超過分を徴収する。 
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オ 受注者は、工事完成後、請負代金額の支払請求書の提出とともに政府保管有価証券払 

渡請求書を提出すること。 

③  契約保証金の納付に代わる担保が、銀行又は独立行政法人国立青少年教育振興機構が確

実と認める金融機関が振り出し又は支払を保証した小切手、銀行又は独立行政法人国立青

少年教育振興機構が確実と認める金融機関が引き受け又は保証若しくは裏書をした手形で

ある場合は、当該有価証券及び契約保証金納付書 

ア 請負代金額の変更により契約保証金の金額を変更する場合の取扱いについては、独立

行政法人国立青少年教育振興機構の指示に従うこと。 

イ 受注者の責に帰すべき事由により契約が解除されたとき、当該有価証券は、独立行政

法人国立青少年教育振興機構会計規程及び契約事務取扱規則により独立行政法人国立青

少年教育振興機構に帰属する。なお、違約金の金額が契約保証金の金額を超過している

場合は、別途、超過分を徴収する。 

ウ 受注者は、工事完成後、請負代金額の支払請求書の提出とともに政府保管有価証券払 

渡請求書を提出すること。 

④  契約保証金の納付に代わる担保が、銀行又は独立行政法人国立青少年教育振興機構が確

実と認める金融機関に対する定期預金債権の場合は、当該債権に係る証書及び当該債権に

係る債務者である銀行又は独立行政法人国立青少年教育振興機構が確実と認める金融機関

の承諾を証する確定日付のある書面及び契約保証金納付書 

ア 当該債権に質権を設定し提出すること。 

イ 請負代金額の変更により契約保証金の金額を変更する場合の取扱いについては、独立行

政法人国立青少年教育振興機の指示に従うこと。 

ウ 受注者の責に帰すべき事由により契約が解除されたとき、当該債権は、独立行政法人国

立青少年教育振興機構会計規程及び契約事務取扱規則により独立行政法人国立青少年教

育振興機構に帰属する。なお、違約金の金額が契約保証金の金額を超過している場合

は、別途、超過分を徴収する。 

エ 受注者は、工事完成後、独立行政法人国立青少年教育振興機構 理事長 古川 和 から

当該債権に係る証書及び当該債権に係る債務者である銀行又は独立行政法人国立青少年

教育振興機構が確実と認める金融機関の承諾を証する確定日付のある書面の返還を受け

るものとする。 

⑤ 債務不履行による損害金の支払を保証する金融機関等の保証に係る保証書及び契約保証 

金納付書 

ア 債務不履行による損害金の支払の保証ができる者は、出資の受入れ、預り金及び金利等

の取締りに関する法律（昭和29年法律第195号）第3条に規定する金融機関である銀行、

信託会社、保険会社、信用金庫、信用金庫連合会、労働金庫、労働金庫連合会、農林中

央金庫、株式会社商工組合中央金庫、株式会社日本政策投資銀行並びに信用協同組合及

び農業協同組合、水産業協同組合その他の貯金の受入れを行う組合（以下「銀行等」と

いう。）又は公共工事の前払金保証事業に関する法律（昭和27年法律第184号）第2条第4

項に規定する保証事業会社（以下「金融機関等」と総称する。）とする。 

イ 保証書の宛名の欄には、独立行政法人国立青少年教育振興機構 理事長 古川 和 と記

載するように申し込むこと。 

ウ 保証債務の内容は、工事請負契約書に基づく債務の不履行による損害金の支払いであ 

ること。 

エ 保証書上の保証に係る工事の工事名の欄には、工事請負契約書に記載される工事名が 

記載されるように申し込むこと。 

オ 保証金額は、契約保証金の金額以上とすること。 

カ 保証期間は、工期を含むものとすること。 

キ 保証債務履行請求の有効期間は、保証期間経過後6カ月以上確保されるものとするこ

と。 

ク 請負代金額の変更又は工期の変更等により保証金額又は保証期間を変更する場合等の 
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取扱いについては、独立行政法人国立青少年教育振興機構の指示に従うこと。 

ケ 受注者の責に帰すべき事由により契約が解除されたとき、金融機関等から支払われた 

保証金は、独立行政法人国立青少年教育振興機構会計規程及び契約事務取扱規則により

独立行政法人国立青少年教育振興機構に帰属する。なお、違約金の金額が保証金額を超

過している場合は、別途、超過分を徴収する。 

コ 受注者は、銀行等が保証した場合にあっては、工事完成後、独立行政法人国立青少年教

育振興機構 理事長 古川 和 から保証書（変更契約書を含む。）の返還を受け、銀行

等に返還すること｡ 

⑥ 債務の不履行により生ずる損害をてん補する履行保証保険契約に係る証券 

     ア 履行保証保険とは、保険会社が債務不履行時に保険金を支払うことを約する保険であ 

る。 

 イ 履行保証保険は、定額てん補方式を申し込むこと。 

ウ 保険証券の宛名の欄には、独立行政法人国立青少年教育振興機構 理事長 古川 和 と

記載するように申し込むこと。 

エ 証券上の契約の内容としての工事名の欄には、工事請負契約書に記載される工事名が 

記載されるように申し込むこと。 

オ 保険金額は、請負代金額の10分の1の金額以上とする。 

カ 保険期間は、工期を含むものとすること。 

キ 請負代金額の変更により保険金額を変更する場合の取扱いについては、独立行政法人国

立青少年教育振興機構の指示に従うこと。 

ク 受注者の責に帰すべき事由により契約が解除されたとき、保険会社から支払われた保 

険金は、独立行政法人国立青少年教育振興機構会計規程及び契約事務取扱規則により独

立行政法人国立青少年教育振興機構に帰属する。なお、違約金の金額が保険金額を超過

している場合は、別途、超過分を徴収する。  

⑦ 債務の履行を保証する公共工事履行保証証券による保証に係る証券 

ア 公共工事履行保証証券とは、保険会社が保証金額を限度として債務の履行を保証する 

保証である。 

イ 公共工事履行保証証券の宛名の欄には、独立行政法人国立青少年教育振興機構 理事長 

古川 和 と記載するように申し込むこと。 

ウ 証券上の主契約の内容としての工事名の欄には、工事請負契約書に記載される工事名 

が記載されるように申し込むこと。 

エ 保証金額は、請負代金額の10分の1の金額以上とする。 

オ 保証期間は、工期を含むものとすること。 

カ 請負代金額の変更又は工期の変更等により保証金額又は保証期間を変更する場合等の 

取扱いについては、独立行政法人国立青少年教育振興機構の指示に従うこと。 

キ 受注者の責に帰すべき事由により契約が解除されたとき、保険会社から支払われた保 

証金は、独立行政法人国立青少年教育振興機構会計規程及び契約事務取扱規則により独

立行政法人国立青少年教育振興機構に帰属する。なお、違約金の金額が保証金額を超過

している場合は、別途、超過分を徴収する。 

(3) 請負代金債権の債権譲渡 

この工事の受注者は、下請セーフティーネット債務保証又は地域建築業経営強化融資制度

のいずれかに係る融資を受けることを目的として、請負代金債権の債権譲渡を申し出ること

ができるものとする。 

(4) 下請契約の締結 

受注者は、下請負人を使用する場合は、「建設工事標準下請契約約款」(昭和52年4月26日

中央建設業審議会決定)に準拠した適切な下請契約を締結すること。また、「建設業法令遵守ガ

イドライン（改訂）-元請負人と下請負人の関係に係る留意点-」(平成20年9月国土交通省総合

政策局建設業課)により適切な取引をすること。 

(5) 建設産業における生産システム合理化指針の遵守等について 
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工事の適正かつ円滑な施工を確保するため、「建設産業における生産システム合理化指針 

について」（平成3年2月5日付け建設省経構発第2号の3建設省建設経済局長通知）において明 

確にされている総合・専門工事業者の役割に応じた責任を的確に果たすとともに、適正な契 

約の締結、適正な施工体制の確立、建設労働者の雇用条件等の改善等に努めること。また、 

下請代金の支払については発注者から受取った前払金の下請建設業者に対する均てん、下請 

代金における現金比率の改善、手形期間の短縮等その適正化について特段の配慮をするこ 

と。 

(6) 監督職員の権限 

工事請負契約基準第９第２項第１号から第３号に示す範囲とする。 

(7) 請負代金の支払 

請負代金は、 独立行政法人国立青少年教育振興機構財務部財務課 から２回以内に支払

うものとする。 

(8) 請負代金の前払い 

公共工事の前払金保証事業会社と保険契約を締結し、当該保証証書を添えて工事請負代金 

額の「10分の4」以内の額の前払金を請求することが出来る。また、前払金の支払を受け 

た後、公共工事の前払金保証事業会社と保険契約を締結し、当該保証証書を添えて工事請負 

代金額の「10分の2」以内の額の中間前金払を請求することができる。 

(9) 瑕疵担保 

① 工事請負契約基準第39第2項ただし書に規定する構造耐力上主要な部分とは、建物の基

礎、基礎ぐい、壁、柱、小屋組、土台、斜材（筋かい、方づえ、火打材、その他これらに

類するものをいう。）、床版、屋根版又は横架材（はり、けたその他これらに類するもの

をいう。）で、当該建物の自重若しくは積載荷重、積雪、風圧、土圧若しくは水圧又は地

震その他の震動若しくは衝撃を支えるものとする。 

② 工事請負契約基準第39第2項ただし書に規定する雨水の浸入を防止する部分とは、以下の

ものとする。 

ア 建物の屋根若しくは外壁又はこれらの開口部に設ける戸、わくその他の建具 

イ 雨水を排除するため建物に設ける排水管のうち、当該建物の屋根若しくは外壁の内部 

又は屋内にある部分 

(10) 工事関係保険の締結 

この工事の受注者は、速やかに、次の付保条件により、建設工事保険又は火災保険契約

（共済その他これに準じる機能を有するものを含む。）締結すること。 

① 保険対象 

工事請負契約の対象となっている工事全体とすること。 

② 保険契約者 

受注者とすること。 

③ 被保険者 

発注者並びに受注者及びそのすべての下請負人（リース仮設材を使用する場合には、リ 

ース業者を含む。）とすること。 

④ 保険金額 

請負代金額と同額とすること。ただし、支給材料又は貸与品の価額が算入されていない 

ときはその新調達価額を加算し、保険の目的に含まれない工事の費用（解体撤去工事費、

用地費、補償費等をいう。）が算入されているときはその金額を控除すること。 

⑤ 保険金支払額の控除額（免責額） 

請負代金額の1000分の5の額（この額が20万円を超えるときは20万円）未満とすること。 

⑥ 保険金請求者 

受注者とすること。 

⑦ 保険期間 

工事着手の日から工事目的物の完成引渡しの日までの期間とすること。 

⑧ 特約条項 
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ア 同一発注者による同一工事場内における分離発注工事の隣接工区受注者相互間の求償 

権不行使特約を付帯すること。 

イ 水災危険担保特約を付帯すること。 

ウ 次の付保条件により、損害賠償責任担保特約を付帯（請負業者賠償責任保険その他こ 

れに準じる機能を有するものを付保することを含む。）すること。 

(ア) 対人賠償保険金額は、1名につき1億円以上かつ1事故につき10億円以上とするこ 

と。 

(イ) 対物賠償保険金額は、1事故につき1億円以上とすること。 

(ウ) 発注者受注者相互間の交差責任担保特約を付帯すること。 

(エ) 分離発注工事の隣接工区に対する賠償責任担保特約を付帯すること。 

⑨ その他 

ア ここで示す付保条件は、工事関係保険として最低限必要と思われる付保条件であり、 

受注者が受注者の判断でこれ以上の付保条件で工事関係保険を付保することを妨げるも 

のでない。ただし、当該付保条件についても発注者が指示したものとみなす。 

イ 建物の建築工事の受注者は、分離発注される当該建物の付帯設備工事の受注者と協議 

の上、建築工事の受注者が保険契約者となり、付帯設備工事の受注者を被保険者に加 

え、一括して建設工事保険契約を締結することも可能である。 

ウ 受注者が工事関係保険契約を締結したときは、遅滞なく、その保険証券を発注者に提 

示すること。ただし、総括契約方式による付保の場合は、保険会社の引受証明を発注者 

に提示すること。 

エ 工事関係保険契約締結後に設計変更等により工事期間又は請負代金額に変更を生じた 

場合などには、速やかに、付保条件について変更の手続をとること。 

 

７ 暴力団員等による不当介入を受けた場合の措置について 

(1) 独立行政法人国立青少年教育振興機構が発注する建設工事（以下「発注工事」という）におい

て、暴力団員、暴力団員準構成員又は暴力団関係業者（以下「暴力団員等」という）による不

当要求又は工事妨害（以下「不当介入」という。）を受けた場合には、断固としてこれを拒否

するとともに、不当介入があった時点で速やかに警察に通報を行うととともに、捜査上必要な

協力を行うこと。 

(2)  (1)により警察に通報を行うとともに、捜査上必要な協力を行った場合には、速やかにその内

容を記載した書面により発注者に報告すること。 

(3)  発注工事において、暴力団員等による不当介入を受けたことにより工程に遅れが生じる等の

被害が生じた場合には、発注者と協議を行うこと。 

 

８ その他 

(1)  工事実績情報サービス（ＣＯＲＩＮＳ）への登録 

この工事の受注者は、工事契約内容及び施工内容について契約締結後10日以内に、登録内 

容に変更があったときは登録内容に変更が生じた日から10日以内に、完成引渡しについて完 

成引渡し後10日以内にそれぞれの情報を財団法人日本建設情報総合センターの工事実績情報 

サービス（ＣＯＲＩＮＳ）への登録すること。 

(2)  公共事業労務費調査への協力 

毎年定期的に実施される公共事業労務費調査への協力を依頼することがあるので、労働基準

法第108条による賃金台帳を整備しておくこと。 

なお、賃金台帳の整備にあたっては、全国建設業協会刊「建設現場の賃金管理の手引き」に

よること。 

(3) 建設業退職金共済制度について 

建設業退職金共済組合に加入するとともに、その建設業退職金共済制度の対象となる労働 

者について証紙を購入し、当該労働者の共済手帳に証紙を貼付すること。また、「建設業退 

職金共済制度適用事業主工事現場」の標識を掲示すること。 
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(4) 工事成績評定について 

    この工事は、文部科学省が定めた工事成績評定要領（平成20年1月17日付け19文科施第370

号）による工事成績評定の対象工事である。 

(5) ワンデーレスポンスの実施について 

この工事はワンデーレスポンスの実施対象工事である。 

①  ワンデーレスポンスとは、発注者からの質問、協議に対して、発注者は、基本的に「そ

の日のうちに」回答するよう対応することである。なお、即日回答が困難な場合に、いつ

までに回答が必要なのかを受注者と協議の上、回答期限を設けるなど、何らかの回答を

「その日のうちに」することを含むものとする。 

②  受注者は、実施工程表の提出にあたって、作業間の関連把握や工事の進捗状況等を把握

できる工程管理方法について、監督職員と協議を行うこと。 

③  受注者は、工事施工中において、問題が発生した場合及び計画工程と実施工程を比較照

査し、差異が生じた場合は速やかに文書にて監督職員へ報告すること。 

 (6) 主任技術者又は監理技術者の専任を要しない期間について 

① 請負契約の締結後、現場施工に着手するまでの期間（現場事務所の設置、資機材の搬入又

は仮設工事等が開始されるまでの期間）については、主任技術者又は監理技術者の工事現

場への専任を要しない。なお、現場施工に着手する日については、請負契約の締結後、監

督職員と協議の上定める。 

② 工事完成後、検査が終了し（発注者の都合により検査が遅延した場合を除く。）、事務手

続き、後片付け等のみが残っている期間については、主任技術者又は監理技術者の工事現

場への専任を要しない。なお、検査が終了した日は、発注者が工事の完成を確認した旨、

受注者に通知した日とする。 

(7) 現場代理人の工事現場における常駐を要しない期間について 

① 工事請負契約基準第10第3項に規定する現場代理人の工事現場における運営、取締り及び

権限の行使に支障がないとは、以下のものとする。 

ア 請負契約の締結後、現場施工に着手するまでの期間（現場事務所の設置、資機材の搬入

又は仮設工事等が開始されるまでの期間。）。なお、現場施工に着手する日について

は、請負契約の締結後、監督職員と協議の上、定める。 

イ 工事完成後、検査が終了し（発注者の都合により検査が遅延した場合を除く。）、事務

手続き、後片付け等のみが残っている期間。なお、検査が終了した日は、発注者が工事

の完成を確認した旨、発注者に通知した日とする。 

ウ 工場製作を含む工事であって、工場製作のみが行われている期間。 

エ 工事現場において作業等が行われていない期間。 

② 工事請負契約基準第10第3項に規定する発注者との連絡体制が確保されるとは、発注者又

は監督職員と携帯電話等で常に連絡が取られること、かつ、発注者又は監督職員が求め

たときは、工事現場に速やかに向かう等の対応が取られることとする。 

③ その他請負契約の締結後、監督職員と協議の上、現場代理人の工事現場における常駐を要

しない期間を定める。 

(8) 特別重点調査を受けた者との契約について 

「低入札価格調査対象工事に係る特別重点調査の試行について」（平成21年3月31日大臣官

房文教施設企画部長通知）に基づく特別重点調査を受けた者との契約については、その契約

の保証については請負代金の10分の3以上とし、前払金の割合については、請負代金額の10

分の2以内とする。ただし、工事が進捗した場合の中間前払金及び部分払の請求を妨げるも

のではない。 

(9) 引渡し後点検について 

受注者は、完成引渡し後１年経過を目途に、施設の不具合の有無等について点検を行うも 

のとする。 

(10) 設計図書の取扱い 

   本工事の設計図書の取扱いは以下によるものとする。 
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① 図書の取扱い、保管は、善良なる管理者の注意義務を負うことに同意すること。 

  ② 目的以外の使用は禁止とすること。 

   ③ 図書を複写する場合、その部数は必要最低限とし、複写した図書は用済み後責任を持って 

確実に処分すること。 

(11) 質疑応答 

① 現場説明会を実施しない場合 

ア 質疑がある場合には提出 

書面により令和４年６月２３日（木曜日）１７時までに 国立青少年教育振興機構財

務部施設管理課 へ提出する。 

イ 質疑応答の電子メール又はＦＡＸの送付日時 

令和４年 ６月 ２８日（火曜日）午前１２時まで 

② 現場説明会を実施する場合 

質疑の提出：書面により平成  年  月  日  時までに国立青少年教育振興機構 

財務部施設管理課へ提出する。 

回 答      ：平成  年  月  日  時 

回 答 場 所      ： 国立青少年教育振興機構財務部施設管理課  

なお、質疑の有無にかかわらず、質疑書を提出し、回答日時には必ず出席す 

ること． 

(12) この工事は、数量公開の対象工事であり、予定価格のもととなる工事費内訳書等から単価及

び金額等を削除するなどの加工・編集を施したもの（以下「数量書」という。）を参考資料

（参考数量）として公開、提供する。 

数量書は、見積を行うために必要な図面及び仕様書の交付と同時に公開する。 

この数量書に対する質問がある場合において、次により提出するものとする。 

なお、上記(12)質問書と数量書に対する質問書は区別して提出するものとする。 

また、数量書に対する質問において、数量の差異等に係る質問については、差異の根拠とな

る数量を算出した過程を示す資料も合わせて提出するものとする。 

  ① 提出日時：令和 年  月  日（ 曜日）の１７時まで 

持参する場合は、上記期間の日曜日、土曜日及び祝日を除く毎日の１０時から１７時まで

に行うこと。 

② 提出先  ： 国立青少年教育振興機構財務部施設管理課 へ提出する。 

③ 提出方法：持参又は郵送（書留郵便等の配達記録が残るものに限る。提出期間内必着。） 

により提出するものとする。 

④回答書  ：数量書に対する質問書への回答書は、電子メール又はＦＡＸにて通知する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



日付

登録番号 番号縮尺

令和４年６月
一級建築士事務所　広島県知事登録　20(1)第5440号

サクシード
建築士事務所

１級建築士登録　第85488号

TEL 082-230-2820 FAX 082-207-4566

広島県広島市西区楠木町3-10-13　ｱﾄﾞｳｨﾝﾋﾞﾙ4F

〒733-0002

本山　隆造　　

A3版出力時50％縮小施設管理課長 係長  図面名

国立青少年教育振興機構　国立大洲青少年交流の家　

本館外壁落下防止等改修工事

 工事名担当者主任

仮設計画図 ※参考1/250

西階段室音楽棟

本館食堂棟本館管理棟 本館メインホール

車庫棟

広　場

階段室ポンプ室

渡り廊下

東階段室

渡り廊下

渡り廊下 梁枠
（３スパン）

梁枠
（２スパン）

宿泊棟 宿泊棟

工事期間中、少なくとも一方は動線を確保すること 通
路
棟

渡り廊下
高所作業車 範囲

（※工事期間中、安全に十分配慮すること）

Ａ

Ｂ

Ｄ

Ｇ

Ｈ

Ｊ

２
０

,０
０

０
１

０
，
０

０
０

３
,０

０
０

７
，

７
７

５
６

,０
０

０
１

,０
０

０

高所作業車 範囲

（※工事期間中、安全に十分配慮すること）

工事名：国立大洲青少年交流の家　本館外壁落下防止等改修工事

・本工事は、運用中の施設における改修工事であり、利用者の動線・安全等に十分配慮すること。

・工事施工の際は騒音・振動・臭気・粉塵等の発生に留意するとともに、必要に応じて防音シート等での養生を行うこと。

・館内への周知の為、騒音・臭気・粉塵等の発生が予測される作業は、原則作業１週間前までに監督職員まで申し出を行い、承認を得た日時のみの施工とする。

・工事車両については、工事関係者以外も使用するため、通行に支障無きよう配慮すること。また資材の搬入出時等には、誘導員を配置し、安全には万全を期すこと。

・工事従事者の車両駐車可能位置は、指定箇所のみとする。

武道館

１４２,０００
３４３１２８２０１９１６１５７４１

４,０００ １２,０００ ４,０００ ３２,０００ １２,０００ １８,０００３２,０００１６,０００１２,０００

凡例

・・・動線を示す

・・・車両通行経路を示す

・・・枠組本足場Ｗ900＋災害防止ネット張りを示す

・・・高所作業車を示す

・・・脚立足場を示す

・・・単管本足場を示す

・・・本工事位置を示す

（伸縮ブーム・プラットフォーム型 作業高さ12～15Ｍとする）

高所作業車 範囲 高所作業車 範囲

設置期間は各々１ヶ月とする



日付

登録番号 番号縮尺

令和４年６月
一級建築士事務所　広島県知事登録　20(1)第5440号

サクシード
建築士事務所

１級建築士登録　第85488号

TEL 082-230-2820 FAX 082-207-4566

広島県広島市西区楠木町3-10-13　ｱﾄﾞｳｨﾝﾋﾞﾙ4F

〒733-0002

本山　隆造　　

A3版出力時50％縮小施設管理課長 係長  図面名

国立青少年教育振興機構　国立大洲青少年交流の家　

本館外壁落下防止等改修工事

 工事名担当者主任

Ｌ－１表紙・図面リスト

特－１

特記仕様書（２）

特記仕様書（１）

特－２

特記仕様書（３）特－３

Ａ－１

Ａ－２

Ａ－３

Ａ－４

Ａ－５

Ａ－６

Ａ－７

Ａ－８

Ａ－９

Ａ－１０

Ａ－１１

Ａ－１２

Ａ－１３

Ａ－１４

Ａ－１５

Ａ－１６

Ａ－１７

案内図・全体配置図・本館棟 平面図

配置図

仕上表

躯体劣化改修工法詳細図

躯体劣化数量表（1）

躯体劣化数量表（2）

躯体劣化数量表（3）

躯体劣化数量表（4）

躯体劣化数量表（5）

本館棟・音楽棟・車庫棟 立面図（劣化図）

本館棟・車庫棟 断面図（1）（劣化図）

本館棟 断面図（2）（劣化図）

本館棟・音楽棟・車庫棟 屋根伏図（劣化図）

本館棟・車庫棟 地下１階・１階平面図（劣化図）

通路棟 屋根伏図（劣化図）

通路棟 立面図（劣化図）

特－４

特－５

特記仕様書（４）

特記仕様書（５）

本館棟 立面図（改修後）

図面番号

表紙・図面リストＬ－１

図　面　名

本館外壁落下防止等改修工事

国立青少年教育振興機構　国立大洲青少年交流の家

本館棟 断面図（2）（改修後）

本館棟・音楽棟・車庫棟 屋根伏図（改修後）

通路棟 屋根伏図（改修後）

通路棟 立面図（改修後）

本館棟 断面詳細図（改修後）

通路棟 断面詳細図（改修後）

本館棟 屋上平面図（改修前後）

本館棟 防水詳細図（改修前後）

Ａ－１８

Ａ－１９

Ａ－２０

Ａ－２１

Ａ－２２

Ａ－２３

Ａ－２４

Ａ－２５

Ａ－２６

本館棟・車庫棟 断面図（改修後）



・　固定された家具（備品，机，ロッカー等）の移動

日付

登録番号 番号縮尺

令和４年６月
一級建築士事務所　広島県知事登録　20(1)第5440号

サクシード
建築士事務所

１級建築士登録　第85488号

TEL 082-230-2820 FAX 082-207-4566

広島県広島市西区楠木町3-10-13　ｱﾄﾞｳｨﾝﾋﾞﾙ4F

〒733-0002

本山　隆造　　

A3版出力時50％縮小施設管理課長 係長  図面名

国立青少年教育振興機構　国立大洲青少年交流の家　

本館外壁落下防止等改修工事

 工事名担当者主任

２１

耐荷重及び耐外力２３

工事の一時中止に

係る計画の作成

２４

２ 足場その他１

(2.2.1)

仮設間仕切り

２

３

既存部分の養生

(2.3.1)

(2.3.2)

仮
設
工
事

撤去部分２２
<1.2.1>

特記仕様書（1） 特－１

設備機器の位置、取り合い等が検討できる施工図を提出して、監督職員の承諾を受ける。

設備工事との取り合い

鉄筋コンクリート壁、床及び梁等における設備（埋込

盤、プルボックス、ダクト、配管等）の仮枠、箱入れ

及び貫通スリーブ

機械墨出し

電気墨出し

切込み及び補強

機械のスリーブ等

電気のスリーブ等

※ ・

※・

・ ・

電気建築

※ ・

※・

・ ・

電気室、自家発電機室などの基礎及びピット 基礎及びピット ※ ・

（ふた含） 電気墨出し ・ ※

埋め込み型設備機器取付箇所の床、壁、天井ボード類

の切込及び下地補強

開口部補強

天井点検口 ※ ・

軽量鉄骨壁のボックス取付用下地 ・ ※

機器類の吊りボルト用インサート ・ ※

・ ・

機器類の取付け用アンカーボルト ・ ※

・ ・

・※　３４

地表面粗度区分 （

風速（m/s）

・　Ⅱ

・

垂直積雪量　　ｍ

建築基準法に基づき定められた風速（Vo）及び建築基準法に基づき定められた地表面粗度区分

・　Ⅲ ）・　Ⅳ

１）契約書第２０条の規定により工事の一時中止の通知を受けた場合は、中止期間中における工事現場

の管理に関する計画（以下「基本計画書」という。）を発注者に提出し、承諾を受けるものとする。

なお、基本計画書には、中止時点における工事の出来高、職員の体制、労務者数、搬入材料及び

・　Ⅰ

建設機械器具等の確認に関すること、中止に伴う工事現場の体制の縮小と再開に関すること及び工

事現場の維持・管理に関する基本的事項を明らかにする。

２）工事の施工を一時中止する場合は、工事の続行に備え工事現場を保全すること。

電気設備

機械設備

電気設備

機械設備

※ ・

コンクリート基礎（外灯設備）

屋内設置

コンクリート基礎（機械設備機器類）

・ ※

※ ・

・ ・

・ ・

屋上設置

屋外設置

オイルサービスタンク防油堤 ※

自動開閉装置を取付ける防火戸の切込み、補強及びﾄﾞｱﾁｪｯｸ、ﾌﾛｱﾋﾝｼﾞ

ＯＡフロア・フリーアクセスフロアの切込み及び補強

・

※ ・

※ ・

１次側 ※

２次側（盤含む） ※ ・

１次側 ・ ※

２次側（盤含む） ・ ・

・ ※

・

建築工事に含む設備機器付属の制御盤及び操作盤の

機械設備工事に含む設備機器付属の制御盤及び操作

・・

※

・

・

・

※ ・外壁取付けガラリ

換気扇枠、換気扇枠用アルミパネル開口（ストッパー取付を含む）

機械設備工事に含む遮断弁装置の操作器及び感知器の配管・配線

機械設備工事に含む電極の配管・配線

擬音装置の埋込ボックス ・・

・ ※

・ ※

※

※・

・

屋内、屋外雨水管 ※ ・

換気機器用スイッチの配管・配線及びスイッチ取付

換気機器用スイッチ本体（空調換気扇用、24時間換気用を除く）

配管・配線

盤の配管・配線

エアコン、ファンコイルユニット等の遠方操作スイッチの配管

機械設備制御盤から別途盤類への渡り配管・配線の接続

エアコン、ファンコイルユニット等の遠方操作スイッチの配線

エアコンの室内、室外ユニット間の渡り配線（アース共）

※　Ａ種 ・　Ｂ種 ・　Ｃ種

※　脚立、足場板等

表2.2.1

・

外部足場の種別

足場を設ける場合は、

・　既存部分における既存家具等の養生

※　ビニルシート等による ・

・　既存ブラインド、カーテン等の養生

・　Ａ種

養生方法

内部足場の種別

※　行う（図示）

※　ビニルシート等による ・

・

・

養生方法

保管場所 ※　構内既存施設内

※　取外し再取付

表2.3.1・　Ｂ種 ・　図示

Ａ種及びＢ種の表面材 ・　合板

・ 木製 ・ )

Ａ種及びＢ種の片面への塗装等

Ａ種のグラスウール等の充填材　

・　行う

・　行う

・　行う（仮設扉の設置

・　行わない

・　行わない

関する基準」の2の(2)手すり据置方式又は(3)手すり先行専用足場方式により行うこと。

材料、撤去材等の運搬方法

外部足場の防護シート等による養生

・　Ａ種 表2.2.2・　Ｄ種

・　行わない

・　Ｃ種

※　行う

・　Ｄ種

（ JISA6301 ｸﾞﾗｽｳｰﾙ吸音材2号32K厚50㎜ ）

※　行わない

・　Ｅ種

・　Ｂ種

においては、手すり先行工法に関するガイドラインの別紙１「手すり先行工法による足場の組立て等に

・　Ｃ種

・　石こうボード

公共建築工事標準仕様書（建築工事編）最新版 2.2.4(b)によるほか、設置

モルタルを撤去する場合は、躯体等に悪影響を与えないように行う。

コンクリート、モルタル等の撤去部分の境目は、原則としてダイヤモンドカッター切りとする。

設備工事との

取り合い

※

・

・

機械

※

・

・

・

・

・

・

・

※

・

※

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

※

・

※

・

※

・

※

・

・

・

・

・

１３ 施工数量調査 調査範囲 ※　外壁（庇共） ・　図示

調査方法 ※　テストハンマーによる打診及び目視(1.5.2) ・

調査要領 ※　「改修特記仕様書７－６」及び「改修特記仕様書７－７」による」　・

※　外壁調査は、上記の調査要領により外壁面のひび割れ、浮き、欠損部、内部まで貫通報告書

したひび割れ等の位置及び数量（幅、長さ、面積）の調査を行い、結果を立面図等に

記載し集計表を添えて監督職員に２部提出する。

１４ 調査のための破壊 補修方法 ※　図示

部分の補修（1.5.3）

１５ 技能士 技能士の適用は下記による。

工事別 適用職種 工事別 適用職種(1.6.2)

仮設工事 ・ とび

防水改修工事 ・ 防水施工の各工事作業

・ ｱｽﾌｧﾙﾄ防水

・ ｳﾚﾀﾝｺﾞﾑ系塗膜防水

・ 合成ｺﾞﾑ系ｼｰﾄ防水

・ 塩化ﾋﾞﾆﾙ系ｼｰﾄ防水

・ ｼｰﾘﾝｸﾞ防水

外壁改修工事 ・ 樹脂接着剤注入施工

・ 左官 ・ ﾀｲﾙ張り

建具改修工事 ・ ｻｯｼ施工 ・ ｶﾞﾗｽ施工

・ 建築大工 ・ 建築板金 ・ 左官

・ 表装 ・ ﾀｲﾙ張り

・ 内装仕上げ施工の各工事作業

・ 鋼製下地 ・ ﾎﾞｰﾄﾞ仕上げ

・ ｶｰﾍﾟｯﾄ系床 ・ ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ系床

塗装改修工事 ・ 塗装

耐震改修工事 ・ 鉄筋施工 ・ 型枠施工 ・ とび

・ ｺﾝｸﾘｰﾄ圧送施工 ・ 鉄工

内装改修工事

１６ 化学物質の濃度測定 測定対象室の揮発性有機化合物の室内濃度を測定し、厚生労働省が定める指針値以下であることを確認

(1.6.9) し、監督職員に測定結果を提出する。　　　　　（提出部数　　　部）

測定対象室及び測定箇所数

・ （ 箇所） ・ （ 箇所）

・ （ 箇所） ・ （ 箇所）

測定方法及び測定対象化学物質

※　着工前濃度測定及び予備濃度測定

簡易測定法 （ ・　検知紙法 ※　検知管法 ・　定電位電解法 ・　吸光光度法 ）

測定対象化学物質 ※　ホルムアルデヒド ※　トルエン ※　キシレン

※　引き渡し前濃度測定

学校施設の場合 ※　厚生労働省の標準測定法

学校施設以外の場合 ※　パッシブ型採取機器

※　ホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼン、スチレン測定対象化学物質

用途が学校の場合は、パラジクロロベンゼンを加えた６物質を測定

・　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

測定方法等については、監督職員の指示を受けること。

完成写真１８

完成時の提出図書

（1.7.1～3）

１９

書

施工図及び施工計画２０

(1.7.2)

下記のものを監督職員に提出する

※　カラー

・　キャビネ版(２Ｌ版)

部数

※　工事用アルバム(Ａ４版)

・

分類 ・ 規格等

箇所

撮影箇所

製本図面

種類及び記入内容

・　設計図

作成方法

※　完成図

※　表1.8.1による。なお、仕上げ表には仕上げの色番号、

完成図

黒表紙付きＡ４版（年度、工事名、工期、施工業者名を記入）に下記図面を製本したもの。

下記に記載されていない事項は、監督職員の指示による。

仕上げの材料名、メーカー名等を記入する。

※　ＣＡＤデータ

工事用製本図面

また、アルバムに写真の撮影箇所を記入すること。(電子データの写真のファイル名も同様)

Ａ２版（年度、工事名、工期、施工業者名を記入）に下記図面を製本したもの。

※　完成図

提出部数　（　　）部

提出部数　（　　）部

マイクロフィルム

保全に関する資料 （ 提出部数 ※　１部 ・　　部 ・　不要 ）

２部

なお、電子データ(200万画素以上)は、RPG(カラー)、JPEG形式の最高画質とすること。

※　サービス版(Ｌ版)

※　サービス版(Ｌ版) 1部

備考

工事写真

※　カラー

部数分類 ・ 規格 撮影場所

適宜

１７ 下記のものを監督職員に提出する。（ただし、工事写真の電子納品を実施する場合は除く。）

※　監督職員との協議により、営繕工事電子納品要領（案）に基づく工事写真の電子納品を

実施するか決定する。

工事写真は、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「工事写真の撮り方(改訂第３版)-建築編」及び

「営繕工事写真撮影要領（平成24年度版）」に基づき明確に撮影し、整理及び提出方法は監督職員の

指示による。

・ 改質ｱｽﾌｧﾙﾄｼｰﾄ防水

屋根工事 ・ 建築板金（内外装板金作業）

・ ｽﾚｰﾄ施工 ・ かわらぶき

※　指定の用紙

アルバムの表紙及び背表紙に工事名・工期・施工業者名を記入し、電子データ(CD-R)と共に提出の事。

提出した施工図及び施工計画書の著作に係わる当該建物に限る使用権は発注者に委譲するものとする。

設計図面(原図)のマイクロフィルムを作成し、工事名称、図面名称をタイプした

アパチュアガード83(ﾀﾃ)×187(ﾖｺ)、フィルム35(ﾀﾃ)×45(ﾖｺ)を１部提出のこと。

章 項　　　目 特　　　記　　　事　　　項

１ １ 適用基準等 国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

改
修
一
般
共
通
事
項

国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

(以下、標準詳細図という)

２ 施工計画書 小規模工事、工種について、監督職員の承諾を受けた場合は施工計画書の提出を省略できる。

(1.2.2)

３ 電気保安技術者 適用する　

（1.3.3）

４ 施工時間帯 ※　指定なし ・　指定有り（ ）施工条件

（1.3.5） 部位別の施工順序 ※　指定なし ・　指定有り（ ）

工事用車両の駐車場 ※　指定なし ・　指定有り（ ）

資機材置場 ※　指定なし ・　指定有り（ ）

５ 工事安全計画書 「建築工事安全施工技術指針」及び「建設工事公衆災害防止対策要綱」を参考に、工事安全計画書を

（1.3.7） 作成し監督職員に提出する。

６ 安全衛生管理体制 労働安全衛生法第３０条第２項に基づき、同条第１項に規定する措置を講ずべき者として指名する。

（1.3.7）

７ 統括安全衛生責任者 ※　統括安全衛生責任者（労働安全衛生法第１５条第１項による）

８ 発生材の処理等 発生材の処理にあたっては、「建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律」、「資源の有効な利

（1.3.8） 用の促進に関する法律」、「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」、「建設副産物適正処理推進要綱

」、「建設廃棄物処理指針」、「入札条件及び指示事項」その他関係法令等に従い適切な処理を行う。

・　発注者に引渡しを要するもの  （　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・　現場において再利用を図るもの（　　　　　　　　   　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・　再生資源化を図るもの

※　コンクリート塊 ※　アスファルトコンクリート塊 ※　建設発生木材

・　特定建設資材廃棄物以外の発生材で再資源化を図るもの

・

・

・

・　管理型産業廃棄物

・　廃せっこうボード ・　木毛セメント板

・　特別管理型産業廃棄物

・　廃石綿・　ＰＣＢ（施設管理者へ引き渡し）

９ 環境負荷

(1.4.1～6) （以下、「グリーン購入による」という）

建築材料等 材料の選定は、「建築材料・設備機材等品質性能評価事業建築材料等評価名簿（最新版）」１０

(1.4.1～6) （以下「評価名簿」という）によるほか、これらと同等のものとする。ただし、同等のものとする

場合は、「同等承諾願」を監督職員に提出し、承諾を受ける。

工事に使用する材料は、アスベストを含有しないものとする。

１１ 本工事に使用する建築材料等は、設計図書に規定する所要の品質及び性能を有すると共に、環境への配慮

(1.4.1～6) 次の１）から４）を満たすものとする。

１）合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、MDF、パーティクルボード、

その他の木質建材、ユリア樹脂板、壁紙、接着剤、保温材、緩衝材、断熱材、塗料、仕上材料は、

アセトアルデヒド及びスチレンを発散しない又は発散が極めて少ない材料で、設計図書に規定する

「ホルムアルデヒドの放散量」の区分に応じた材料を使用する。

２）接着剤及び塗料にトルエン、キシレン及びエチルベンゼンの含有量が少ない材料を使用する。

３）接着剤は、可塑性（フタル酸ジ－ｎ－ブチル及びフタル酸ジ－２－エチルヘキシル等を含有しない

難揮発性の可塑剤を除く）が添加されていない材料を使用する。

４）１）の材料を使用して作られた家具、書架、実験台、その他の什器類等は、ホルムアルデヒド、

アセトアルデヒド及びスチレンを発散しないか、発散が極めて少ない材料を使用したものとする。

特別な材料の工法 改修標仕に記載されない特別な材料の工法は、当該製品の指定工法により監督職員の承諾を受ける。１２

(1.4.1～6)

※　建築工事標準詳細図（最新版）

※　公共建築工事標準仕様書（現場説明書指定年度）

施設管理者との協議による

施設管理者との協議による

施設管理者との協議による

施設管理者との協議による

愛媛県グリーン購入の推進方針及びグリーン購入ガイド(平成24年度)に基づき材料の調達を行う。

※　文部科学省建築改修工事標準仕様書（特記基準）

１．工事名称：国立大洲青少年交流の家 本館外壁落下防止等改修工事

建築改修工事特記仕様書

Ｉ工事概要

２．完成期限：令和４年１１月１８日（金）

１．図面及び特記仕様書に記載されていない事項は、すべて国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「公共建築改修工事標準仕様書

２．特記仕様の適用方法

（１）項目は、番号に 　 印の付いたものを適用する。

（２）特記事項のうち、複数の項目がある場合は、 ・ 印の付いたものを適用する。

 ・ 印のつかない場合は、※ 印の付いたものを適用する。

 ・ 印と　※　印の付いた場合は、共に適用する。

（３）項目に記載の（　　）内表示番号は、公共建築改修工事標準仕様書の当該項目を示す。

（最新版）」（以下「改修標仕」という）、文部科学省建築改修工事標準仕様書（特記基準）による。

 <　  > は文部科学省建築改修工事標準仕様書（特記基準）を示す。

《　　》は公共建築工事標準仕様書（現場説明書指定年度）の当該項目を示す。



日付

登録番号 番号縮尺

令和４年６月
一級建築士事務所　広島県知事登録　20(1)第5440号

サクシード
建築士事務所

１級建築士登録　第85488号

TEL 082-230-2820 FAX 082-207-4566

広島県広島市西区楠木町3-10-13　ｱﾄﾞｳｨﾝﾋﾞﾙ4F

〒733-0002

本山　隆造　　

A3版出力時50％縮小施設管理課長 係長  図面名

国立青少年教育振興機構　国立大洲青少年交流の家　

本館外壁落下防止等改修工事

 工事名担当者主任

・ 15

・　Ｐ０Ｘ工法

※　主材料製造所の仕様による

４

※　Ｘ－１

・　Ｌ４Ｘ工法 ・

工法

　

塗膜防水

・

施工箇所

※　Ｘ－２

新設防水層の種別

新設防水層種別Ｘ－１の場合の脱気装置

種類、設計数量

(3.1.4)

(3.6.2～3)

(3.2.6)

・　設けない

・　行わない※　行うＬ４Ｘ工法の既存仕上げ塗装除去

※　設ける

シート防水

合成高分子系

ルーフィング

３

工法

※　Ｓ－Ｆ１

施工箇所

※　Ｓ－Ｍ１

・

・　Ｍ４Ｓ工法 ・

ＳＩ工法の断熱材（オゾン層を破壊する物質を使用していないこと。）

新設防水層の種別

・　Ｐ０Ｓ工法

・

脱気装置

(3.1.4)

(3.5.2～4)

(3.1.4)

(3.2.6)

材質

材質

・

機械的固定工法の場合の一般部のルーフィングシートの張付け

建築基準法に基づき定まる風圧力及び積雪荷重に対応した工法を施工計画として提出する。

厚さ(mm) ・　50 ・

※　Ａ種ポリエチレンフォーム保温材の密度及び熱伝導率の規格に適合するもの（JIS A 9511）

するもの又はＡ種押出法ポリスチレンフォーム保温材の保温板（ JIS A 9511 ）

※　Ａ種硬質ウレタンフォーム保温材の保温板２種１号又は２号で透湿係数を除く規格に適合

（機械的固定工法）

※　種類、設置数量（改質アスファルトシート製造所の指定による）

（接着工法）

・　25

工法シート防水 施工箇所

・　Ｍ３ＡＳ工法

改質アスファルト

・　Ｐ０ＡＳ工法

新設防水層の種別

２

・　Ｍ４ＡＳ工法

脱気装置

(3.1.4)

(3.4.2～3)

(3.2.6)

・

改質アスファルトシートをトーチ工法又は常温粘着工法により施工する露出防水に適用。

・　ＡＳ－Ｔ３ ・　ＡＳ－Ｔ４

・　ＡＳ－Ｊ４・　ＡＳ－Ｊ２

・　ＡＳ－Ｔ１ ・　ＡＳ－Ｔ２

・　ＡＳ－Ｊ３

※　種類、設置数量（改質アスファルトシート製造所の指定による）

※　Ａ種硬質ウレタンフォーム保温材の保温板２種１号又は２号で透湿係数を除く規格に

適合するもの（ JIS A 9511 ）

・　25

屋根露出防水断熱工法の断熱材

材質

厚さ(㎜) ・

防
水
改
修
工
事

施工箇所

６ １

・　Ｔ１ＢＩ工法

アスファルト防水

・

※　Ａ－２

※　Ｂ－２

・　Ｐ２ＡＩ工法 ※　ＡＩ－２

工法

・※　ＢＩ－２

・　Ｐ１Ｂ工法 ・

・・　Ｐ１ＢＩ工法

・　Ｐ２Ａ工法

※　ＢＩ－２

・

アスファルトの種類　３種

屋
根
保
護
防
水

新設防水層の種別(3.1.4)

(3.3.2～3)

(3.2.6)

※　Ｄ－２

・

・　Ｍ３Ｄ工法

※　ＤＩ－２・　Ｍ３ＤＩ工法

・
屋
根
露
出
防
水

・　Ｍ４Ｃ工法

・　Ｍ４ＤＩ工法 ※　ＤＩ－２

・

・

※　Ｃ－２

厚さ(mm)

屋根保護防水断熱工法の断熱材（特定フロンを含まない）

材質

・　50 ・

保護コンクリートの仕上げ ※　直均し仕上げ

成形伸縮目地材　（製造所：評価名簿による）

立上り部の保護 ・　れんが

屋根露出防水絶縁工法の脱気装置(Ｍ３Ｄ工法)

設置数量（ ）箇所 種類 ・　平面部脱気型

・　設けない

・　設ける

・　改修標仕（３．３．４（ｄ）（３）（ｉｉ））による　

屋根保護防水工法の防水層立上がり部の端部の処理方法　　

・・　押え金物で押さえる ※　アルミニウム製　L-30×15×2.0（mm）

※　Ａ種押出法ポリスチレンフォーム保温材の保温板3種b(スキンあり)（ JIS A 9511 ）

屋根露出防水断熱工法の断熱材

材質

・　乾式保護材（製造所：評価名簿による）

・　25 ・厚さ(㎜)

・　25

床

塗装溶融亜鉛めっき鋼板張り、又は鉄板張り、調合ペイント塗り

仕上げ

監督職員事務所

合板又はせっこうボード張り、合成樹脂エマルションペイント塗り

屋根

監督職員事務所の仕上げ

４

合板張り又はビニル床シート張り

部位等

内壁、天井

設置する備品等の種類及び数量は監督職員の指示による。

(2.4.1) ・　既存建物内の一部を使用する（場所　　　　　　　　　　　　）

監督職員事務所の規模（　　　　　㎡程度）

※　設けない

・　構内に新設する

工事表示板７

５

工事用電力６

工事用水 構内既存の施設

構内既存の施設 ・ 利用できる（ ※ 有償　・ 無償 ）　※ 利用できない

・ 利用できる（ ※ 有償　・ 無償 ）　※ 利用できない

８ イメージアップ ・　仮囲いのデザイン化 ※　デザインは、図示による ・（

・　トイレの水洗化　　　

）

指定仮設物等９

・　ゲート

・　仮囲い （ 成形鋼板 ・　H＝2.0ｍ ・　H＝3.0ｍ

（

）

）

※　6.0φ×100×100（施工箇所：　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・　ダボ筋（図示） ・　接着系アンカー（図示）

溶接金網

１

基づき認定を受けた鉄筋

※　ＳＤ３４５ 鉄筋コンクリート用鋼棒

－

Ｄ１０，Ｄ１３，Ｄ１６鉄筋コンクリート用鋼棒

寸法

３ シアコネクタ ・　金属系拡張アンカー（図示）

鉄筋の種類

JIS G 3112

２

・　    　   　    （施工箇所：　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　）

JIS G 3112

※　ＳＤ２９５Ａ

建築基準法第37条の規定に

鉄　筋

－

Ｄ１９以上

(8.2.1)

(8.2.2)

種類の記号規格番号 規格名称 径

・　適用する ・　適用しない試験(8.2.4)(8.3.7)

４ 継手及び定着

(8.3.4)

鉄筋の継手の位置 ・　構造関係共通事項による ・　構造図による

鉄筋の継手長さ

・　40d ・　その他（　　　　　　　　　　　）

鉄筋の定着長さ

・　40d ・　その他（　　　　　　　　　　　）

５ 帯筋 ※　Ｈ形

・　Ｗ－Ｉ形

・・　構造図による※　全て（

（ ※　全て

（ ※　全て ・　構造図による ・

・　ＳＰ形

・　構造図による ・

(8.3.4)

・　40dと改修標仕 表8.3.2の重ね長さのうち大きい値

・　40dと改修標仕 表8.3.4の重ね長さのうち大きい値

構造関係共通事項　図6.2（ａ）①Ｈ形による

構造関係共通事項　図6.2（ａ）②Ｗ－Ｉ形による

構造関係共通事項　図6.2（ａ）③ＳＰ形による

）

）

）

表8.2.1

鉄
筋
工
事

３

工事名　　　　　　　　工事

1,200

建築物名

延べ面積　　　　　　　　㎡

 工事概要

階数　地上　 階　地下　 階

用途　　　　　　　　　　　

7
5
0 ラワン合板 ｱ ５．５Ｔ－１

白ペンキ塗り（文字黒）

90
0

1
,
65

0

壁の配筋及び補強

(8.3.7)

※　構造図による ・

ガス圧接 圧接部の超音波探傷試験 ※　行う ・　行わない

６

７

(8.3.8)

１

種類及び強度

(6.2.1～4)

単位容積質量による

コンクリートの気乾

 設計基準強度Fc

（N/㎜2）

※　普通コンクリート

適用箇所スランプ

(cm)

21 18

２ ※　Ⅰ類（JIS A 5308への適合を認証されたコンクリート）

・　Ⅱ類（JIS A 5308に適合したコンクリート）

コンクリートの類別

(6.2.1)

表6.2.1

り(6.2.5)

コンクリートの仕上３ 合板せき板を用いた打放し仕上げの種別

・　Ａ種 ・　Ｃ種・　Ｂ種

表6.2.4

※　普通ポルトランドセメント又は混合セメントＡ種セメントの種類４

・　高炉セメントＢ種（適用箇所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・　その他（　　　　　　　　　　）

(6.3.1)

表6.3.1

４

コ
ン
ク
リー

ト
工
事

（JIS A 6204によるＡＥ剤、ＡＥ減水剤、高性能ＡＥ減水剤）※ 混和剤の適用５ 混 和 材 料

(6.3.1) （JIS A 6201によるフライアッシュ・ 混和材の適用 の1種又は2種
　微粉末、JIS A 6202による膨張材）

、JIS A 6206による高炉スラグ

(7.1.1)

(7.1.3)

・　監督職員の承諾する製作工場（標準仕様書7.1.1以外の適用範囲に限る）

(株)日本鉄骨評価センター又は(株)全国鉄骨評価機構の｢鉄骨製作工場の性能評価基準｣に定める

※　建築基準法第77条の56第1項に基づき国土交通大臣から性能評価機関として認可を受けた

・　Ｓｸﾞﾚｰﾄﾞ ・　Ｈｸﾞﾚｰﾄﾞ ・　Ｍｸﾞﾚｰﾄﾞ ・　Ｒｸﾞﾚｰﾄﾞ ・　Ｊｸﾞﾚｰﾄﾞ ）（

として国土交通大臣から認定を受けた工場又は同等以上の能力がある工場

１ 鉄骨製作工場 加工能力５

測定水量

(6.14.1)

種類 (6.10.1)

１２

１０ 軽量コンクリートの

１１ 無筋コンクリート

コンクリート単位 ※

※　普通コンクリート

・　２種※　１種

 設計基準強度(Fc)

(N/㎜2) (cm)

適用箇所

・ 18

スランプ(S)

18

行う（延床面積１，５００㎡以上）

・　床型枠用鋼製デッキプレート（評価名簿による）

・　断熱材兼用型枠（25mm以下かつ熱抵抗値1mh℃/kcal以上）

・　ＭＣＲ工法用シート（気泡性緩衝シート）

調合管理強度

｢標仕｣のコンクリート工事 2節及び11節以降の関係する節の規定を満たすものとする。

６

９ 型枠のせき板

ひび割れ誘発目地、打継目地の深さ寸法は、打増し厚さ部で処理する。

間隔、位置

目地寸法

(6.6.3)

ひび割れ誘発目地８

アルカリ総量　3kg/m3以下

コンクリート中の塩化物量(Cl重量)　0.30kg/m3以下

(6.5.4)

アルカリ総量

塩化物量及び７

※　合板（厚さ12㎜） ・　合板（厚さ　　mm） ・　塗装合板（厚さ12mm）

※　9.7.3(a)(1)による

※　図示による(6.8.2)

(9.7.3)

(6.8.3)

調合管理強度は、設計基準強度(Fc)に表6.3.2の構造体強度補正値(S)を加えた値以上、かつ、品質が

(6.3.2)

鉄
骨
工
事

２ 施工管理技術者 適用する
(7.1.3～4)

・　その他(　　　　　　　)

・　その他(　　　　　　　)

・　その他(　　　　　　　)・　1種(F8Ｔ)

・　2種(F10Ｔ)

・　2種(S10Ｔ)

）

）（ セットの種類

（ セットの種類

※　構造図による

・　行う※　行わない※　構造図による

ボルトの径(7.2.3)

・※　表7.2.3によるボルト及びナットの材料等普 通 ボ ル ト５

すべり係数試験高力ボルトの径

(建築基準法に基づき認定を受けたもの)

４

(7.4.2)

区分

（ ）セットの種類・　溶融亜鉛めっき高力ボルト

・　JIS形高力ボルト

※　トルシア形高力ボルト(7.2.2)

高 力 ボ ル ト

表7.2.1

適用箇所種類の記号 規格

※　JIS規格品

・　JIS規格外品

※　JIS規格品

・　JIS規格外品

※　JIS規格品

・　JIS規格外品

※　JIS規格品 ・　JIS規格外品

・　JIS規格外品

※　JIS規格品

材質

(7.2.1)

鋼材３

・　Ａ種 ※　Ｂ種 ・　Ｃ種 表7.10.1建方用アンカーボルトの保持及び埋込み方法

６ アンカーボルト

建方用アンカーボルト

構造用アンカーボルト ※　SNR400B ・　SNR490B ・　その他（　　　　　　）(7.2.4)

(7.10.3)

構造用アンカーボルト及びアンカーフレームの形状、寸法

・　その他（　　　　　　）

材質

構造用アンカーボルトの保持及び埋込み方法 ※ 構造図による

※ 構造図による

・　SS400種類

溶融亜鉛めっき

高力ボルト接合

摩擦面の処理 ※　ブラスト処理 ・　りん酸塩処理１６

(7.12.4)

(7.9.2～7) 性能

１５

及び性能

耐火被覆材の種類 種類

７ ターンバックル

(7.2.6)

８ デッキプレート 材質、形状及び寸法 ※　構造図による

種類 建築用ターンバックル胴

建築用ターンバックルボルト

※　割枠式

※　羽子板ボルト ・　その他（　　　　　　　　）

・　その他（　　　　　　　　）

(7.2.7) (6.8.3) ）

１０ 柱底均しモルタル

(7.2.9)

(7.10.3)

・　モルタル

工法 ・　図示による※　Ａ種 ・　Ｂ種

）

表7.2.6

表7.10.2

※　無収縮モルタル（製造所：評価名簿による）

仮組

(7.3.10)

１１ 部位 （仮組の実施

１２ 溶接接合

(7.6.4)

開先の形状

スカラップの形状

・　構造図による

(7.6.7)

※　構造関係共通図（鉄骨標準図）3.溶接継手の種類別開先標準による

※　構造関係共通図（鉄骨標準図）5.鉄骨溶接施工による

・　構造図による

１３ 溶接部の試験

(7.6.11) ・ （　　　　　　　　　　　　　）

適用箇所

適用箇所

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

１４ 錆止め塗装

(7.8.1～4) 鉄面

鉄面（屋内）

（屋外）

・　その他（　　　　　　　　）※　表18.3.1のＡ種

・　その他（　　　　　　　　）

亜鉛めっき面

・　表18.3.1のＢ種※　表18.3.1のＡ種

・　その他（　　　　　　　　）※　表18.3.2のＡ種 ・　表18.3.2のＢ種

・　ＥＰ－Ｇの適用箇所は表18.3.1のＢ種

・　ＥＰ－Ｇの適用箇所は表18.3.2のＣ種

ｔ

表7.6.2～4

エンドタブの切除 ・　有り（適用箇所　　　　　　　　　　　　　　　　　）

(18.3.2)

(18.7.2)

・　無し

※　完全溶込み部の超音波探傷試験

耐火被覆材の接着する面への塗装 ※　行わない

・　行う ）（ 塗装種別適用箇所
仕上げが耐候性塗料塗り(ＤＰ)の場合 ・　表18.7.1の工程1～3の下塗りを工場で行う

・

・

SS400

BCR295

・ SN400B

施工者 　　　　建設会社

現場代理人監理者

○○

○○ ○○

TEL
○○○○ー○○ー○○○○

へ連絡下さい。　　　　　

員、または下記の監理者等　

　なお、お気づきの点は係　

協力お願いします。　　　　

かけしますが、よろしくご　

　工事のため、ご迷惑をお　

 お 願 い 

耐震壁・土間コンクリート

下地処理

(3.2.6(C)(2))

表3.6.1

備考

備考

表3.5.1

備考

表3.4.1～2

表3.3.3～10

備考

・　ｺﾝｸﾘｰﾄ押え

工期　令和　年　月　日～　
令和　年　月　日　　

特記仕様書（2） 特－２

・　立上がり部脱気型

※　Ａ種硬質ウレタンフォーム保温材の保温板２種１号又は２号で透湿係数を除く規格に

適合するもの（ JIS A 9511 ）

・ 乾式吹付けﾛｯｸｳｰﾙ工法 ・ 半乾式吹付けﾛｯｸｳｰﾙ工法 ・ 湿式吹付けﾛｯｸｳｰﾙ工法

・　ラス張りモルタル塗り・　耐火材巻付け

）（

・　

・　耐火板張り

・　耐火材吹付け

・　Ｓ４Ｓ工法 ※　Ｓ－Ｍ２

Ｓ－Ｆ１、Ｓ－Ｍ２、Ｓ－Ｍ１の仕上塗料塗り ※　カラー ・　シルバー



・　Ｂ種

・　撤去工法

施設管理課長 係長 主任 担当者 A3版出力時50％縮小

国立青少年教育振興機構　国立大洲青少年交流の家　

本館外壁落下防止等改修工事
令和４年６月

登録番号 番号 工事名  図面名 縮尺
〒733-0002建築士事務所
広島県広島市西区楠木町3-10-13　ｱﾄﾞｳｨﾝﾋﾞﾙ4Fサクシード

FAX 082-207-4566TEL 082-230-2820 日付

本山　隆造　　１級建築士登録　第85488号一級建築士事務所　広島県知事登録　20(1)第5440号

５

(3.2.5)

（立上がり部を含む）

既存防水層（アスファルト）露出防水層表面の仕上げ塗装の除去

コンクリート等の欠損部　　　　　　　　　m2６

※　行わない

モルタルの浮き部　　　　　　　　　　　　m2

（塗膜）塗膜防水層表面の仕上げ塗装の除去 ・　行う

・　行う

コンクリート、モルタル面既存下地の補修

※　行わない

(3.2.6)

改修用ドレン Ｐ０ＡＳＩ工法､ ､Ｐ０ＳＩ工法､Ｐ０ＡＳ工法､　　　　　　　 Ｐ０Ｄ工法､Ｐ０ＤＩ工法､Ｐ０Ｓ工法　　　　　　　及びＰ０Ｘ工法

・　設けない※　設ける

８ 図示以外は表3.7.1による種類及び施工箇所

・　拡幅シーリング再充てん工法

７ ・　シーリング充てん工法

・　シーリング再充てん工法工法の種類

・　ブリッジ工法

シーリング改修

シーリング用材料

(3.1.4)

(3.7.2)

接着性試験シーリングの試験

材種

・　実績に基づく試験成績書

とい

・　ステンレス管

・　再生資源の利用（グリーン購入による）

・　引張接着性試験（JIS　A　1439）　９

・　行わない

１０ ・　配管用鋼管

※　簡易接着性試験（図3.7.1による）

(3.7.8)

(3.8.2～3) ・　硬質ポリ塩化ビニル管（VP）（カラー）

(3.7.4～7)

※　行う

とい受け金物

・鋼管製といの防露 （ 施工箇所

１１ アルミニウム製笠木

※　Ａ－１種又はＢ－１種

・　曲げ材

・

笠木の固定金具の工法

(3.9.2) 部材による種類

表面処理 ※　Ａ－１種又はＢ－１種

・　２５０形 ・　３００形 ・　３５０形

・

コーナー部及び突当り部等の役物 笠木製造所の仕様による

・　押出し形材

表面処理

材質 JIS H 4000による

建築基準法に基づき定まる風圧力及び積雪荷重に対応した工法を施工計画として提出する。

※　表3.8.3

※　表3.8.5

表3.1.2

表3.8.1

）

表3.9.1

表5.2.2

表5.2.2

特記仕様書（3） 特－３

※　評価名簿による

※　評価名簿による

※　注入用エポキシ樹脂５

※　アンカーピン固定用エポキシ樹脂

製造所

注入工法用材料

製造所

※　パテ状エポキシ樹脂

・　ポリマーセメントスラリー　

アンカーピンニング

ピンニング注入

工法用材料

注入口付アンカー

モルタル塗替え７

６

工法用材料

工法別使用材料

（4.2.2）

外
壁
改
修
工
事（

一
般
事
項
等）

７

－

１

シール工法用材料

充填工法用材料

※　評価名簿による

製造所４

製造所

３

製造所

・　エポキシ樹脂モルタル　　　

・　ポリマーセメントモルタル ※　評価名簿による

※　評価名簿による

※　評価名簿による

製造所するエポキシ樹脂

製造所・　ポリマーセメントモルタル

※　評価名簿による

充填工法用材料

・　パテ状エポキシ樹脂

Ｕカットシール材２

１

・　可とう性エポキシ樹脂

・　可とう性エポキシ樹脂

製造所

※　評価名簿による

製造所

※　シーリング用材料

※　評価名簿による

※　ポリウレタン系

樹脂注入工法に使用

・

※　建築補修用注入エポキシ樹脂（ JIS A 6024 ）による低粘度形又は中粘度形

・　軟質形エポキシ樹脂

建築補修用注入エポキシ樹脂(JIS A 6024)による低粘度形又は中粘度形

建築補修用注入エポキシ樹脂(JIS A 6024)による高粘度形

タイル張替え８

工法用材料

内装

※　評価名簿による既製調合モルタル

・　一体成型品（　　　　　　　　　）

製造所

・　タイルの見本焼き（適用箇所：　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

※　接着成型品（　　　　　　　　　　）

・　タイルの試験張り（適用箇所：　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

出隅　　天端

外装

役物の使用箇所

製造所 ※　評価名簿による

製造所吸水調整材

・　ポリマーセメントスラリー　

※　注入用エポキシ樹脂

※　評価名簿による

建築補修用注入エポキシ樹脂(JIS A 6024)による中粘度形又は高粘度形

製造所・　エポキシ樹脂

※　評価名簿による※　ポリマーセメントモルタル 製造所

※　評価名簿による

接着剤

(mm)

形状寸法 役物 色 耐凍害性吸水率による区分 うわぐすり

タイルの形状、寸法等

Ⅰ類 あり特注標準なしありⅢ類Ⅱ類

・

・

・ ・

・

・

・

・

・ ・

・

・ ・

・

・

・

・

・ ・

・

・

・

・

・

※

※

※ ・

・

・ ・

・

・

※　再生資源の利用(グリーン購入による)

・　再生材利用タイル（施工箇所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

施工箇所
なし施ゆう 無ゆう

目地改修工法用材料 既製調合モルタル 製造所 ※　評価名簿による９

 備考

塗り仕上げ用材料１０ ・　薄付け仕上塗材 表4.2.4

種類 仕上げの形状 工法

・　外装薄塗材Ｅ ・　砂壁状 ・　着色骨材砂壁状 吹付け

・　外装薄塗材Ｓ ・　砂壁状 吹付け

・

表4.2.4・　厚付け仕上塗材

工法 上塗材種類 仕上げの形状

スタッコ状 ・　吹放し 吹付け ・　行う

・　外装厚塗材Ｃ ・　凸部処理 ・　行わない

・　外装厚塗材Ｅ ・　行う・　ひき起し こて塗り

・　 ・　行わない・　凸部処理

表4.2.4～5・　複層仕上塗材

上塗材 （耐候性　耐候形3種）種類 工法仕上げの形状

※　アクリル系・　ゆず肌状 ローラー ※　水系 ※　つやあり・　複層塗材Ｓｉ

・　水系 ・　ｱｸﾘﾙ系 ・　つやあり・防水形複層塗材Ｅ

・　複層塗材ＲＥ ・　ｼﾘｶ系・　凸部処理 吹付け ・　つやなし・　溶剤系

・　ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ系・　弱溶剤系 ・　ﾒﾀﾘｯｸ・　凹凸模様・　複層塗材ＲＳ

・　ｱｸﾘﾙｼﾘｺﾝ系・　凸部処理 吹付け・　複層塗材ＣＥ

・　ﾌｯ素系・ ・　凹凸模様

・ 

上塗り材の塗付量 ﾒﾀﾘｯｸ　0.4kg/m2以上 ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ系、ｱｸﾘﾙｼﾘｺﾝ系、フッ素系　0.25kg/m2以上

・　軽量骨材仕上塗材 《表15.5.1》

種類 仕上げの形状 工法

・　吹付用軽量塗材 砂壁状　 吹付け　

・　こて塗用軽量塗材 平たん状 こて塗り

・

・　その他使用材料

種類 使用材料 備考

・　マスチック塗材 ※　監督職員の承諾するもの

※　監督職員の承諾するもの・　アルカリ性付与剤

※　監督職員の承諾するもの・　鉄筋防錆剤

※　監督職員の承諾するもの・　含浸剤

１７

－

外
壁
改
修
工
事（

塗
り
仕
上
げ
外
壁）

・　水洗い工法・　塗膜はく離剤工法・　高圧水洗工法　・　サンダー工法　

既存塗膜の劣化部の除去及び下地の処理の工法既存塗膜等の除去

及び下地処理

(4.6.3)４

２

・　防水形仕上げ塗材主材・　ポリマーセメントモルタル※　下地調整塗材下地調整材料

工法及び塗布量はメーカー仕様とする

・　図示の範囲※　既存仕上面全体アルカリ性付与剤の塗布範囲

※　しない・　する・　アルカリ性付与剤の塗布

及び「７－３外壁改修工事（モルタル塗り仕上げ外壁）」による

※ 「７－２外壁改修工事（コンクリート打放し仕上げ外壁）」下地ひび割れ部等の補修

・　図示の範囲

仕上面全体

※　サンダー工法、高圧水洗工法及び塗膜はく離剤工法以外の既存水洗い工法の処理範囲

及び「７－３外壁改修工事（モルタル塗り仕上げ外壁）」による

※ 「７－２外壁改修工事（コンクリート打放し仕上げ外壁）」下地ひび割れ部等の補修

・　図示の範囲※　既存仕上面全体塗膜はく離剤工法の処理範囲

及び「７－３外壁改修工事（モルタル塗り仕上げ外壁）」による

※ 「７－２外壁改修工事（コンクリート打放し仕上げ外壁）」下地ひび割れ部等の補修

・　図示の範囲※　既存仕上面全体高圧水洗工法の処理範囲

及び「７－３外壁改修工事（モルタル塗り仕上げ外壁）」による

※ 「７－２外壁改修工事（コンクリート打放し仕上げ外壁）」下地ひび割れ部等の補修

・　図示の範囲※　既存仕上面全体サンダー工法の処理範囲

マスチック

塗材塗り

(4.6.6)

種別　　・　Ａ種　　　・　Ｂ種

表4.6.7マスチック塗材塗り

塗膜はく離剤　製造所（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

防火材料の指定箇所　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・　樹脂注入工法７ １ ひび割れ部改修工法

－

(4.1.4) (4.3.2) ※　自動式低圧エポキシ樹脂注入工法

(4.3.4～6) ・　手動式エポキシ樹脂注入工法２

・　機械式エポキシ樹脂注入工法

検査 ・　行う ※　行わない

補修方法（ポリマーセメントモルタル充填）

・　Ｕカットシール材充填工法

・　シーリング用材料を充填

・　行うポリマーセメントモルタル充填 ・　行わない

・　可とう性エポキシ樹脂を充填

・　シール工法

２ 欠損部改修工法 ※　充填工法

(4.1.4) (4.3.3) 充填材の種類 ※　ポリマーセメントモルタル ・　エポキシ樹脂モルタル

(4.3.7)

外
壁
改
修
工
事（

コ
ン
ク
リー

ト
打
放
し
仕
上
げ
外
壁）

７ １ ひび割れ部改修工法 ※　モルタルを撤去して改修

－

（4.1.4）（4.4.2） ・　樹脂注入工法（特記は「７－２コンクリート打放し仕上げ外壁」による）

３ （4.4.5～6） ・　Ｕカットシール材充填工法（特記は「７－２コンクリート打放し仕上げ外壁」による）

・　シール工法

撤去後の補修方法 ・　充填工法（面積0.25㎡以下） ・　モルタル塗替え工法

・　モルタルを撤去しないで改修

・　樹脂注入工法（特記は「７－２コンクリート打放し仕上げ外壁」による

・　Ｕカットシール材充填工法（特記は「７－２コンクリート打放し仕上げ外壁」による）

・　シール工法

２ 欠損部改修工法 ・　充填工法（欠損部の面積が0.25㎡/箇所程度以下の場合）

(4.1.4) (4.4.3) 充填材の種類 ※　ポリマーセメントモルタル ・　エポキシ樹脂モルタル

(4.4.8～9) ・　モルタル塗替え工法

※　ポリマーセメントモルタル

塗り厚が25㎜をこえる場合の措置は図示による

３ 浮き部改修工法

(4.1.4) (4.4.4)

(4.4.10～15)

）・　注入口付（・　アンカーピンニング全面ポリマーセメントスラリー注入工法

）・　注入口付（・　アンカーピンニング全面エポキシ樹脂注入工法

・　アンカーピンニング部分エポキシ樹脂注入工法 ）・　注入口付（

・　モルタルを撤去しないで改修

塗り厚が25㎜をこえる場合の措置は図示による

・　モルタル塗替え工法

・　充填工法（欠損部の面積が0.25㎡以下の場合）

・　モルタルを撤去して改修

１８

２

改修工法

見本の製作等

３

建
具
改
修
工
事

鋼製建具

(5.1.4)

４

(5.4.2～5)

標準型鋼製建具５
(5.4.6)
鋼製軽量建具６

７

８

(5.5.2～5)

建具
アルミニウム製

(5.2.2～5)

(5.1.5)

(5.1.3)

建具
(5.6.2～5）

ステンレス製

標準型鋼製軽量
建具
(5.5.6)

・　行う

※　かぶせ工法

・　製作する

（

・　Ａ種外部に面する建具の性能等級等 ・　Ｃ種

・　Ｔ－１ ・　Ｔ－２ ・　Ｔ－３防音ドアセット、防音サッシの遮音性の等級

（ ・　カバー工法 ・　持出工法 ）

）・　はつり工法 ・　引抜工法

建具見本の製作

特殊な建具の仮組みの実施

※　ステンレス製（SUS316）防虫網の材質

※　ステンレス製（SUS304）径1.5㎜ピッチ15㎜

・　ガラス繊維入り合成樹脂製 ・　合成樹脂製

網戸等

断熱ドアセット、断熱サッシの断熱性の等級 ・　Ｈ－２ ・　Ｈ－３・　Ｈ－１

耐震ドアセットの面内変形追従性の等級 ・　Ｄ－１ ・　Ｄ－２ ・　Ｄ－３

バリアフリー等による建具の性能等級等 ※　建具表による

※　製作しない

※　行わない

色 ・　標準色

製造所：評価名簿による

表面処理 外部 ※　Ｂ－１種

色調

・　特注色

屋内

・　Ｂ－２種

※　Ｃ－１種

・　ブロンズ ・　ステンカラー ・　ブラック（

簡易気密ドアセットの性能等級

外部に面する鋼製建具の耐風圧性

性能項目

性能等級

気密性

Ａ－３

水密性

Ｗ－１

・　Ｈ－３

・　Ｔ－１

断熱ドアセット、断熱サッシの断熱性の等級

・　Ｔ－３・　Ｔ－２

耐震ドアセットの面内変形追従性の等級

・　Ｈ－１

・　Ｄ－３

・　Ｈ－２

製造所：評価名簿による

防音ドアセット、防音サッシの遮音性の等級

・　Ｄ－２・　Ｄ－１

防火戸

・　Ｓ－４ ・　Ｓ－５ ・　Ｓ－６

寸法許容差 JIS A 4702（ドアセット）又はJIS A 4706（サッシ）による

製造所：評価名簿による

戸の鋼板 ・　ビニル被覆鋼板 ・　カラー鋼板※　表面亜鉛めっき鋼板

戸の鋼板 ※　ステンレス（SUS304） ・

扉の表面材

召合わせ、縦小口包み板、押縁 ・　アルミニウム押出形材※　鋼板 ・　ステンレス鋼板

※　鋼板

材質

・　ビニル被覆鋼板

区分

製造所：評価名簿による

戸の鋼板 ※　表面亜鉛めっき鋼板 ・　カラー鋼板・　ビニル被覆鋼板

簡易気密ドアセットの性能等級

外部に面する鋼製建具の耐風圧性

性能項目

性能等級

気密性

Ａ－３

水密性

Ｗ－１

・　Ｓ－４ ・　Ｓ－５ ・　Ｓ－６

枠類 ・　製作所仕様※　鋼板（くつずりはステンレス）

簡易気密ドアセットの気密性の等級 ※　Ａ－３ ・

外部に面する鋼製建具の耐風圧性 ・　Ｓ－４

防音ドアセット、防音サッシの遮音性の等級

断熱ドアセット、断熱サッシの断熱性の等級

耐震ドアセットの面内変形追従性の等級

・　Ｓ－５ ・　Ｓ－６

・　Ｔ－１ ・　Ｔ－２ ・　Ｔ－３

・　Ｈ－１ ・　Ｈ－２ ・　Ｈ－３

・　Ｄ－１ ・　Ｄ－２ ・　Ｄ－３

製造所：評価名簿による

防火戸

鋼板類

・　Ｔ－３・　Ｔ－１ ・　Ｔ－２防音ドアセット、防音サッシの遮音性の等級
・　Ｈ－１ ・　Ｈ－３・　Ｈ－２断熱ドアセット、断熱サッシの断熱性の等級

表5.2.1

）

表5.2.2

表5.2.1

表5.4.1

表5.5.1

表5.2.1

表5.2.1

表5.4.1

 煙感知器連動とする。防火戸の解錠機構は別途とする。扉にﾗｯﾁ受座用切込み開口補強を行う。

 煙感知器連動とする。防火戸の解錠機構は別途とする。扉にﾗｯﾁ受座用切込み開口補強を行う。

外
壁
改
修
工
事（

モ
ル
タ
ル
塗
り
仕
上
げ
外
壁）



防煙シャッターの連動制御盤及び煙感知器は本工事に含まない。

制御盤以降の２次側は本工事とする。

電動シャッター、自動扉の施工範囲は下記による。付属電気設備１８

・1級・特級 ・2級 ・ 1 ・ 2

・　図示による・　以下の表による

・

・

・

・　構造用単板積層材

曲げ性能
性能

水平せん断
樹種名使用環境区分

間伐材等の

適用
寸法(mm)施工箇所

※　改修標仕の6.5.2(2)(ⅲ)による

表6.5.3

※2種・ 1種 ・ 1 ・ 2・ 3種 ・

・

・

・　図示による・　以下の表による・　構造用集成材

寸法(mm)樹種名使用環境材面の品質強度等級施工箇所
間伐材等の

適用

表6.5.2

・　Ｂ種※　Ａ種造作材

・　Ｂ種※　Ａ種下地材

・　Ｂ種※　Ａ種構造材工事現場搬入時の木材の含水率

構造材及び下地材の品質の基準

造作材の材面の品質の基準 ・　Ｂ種※　Ａ種

・※　図示による適用箇所保存処理木材　

改修後の床の清掃範囲 ・　図示・　改修部の端部より１ｍ程度

・　しない・　する（図示）

・　目荒工法・　機械的除去工法

・　図示※　既存のまま

・　天井の撤去に伴う取り合い部の壁面の改修

・　図示※　壁面より両側６００㎜程度とし、既存に準じた仕上げとする

・　天井内の既存壁の撤去に伴う当該壁の取り合う天井の改修範囲

・　図示※　壁厚程度とし、既存に準じた仕上げとする

・　既存壁の撤去に伴う当該壁の取り合う天井、壁面及び床の改修範囲

合成樹脂塗床材の除去

ビニル床シートの下地モルタルの浮き、欠損部等による撤去

材料

(6.5.2)

(6.2.2)

(6.1.3)

既存床仕上げ材の

除去等

他の部位との

取り合い等

３

９

２

１

・ 2等※ 1等

・　図示による・　以下の表による・　造作用集成材

・

・

・

見付け材面の品質
間伐材等の

適用
寸法(mm)樹種名施工箇所

・ 2等※ 1等

・　以下の表による・　化粧ばり造作用集成材

・

・

・

樹種名
寸法(mm)

厚さ(mm）

化粧薄板の

樹種名

化粧薄板の
見付け材面の品質

心材の 間伐材等の

適用
施工箇所

・ しない

・ する

・1等（ ・2等 ）・3等・ 加工しない

・ 塗装加工

・　図示による・　以下の表による・　単板積層材

・

・

表面の品質 防虫処理
間伐材等の

適用
寸法(mm)施工箇所

施設管理課長 係長 主任 担当者 A3版出力時50％縮小

国立青少年教育振興機構　国立大洲青少年交流の家　

本館外壁落下防止等改修工事
令和４年６月

登録番号 番号 工事名  図面名 縮尺
〒733-0002建築士事務所
広島県広島市西区楠木町3-10-13　ｱﾄﾞｳｨﾝﾋﾞﾙ4Fサクシード

FAX 082-207-4566TEL 082-230-2820 日付

本山　隆造　　１級建築士登録　第85488号一級建築士事務所　広島県知事登録　20(1)第5440号

特記仕様書（4） 特－４

８

７

６

１１

１０

９

１２

ビニル床タイル

ビニル床シート、

及びゴム床タイル

(6.8.2～3)

合成樹脂塗床

(6.10.2～3)

カーペット敷き

(6.9.2～4)

合板張り

せっこうボード、

その他ボード及び

(6.13.2)

畳敷き

(6.12.2)

フローリング張り

(6.11.2)

壁紙張り

(6.14.2～3)

・　樹脂モルタル仕上げ

・　薄膜流し展べ仕上げ

※　平滑仕上げ ・　防滑仕上げ ・ つや消し仕上げ仕上げの種類

仕上げの種類 ・　厚膜流し展べ仕上げ

・　防滑仕上げ

・　監督職員の承諾する工法・　タイルカーペット

※　第一種

・　第二種

※　ﾙｰﾌﾟﾊﾟｲﾙ

・　ｶｯﾄﾊﾟｲﾙ

※　500角

・

※　6.5

・

パイル形状 寸法(mm) 総厚さ(mm)種別 帯電防止加工 工法

加工品敷き

・　のり付

・　全面接着・　帯電圧(JIS L 1021-61)

3kv以下

・　適用なし

・　ビニル床シート

工法記号

・　再生資源の利用(グリーン購入による)

ビニル系床材

種類

※　発泡層のないもの

・・

色柄

※　無地

・

厚さ(mm)

・　突付け

※　熱溶接

種類

・　特殊機能床材（帯電防止）

記号 厚さ(mm)

帯電防止性能評価値(JISA1455)

１．２以上～３．２未満又は

体積電気抵抗値(JISA1454)

１×１０ ～１０ Ω程度
７ １０

※　2.0

・　特殊機能床材（帯電防止以外）

種類

・　合成ゴム

※　合成ゴム

※　塩ビ

材料

※　300×300

※　400×400

寸法(mm)厚さ(㎜)

※　2.0

・　帯電防止床シート

・　帯電防止床タイル

・　誘導用床材、注意換気用床材

 （表面形状JIS T9251）

・　ゴム床タイル

　

色柄 厚さ(㎜) 製造所

　

厚さ(㎜) 

高さ(mm)

材質 ・　硬質

モルタル下地、木造下地以外の下地の工法 ※　モルタル下地、木造下地に準じた工法

※　60 ・　70 ・　100

表6.10.3

表6.10.4～7

・　ビニル床タイル

記号 厚さ(mm) 色柄

・　プレーン

・　特殊柄

※　マーブル　

種類

・　コンポジション

※　2.0

※　ＦＳ

・　・　・　・　発泡層のあるもの

・　複層ビニル床タイル ＦＴ

ＦＯＡ

※　2.0

※　4.0以上・　置敷きビニル床タイル

ＫＴ

備考

ＦＳ

ＦＯＡ ※　4.0以上

（置敷きビニル床タイル）

・

天井及び壁に使用する材料は、建築基準法に基づく防火材料の指定又は認定を受けたもの

※　グリーン購入による

・　再生木質ボード

・　合板

（ ・　パーティクルボード ・　繊維板 ・　木質系セメント板 ）

・　Ａ種種別 表6.12.1・　Ｂ種 ・　Ｄ種

Ｄ種の場合の畳床記号 ・　KT－Ⅰ ・　KT－Ⅱ ・　KT－K ・　KT-N

モザイクパーケットの厚さ：

緩衝材 ※　合成樹脂発泡シート

※　ウレタン樹脂ワニス塗り塗装

・

・　単層フローリング

・　複合フローリング

・　生地のままワックス塗り

種別

工法

種別 ・　フローリングボード

・　乾式工法

・　フローリングブロック ・　モザイクパーケット

（ ・　釘どめ工法 ・　接着工法 ）

表層

工法

接着工法

・　乾式工法（ ・　釘留め工法（ ・　Ａ種 ・　Ｂ種 ・　Ｃ種 ）・　接着工法 ）

・

・　第１種フローリング

・　湿式工法

・　第２種フローリング ・　第３種フローリング

※　なら樹種

釘どめ工法の場合 防湿処理 ※　しない ・　する

・

・　オイルステイン塗りのうえワックス塗り

大きさ：

・　薄膜型塗床材

建築基準法に基づく防火材料の指定又は認定を受けたもの

※　ＲＢ種

※　ＲＢ種

施工箇所 防火性能の級別品質（製造所）

モルタル及びプラスター面の下地調整

石こうボードの下地調整

・　ＲＡ種 ・　ＲＣ種

・　ＲＡ種 ・　ＲＣ種

※　Ｃ種

※　KT－Ⅲ

・　厚膜型塗床材(弾性ウレタン樹脂系塗床材)

・　厚膜型塗床材(エポキシ樹脂塗床材)

※　1.5以上

・　軟質

・　ビニル幅木

・　薄膜型塗床材

※　2.0

・

既存の埋込みインサート

・　行う

・　使用する

・　行わない

・　使用しない

あと施工アンカーの引抜き試験(6.6.4)

軽量鉄骨天井下地５

４ 防腐・防蟻処理

(6.5.5)

防腐処理 ・　行う

・　行う （施工箇所 ※　図示 ・ ）防蟻処理

防腐・防蟻処理の方法

諾するものとする。

防腐・防蟻処理の種類、品質

表面処理用木材保存（防腐・防蟻処理）剤はクロルピリホスを含有しない薬剤とし、監督職員の承

工場における加圧式とし、十分に乾燥を行う。ただし、現場における加工が生じた場合には、

加工した箇所に対し、現場にて木材保存剤を塗布することとする。

ガラス留め材１６

ガラスブロック１７

(5.13.2)

(5.13.5) 厚さ(mm)

製造所:JIS A5212によるもの又は評価名簿によるもの

寸法(mm) 表面形状

※　シーリング材　　　　

※　シーリング材　　　　

建具の種類

アルミニウム製

木製

ステンレス製 ※　シーリング材　　　　

材種

防火戸のガラス留め材は、建築基準法に基づく防火性能の認定を受けた条件による。

上記建具のFIXの場合 ※　シーリング材

建築基準法に基づき定まる風圧力に対応した工法を施工計画書として提出する。

鋼製及び鋼製軽量

※　シーリング材

表3.7.1

（※　グレイジングチャンネル形）・　ガスケット

・

・

・　以下の表による ・　図示による・　倍強度ガラス

材料板ガラスによる種類の名称 性能

・　グレー ・　ブルー ・　ブロンズ ・

・　ロート倍強度ガラス

・　熱線吸収倍強度ガラス

・　以下の表による ・　図示による

・ ﾌﾞﾙｰ

・ ﾌﾞﾛﾝｽﾞ ・ ｼﾙﾊﾞｰ

・ ｸﾞﾚｰ ・　１種

・　２類

・　３類

日射遮へい性色調

・　Ａ種

・　Ｂ種

耐久性 ガラスの種類

反射皮膜面 ・　行う映像調整・　外面

品種

・　熱線反射ガラス

・　熱線反射ガラス

・　内面 ・　行わない

・　高性能熱線反射ガラス

・　以下の表による ・　図示による・　複層ガラス

・　日射熱遮へい複層ガラス

Ｕ１

Ｕ２・　２種

・　３種

・　４種

・　５種

・　１種

断熱性 日射遮へい性

Ｅ４

Ｅ５

・　Ｕ－３－１

品類

・　断熱複層ガラス

・　Ｕ－３－２

内
装
改
修
工
事

性能

・　Ⅰ類

・　以下の表による ・　図示による・　強化ガラス

材料板ガラスによる種類 種類

・　型板ガラス

・　熱線吸収強化ガラス

・　Ⅲ類・　フロート強化ガラス

・　型板強化ガラス

・　フロートガラス

ガラス１５ 改修標仕の規定による材料または評価名簿による材料とする。

・　合わせガラス

品種 構成種類 性能

・　Ⅰ類

・　Ⅲ類

・　以下の表による ・　図示による

・　Ⅱ-1類

・　熱線吸収、フロート板合わせガラス

・　フロート合わせガラス

・　網入り磨き、熱線吸収板合わせガラス

・　網入り磨き、フロート板合わせガラス

・　フロート板合わせガラス

・　網入磨き合わせガラス

(5.13.2)

・　Ⅱ-2類

・　500 ・　750 ・　1000 ・　1250

は別途とする。

防火又は、防煙シャッターは、自動閉鎖装置及び随時閉鎖装置付とし、連動制御盤及び煙感知器

・　図示による

開閉形式

スラットの材質

軽量シャッター

耐風圧強度

・　バーチカル形・　ハイリフト形

・　ステンレス製（SUS304）※　溶融亜鉛めっき鋼板ガイドレールの材質

製作所：評価名簿による

※　バランス式 ・　チェーン式

・　ファイバーグラスタイプ

※　ステンレス製既製品

・　電動式

セクション材料による区分

耐風圧性能(Pa)

座板（屋外の場合）

・　ローヘッド形

ガイドレールの材質

・　スタンダード形

収納形式による区分

・　アルミニウムタイプ

スラットの形状

オーバーヘッドドア

製作所：評価名簿による

開閉形式による区分

製作所：評価名簿による

※　上部電動式（手動併用）

・　外壁用防火種類重量シャッター ・　一般 ・　屋内用防火 ・　屋内用防煙

耐風圧強度 ・　図示による

危害防止装置

シャッターケース（防火、防煙以外）　　※設ける　　・設けない

開閉機能による種類

 「改修標仕」5.9.2(d)(4)による

※　手動式 ・　上部電動式（手動併用）

・

・　上部手動式

・

シャッターケース　　　※　設ける ・　設けない

・

※　スチールタイプ

※　ステンレス製（SUS304）　(中柱共)

１２

１３

１４

・　オーバーラッピング形・　インターロッキング形

又は塗装溶融55%アルミニウム－亜鉛合金めっき鋼板（JIS G 3322）

・　塗装溶融亜鉛めっき鋼板（JIS G 3312）

(5.11.2～4)

(5.10.2～5)

(5.12.2～5)

表5.10.1

表5.11.2

表5.12.1

表5.11.1

※　光線（反射）自動ドア開閉装置 センサの種類　

・　設けない

・　製作しない

建具用金物

モノロック、本締り付モノロック、シリンダー箱錠、シリンダー本締り錠

・　製作する（　　　　組）

製造所：評価名簿による

マスターキー

鍵箱 ・　設ける　（　　　　個用　　組）

・　既存に組込む

・　無目

・※　手動開き式

製造所：評価名簿による

自閉式上吊り引戸

開閉装置の製作所：評価名簿による

・　床面 ・　壁面

開閉方式

装置

※　天井面取付位置

・　光電

・　押しボタン

・　マット

・　電波

・　多機能便所

・　熱線

・　タッチ

・　音波

・　ペダル

９

１０

１１

(5.7.3)

(5.7.4)

(5.8.3)

表5.8.3

表5.9.1

(5.9.3)

1

・※　ＨＬ仕上げ表面仕上げ

曲げ加工 ※　普通曲げ

製造所：評価名簿による

・　角出し曲げ（・　a角　・　b角　・　c角　）

ステンレスの鋼板（屋内） ・　SUS430J1L※　SUS304 ・　SUS430

ステンレスの鋼板（屋外） ※　SUS304 ・　SUS430J1L

・　Ｄ－２ ・　Ｄ－３・　Ｄ－１耐震ドアセットの面内変形追従性の等級



６ 仕上げ塗料塗り

(7章4節～15節)

１１

新規塗替え

工程

※ Ｂ種

※ Ｂ種

・

※ Ａ種

・

※ Ｂ種　(多孔質広葉樹を除く)

・ ・

※ Ｂ種 ・ ・ Ａ種 ※ Ｂ種

※ Ｂ種

※ Ｂ種※ Ａ種 ・

・ ・

・

※ Ｂ種

・ クリヤラッカー塗り(ＣＬ)

・ 合成樹脂調合ペイント塗り

(ＳＯＰ)

木部(外部)

木部(内部)

鉄鋼面

亜鉛めっき鋼面

鋼製建具

木部

合成樹脂調合ペイント塗りの塗料の種類 ※　１種 ・ 表7.4.1～7.15.1

塗装の種類 塗装面

※ Ｂ種・ Ａ種 ※ Ｂ種・ Ａ種

※ Ｂ種

※ Ｂ種

※ Ｂ種

※ Ｂ種

※ Ｂ種

・ Ａ種 ・ Ｂ種

・ Ａ種

・ Ａ種

・ Ａ種

・ Ａ種

・ Ａ種

・ Ｂ種

・ Ｂ種

・ Ｂ種

・ Ｂ種

・ Ｂ種

・

・

・

・

・

・

屋内鉄鋼面

屋内亜鉛めっき面

モルタル面

プラスター面

せっこうボード面

・

・ フタル酸樹脂エナメル塗り(ＦＥ) 表7.6.1による

表7.6.2による

表7.6.2による

・ アクリル樹脂系非水分散形塗料

 (ＮＡＤ)

※ Ｂ種 ・

・ 耐候性塗料塗り(ＤＰ) ※ Ａ種・ Ａ種

・ ２級

・ １級

・ ３級

※ Ａ種

・ １級

・ ２級

・ ３級

・ Ａ種 ・ Ｂ種

・ Ｃ種

・ Ｂ種

・ Ｃ種

・ つや有合成樹脂エマルション

ペイント塗り(ＥＰ－Ｇ)

※ Ｂ種 ※ Ａ種

押出成形

セメント板面

屋内木部

コンクリート面

亜鉛めっき鋼面

上塗り

鉄鋼面

上塗り

屋内のﾓﾙﾀﾙ面

屋内のｺﾝｸﾘｰﾄ面

亜鉛めっき鋼面

鉄鋼面

屋内木部

・ 合成樹脂エマルション

　(多孔質広葉樹を除く)

せっこうボード面

プラスター面

モルタル面

コンクリート面

塗装面

ペイント塗り(ＥＰ)

※ Ｂ種

※ Ｂ種

※ Ｂ種

※ Ｂ種

※ Ｂ種

※ Ｂ種

・

・

・

・

・

・ Ａ種

・ Ａ種

・ Ａ種

・ Ａ種

・ Ａ種

・ Ｂ種

・ Ｂ種

・ Ｂ種

・ Ｂ種

・ Ｂ種

・ 合成樹脂エマルション

模様塗料塗り(ＥＰ－Ｔ)

屋内コンクリート面

モルタル面

プラスター面

※ Ｂ種

せっこうボード面

※ Ｂ種

※ Ｂ種

※ Ｂ種

・

・

・

・

・ Ａ種

・ Ａ種

・ Ａ種

・ Ａ種

・ Ｂ種

・ Ｂ種

・ Ｂ種

・ Ｂ種

木部 ※ Ｂ種・ Ａ種 ・ Ａ種 ※ Ｂ種

・ Ａ－１種

・ Ｂ－１種

・ Ｃ－１種

・ Ａ－２種

・ Ｂ－２種

・ Ｃ－２種

・ Ａ－１種

・ Ｂ－１種

・ Ｃ－１種

・ Ａ－２種

・ Ｂ－２種

・ Ｃ－２種

・ 木材保護塗料塗り(ＷＰ)

・ オイルステイン塗り(ＯＳ)

木部

木部

・ Ａ種 ※ Ｂ種 ・ Ａ種 ※ Ｂ種

・ ウレタン樹脂ワニス塗り(ＵＣ)

・ラッカーエナメル塗り(ＬＥ) ・Ａ種　※Ｂ種 ・Ａ種　※Ｂ種木部

コンクリート面等

１２ １ 一 般 事 項

施工調査　　　 (　※　有　　　　・　無し　)

・　行う　　　・　行わない

(9.1.1)

アスベスト含有

吹付け材の除去

アスベスト

部位

パーライト吹付け

吹付け石綿

対象となるアスベスト材料

吹付けひる石

発泡けい酸ソーダ吹付け石綿

材料名

(9.1.3)
吹付け

２

専門工事業者 「吹付けアスベスト粉じん飛散防止処理技術」の審査証明による技術を有すること。

石綿障害予防規則を遵守し施工を行う。

作業管理者　　　　石綿作業主任者　又は　特定化学物質等作業主任者

除去したアスベスト含有吹付け材等の処分

・　埋立処分（管理型最終処分場）　　・　中間処理（溶融施設）

アスベスト粉じん濃度測定(JIS K 3850-1)

施設管理課長 係長 主任 担当者 A3版出力時50％縮小

国立青少年教育振興機構　国立大洲青少年交流の家　

本館外壁落下防止等改修工事
令和４年６月

登録番号 番号 工事名  図面名 縮尺
〒733-0002建築士事務所
広島県広島市西区楠木町3-10-13　ｱﾄﾞｳｨﾝﾋﾞﾙ4Fサクシード

FAX 082-207-4566TEL 082-230-2820 日付

本山　隆造　　１級建築士登録　第85488号一級建築士事務所　広島県知事登録　20(1)第5440号

特記仕様書（5） 特－５

アスベスト含有

保温材等の除去

(9.1.4)

３

アスベスト含有

成形板の除去

(9.1.5)

５

４

１５

６

長尺金属板葺

 《13.2.2～3》

１１３

そ
の
他

フロア

フリーアクセス

 《20.2.2》

１１４

折板葺

《13.3.2》

２

石綿障害予防規則を遵守し施工を行う。

作業管理者　　　　石綿作業主任者　又は　特定化学物質等作業主任者

石綿障害予防規則を遵守し施工を行う。

作業管理者　　　　石綿作業主任者　又は　特定化学物質等作業主任者

（ ・　せっこうボード ・　ビニル床タイル ・ ）対象建築材料

※　再生資源の利用（グリーン購入による）

除去したアスベスト含有成形板の処分

・　石綿含有せっこうボード

※　埋立処分（管理型最終処分場）

・　石綿含有せっこうボードを除くアスベスト含有成形板

・　埋立処分　　・中間処理（溶融施設）

難燃性を有するものとする。

断熱材の種類

断熱補修材

オゾン層を破壊する物質を使用しないこと。

・　硬質ウレタンフォーム　保温板１種２号

※　吹付け硬質ウレタンフォーム断熱材JIS　A9526

厚さ　※２５mm ・

オゾン層を破壊する物質を使用しないこと。

※　押出法ポリスチレンフォーム保温板２種ｂ

厚さ　２５mm

・　断熱材と同材

厚さ　　　　mm

※　吹付け硬質ウレタンフォーム断熱材JIS　A9526 厚さ　２５mm断熱材の種類

※　A種1　　・　

オゾン層を破壊する物質を使用しないこと。

製造所：評価名簿による

・　ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞ940 (22kg) 下地張り

・　指定のない付属材料は、専門工事業者の仕様で監督員の承認を受けたものとする。

・　0.3 ・　0.35

谷部 ・　0.3 ※　0.4

屋根葺き形式

・　塗装溶融亜鉛（5％アルミニウム合金めっき鋼板及び鋼帯（屋根用）（CZACCR-20））

・　断熱材張り

種別 厚さ（㎜） 防火性能

ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ 4.0

長尺金属板の種類 《表13.2.1》

※　塗装溶融55％アルミニウム（亜鉛合金めっき鋼板及び鋼帯（屋根用））(CGLCCR-20-AZ150)

・　塗装溶融亜鉛めっき鋼鈑及び鋼帯（屋根用）（CGCCR-20-Z25）

・　ポリ塩化ビニル被覆金属板（Ａ種、ＳＧ）

・

長尺金属板の厚さ(mm)

一般部

・　心木なし瓦棒葺 ・　立平葺

※　0.4 ・　0.5

・　0.5

・　横葺 ・　あり掛葺

保温材

アスベスト

（比重0.5以下の石綿含有保温材）

石綿保温材

石綿が飛散するおそれのある保温材

パーライト保温材

けいそう土保温材

人の接触、気流及び振動等で

対象となるアスベスト材料 部位 材料名

・　パネル工法

・　5000N

・　1.0G

施工箇所

・　溝工法・　パネル工法

・

・・高さ（mm）

・　0.6G

・

・　溝工法

・

・　1.0G

・　5000N

工法

耐荷重性能

耐震性能 ・　0.6G

・構成材

）

床表面仕上げ材の材質

（ ※　第一種 ・　第二種 ） （ ※　第一種 ・　第二種

・　タイルカーペット ・　タイルカーペット

建築基準法に基づき定まる風圧力及び積雪荷重に対応した工法を施工計画として提出する。

・　塗装溶融亜鉛（5％アルミニウム合金めっき鋼板及び鋼帯（屋根用）（CZACCR-20））

・　ポリ塩化ビニル被覆金属板（ＳＧ、Ａ種）

・　塗装溶融亜鉛めっき鋼鈑及び鋼帯（屋根用）（CGCCR-20-Z25）

形式　　　※ 重ね形、はぜ締め形又はかん合形　　　山高　　　mm程度　　　山ピッチ　　　mm程度

・　２種 ・　３種耐力

厚さ（㎜）　　　 ・ 0.6　　　・ 0.8　　　・ 1.0　　　・ 1.2　　　・　　　　

材料

《表13.2.1》

・　１種 ・　４種 ・　５種

）

・　

板厚さ（㎜） ・

厚さ（㎜）

建築基準法に基づき定まる風圧力及び積雪荷重に対応した工法を施工計画として提出する。

・・　軒先フレーム

・　軒先面戸

指定のない付属材料は、折板製造所の指定する製品とする。

・　断熱張り　　

種別 厚さ(㎜) 防火性能

・　3000N ・　3000N

※　塗装溶融55％アルミニウム(亜鉛合金めっき鋼板及び鋼帯(屋根用))　（CGLCCR-20-AZ150）

断熱材の原材料

断熱材打込み工法

(9.5.2)

発泡工法
(9.5.3)

断熱材現場

５

４ 素地ごしらえ

《18.2.3》

(7.3.2～3)

錆止め塗料塗り

(7.2.2～7)

(7.2.1)

(7.1.3)

材料

既存塗膜の除去

下地調整３

２

１１０

塗
装
改
修
工
事

新規見え隠れ

鉄鋼面 新規ＤＰ塗り ※　Ｂ種

ＤＰ塗りを除く

《表18.2.2》

新規見え隠れ

新規

新規

新規見え掛り

新規見え掛り

鉄鋼面

鉄鋼面及び亜鉛めっき鋼面の錆止め塗料の塗布量　表7.3.1及び表7.3.2による。

表7.3.1～4

・ Ｂ種・ Ａ種

※ Ｃ種

・ Ｂ種※ Ａ種

※ Ｃ種

工程塗料

※ Ｃ種

※ Ａ種

※ Ａ種

塗替え

塗替え

屋内(EP-G)

屋外

屋内(EP-G以外)

鋼面

亜鉛めっき

塗装面

※ Ｂ種

※ Ａ種

※ Ｃ種

※ Ｂ種

※ Ａ種

※ Ｃ種

工程

※ Ｂ種

※ Ａ種　１種

※ Ａ種　１種

※ Ａ種　１種

塗料塗装面

塗替え

塗替え屋内(EP-G以外)

屋外

屋内(EP-G)

表7.2.7）・ ＲＢ種・ ＲＡ種（）・※ ＲＢ種（・　石こうﾎﾞｰﾄﾞ､及びその他ﾎﾞｰﾄﾞ面

・※　監督職員の承諾する工法

※　「７－２外壁改修工事（ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し仕上げ外壁）」による

内壁

外壁ひび割れ部の補修

表7.2.6）・ ＲＡ種 ※ ＲＢ種（）・※ ＲＢ種（

（ ※ ＲＢ種 ・ ）（ ・ ＲＡ種 ※ ＲＢ種

（

（

（

※ ＲＢ種

※ ＲＢ種

※ ＲＢ種

・

・

・ ）

）

）（

（

（ ※ ＲＡ種

※ ＲＣ種

・ ＲＡ種 ※ ＲＢ種

・

・

※　「７－３外壁改修工事（ﾓﾙﾀﾙ塗り仕上げ外壁）」による

・　ｺﾝｸﾘｰﾄ面､押出成型ｾﾒﾝﾄ板面

表7.2.5）

・

・　ｺﾝｸﾘｰﾄ面､ALCﾊﾟﾈﾙ面

・　ﾓﾙﾀﾙ面､ﾌﾟﾗｽﾀｰ面

※　監督職員の承諾する工法内壁

外壁ひび割れ部の補修

表7.2.4）

・　亜鉛めっき面

）

）

・　亜鉛めっき面(鋼製建具) 表7.2.3

表7.2.3

屋内の壁及び天井の塗装仕上げは建築基準法に基づき指定又は認定を受けたものとする。

（ ※ ＲＢ種 ・ ）（ ※ ＲＡ種 ・

※ ＲＢ種（ ※ ＲＢ種 ）（

・

・・

（ ※ ＲＢ種 ・ ）（ ※ ＲＡ種

・　鉄鋼面 ）

）

）

新規塗替え

表7.2.1

透明塗料塗り

不透明塗料塗り・　木部

・※　塗替え面積の３０％

塗替え種別がＲＢ種の場合の既存塗膜の除去範囲

表7.2.2

防火材料

2(6.16. ～5)

タイル張り１３

施工箇所
(mm)

形状寸法

Ⅰ類

吸水率による区分

Ⅲ類Ⅱ類 施ゆう

役物

あり なし

色

標準 特注 あり なし

備考耐凍害性

・

無ゆう

うわぐすり

・接着剤による陶磁器質タイル張り

タイルの形状、寸法等

表6.16.4

防滑性

・セメントモルタルによる陶磁器質タイル張り

※　再生資源の利用（グリーン購入による）

役物使用箇所

・　再生材利用タイル（施工箇所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

内装

外装

・　行う

・　行わないタイルの試験張り ・　行う （適用箇所：

）

）

適用箇所：（・　行わないタイルの見本焼き

内装壁タイル接着材張りに使用する有機質接着剤のホルムアルデヒド放散量

  ※規制対象外　・ 

※　行わない

※　行わない

・

・

・

・

・

・

備考

あり なし

・

・

・

・

・

・※

※

※・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・・

・・

・

・

タイルの形状、寸法等

無ゆう施ゆう
施工箇所

）

）

適用箇所：

適用箇所：

・　行う （

（・　行う

タイルの見本焼き

タイルの試験張り

外装

内装

役物使用箇所

※　再生資源の利用（グリーン購入による）

・　再生材利用タイル（施工箇所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・

・

・

・

・

・

耐凍害性

なしあり

※

※

※

特注

色

標準

役物

・

・

・

・

・

・

なしあり

うわぐすり

・

・

・

・

・

・

Ⅲ類

・

・

・

Ⅰ類 Ⅱ類

吸水率による区分

・

・

・・

・・

・

・ ・

(mm)

形状寸法

・　壁タイル接着剤張り・　改良積上げ張り内装タイル施　工

材料製造所 ※　評価名簿による

・※　図示による伸縮調整目地の位置

・・



日付

登録番号 番号縮尺

令和４年６月
一級建築士事務所　広島県知事登録　20(1)第5440号

サクシード
建築士事務所

１級建築士登録　第85488号

TEL 082-230-2820 FAX 082-207-4566

広島県広島市西区楠木町3-10-13　ｱﾄﾞｳｨﾝﾋﾞﾙ4F

〒733-0002

本山　隆造　　

A3版出力時50％縮小

1/600

愛媛県大洲市北只1086

「大洲青少年交流の家」の住所を追記して記載

※国土地理院の電子地形図(ﾀｲﾙ)に方位及び赤線、文字で

武道館

渡り廊下
渡り廊下

渡り廊下

車庫棟

広　場

階段室

体育館

全体配置図　S=1/600

案内図　(NO SCALE)

西階段室

東階段室

本館棟 平面図　S=1/600

施設管理課長 係長  図面名

国立青少年教育振興機構　国立大洲青少年交流の家　

本館外壁落下防止等改修工事

 工事名担当者主任

本館管理棟 本館メインホール 本館食堂棟

Ｄ１階平面図

Ｕ１階平面図

Ｕ２階平面図

Ｕ３階平面図

本館棟改修

車庫棟改修
通路棟改修

ポンプ室

通
路
棟

宿泊棟 宿泊棟

車庫棟

本館管理棟 本館メインホール 本館食堂棟

本館管理棟 本館メインホール 本館食堂棟

本館管理棟 本館メインホール 本館食堂棟

本館メインホール 本館食堂棟

Ａ－１案内図・全体配置図・本館棟 平面図

音楽棟

音楽棟



日付

登録番号 番号縮尺

令和４年６月

体育館

ポンプ室 階段室

渡り廊下

渡り廊下

渡り廊下

渡り廊下

５４，０００ ６，０００ １２，０００ ６，０００ ５４，０００

１
,６

０
０

９
,４

０
０

７
，

７
７

５
２

０
,０

０
０

５
２

，
０

０
０

６
,０

０
０

３
,０

０
０

１
０

，
０

０
０

１
,０

０
０

武道館

１２,０００ １６,０００ ３２,０００ ４,０００ １２,０００ ４,０００ ３２,０００ １２,０００ １８,０００

１４２,０００

１３２，０００

屋上防水改修工事

西階段室

東階段室

屋上防水改修工事

Ａ－２

改修工事内容を示す文字

一級建築士事務所　広島県知事登録　20(1)第5440号

サクシード
建築士事務所

１級建築士登録　第85488号

TEL 082-230-2820 FAX 082-207-4566

広島県広島市西区楠木町3-10-13　ｱﾄﾞｳｨﾝﾋﾞﾙ4F

〒733-0002

本山　隆造　　

A3版出力時50％縮小

1/300

施設管理課長 係長  図面名

国立青少年教育振興機構　国立大洲青少年交流の家　

本館外壁落下防止等改修工事

 工事名担当者主任

　屋上防水改修範囲（※別紙補修箇所のみ）を示す

外　部　改　修　範　囲

１ ４ ７ １５ １６ １９ ２０ ２８ ３１ ３４

Ｊ

Ｈ

Ｇ

Ｄ

Ｂ
Ａ

Ｂ

Ａ

Ｄ

１ １０ １１ １４ １５ ２４

　外壁仕上改修範囲を示す

広　場

通
路
棟

車庫棟

宿泊棟 宿泊棟

本館メインホール本館管理棟 本館食堂棟

外壁仕上改修工事

配置図

外壁仕上改修

音楽棟

建具廻りシーリング更新（東面のみ）



ひび割れ部分：シーリング材充填

発錆鉄筋部分：鉄筋部周辺はつりの上、鉄筋錆落し

の上、剥落防止工法（エラスメッシュＴ工法　ＨＢ仕様同等品以上）

－

軒 天

軒 天

軒 天

－

－

－

日付

登録番号 番号縮尺

令和４年６月
一級建築士事務所　広島県知事登録　20(1)第5440号

サクシード
建築士事務所

１級建築士登録　第85488号

TEL 082-230-2820 FAX 082-207-4566

広島県広島市西区楠木町3-10-13　ｱﾄﾞｳｨﾝﾋﾞﾙ4F

〒733-0002

本山　隆造　　

A3版出力時50％縮小施設管理課長 係長  図面名

国立青少年教育振興機構　国立大洲青少年交流の家　

本館外壁落下防止等改修工事

 工事名担当者主任

Ａ－３

ア ル ミ ニ ウ ム 製 建 具

特記事項

文字　　　　撤去を示す

既存シーリング

一　般　概　要

工　事　場　所 愛媛県大洲市北只１０８６

工　事　種　別

　① 外壁仕上改修（剥離・亀裂等補修を含む）

　② 防水改修　　（防水層の劣化部修繕・開口部シーリング更新）

　本館（5,167㎡）、渡り廊下（220㎡）

　鉄筋コンクリート造地上３階 地下１階建て

延　べ　面　積

構　　造

敷　地　面　積 　198,956㎡

工　事　箇　所　別　リ　ス　ト

番　号 工　事　概　要工　事　箇　所
（撤　去）工　事　概　要

ＶＴ

ＶＳ

ＶＨ

ＷＨ

ＰＢ

化粧ＰＢ

ビニル床タイル

ビニル巾木

木製巾木

石膏ボード

化粧石膏ボード

ケイ酸カルシウム板ビニル床シート（溶接工法） ＫＫ

化粧ＫＫ 化粧ケイ酸カルシウム板

ＳＰＢ シージング石膏ボード 吹付（Ｅ）

ＡＰ

ＦＥ

凡　例

ＬＧＳ

ＣＢ

鉄筋コンクリート

軽量鉄骨（壁・天井）下地

コンクリートブロック

ＲＣ

外　部　・　内　部　仕　上　表

合成樹脂塗床仕上げ（アクリル樹脂系塗床）

、Ｓ－Ｆ３（立上り・庇部）（平部）

外 壁 ・ 基 礎 立 上 り

外 壁 ・ 基 礎 立 上 り

屋 上

庇

竪 樋

外 壁 ・ 基 礎 立 上 り

屋 上

キ ャ ノ ピ ー

ル ー フ ド レ イ ン ・ 竪 樋

ア ル ミ ニ ウ ム 製 建 具

名　称

本　館　管　理　棟

本　館　食　堂　棟

本 館 メ イ ン ホ ー ル

軒天井：＜ＥＰ＞

ルーフドレイン縦型150φ　アスファルト防水用４箇所シート防水用　４箇所

コンクリート打放し　複層塗材ＲＥ

コンクリート打放し　複層塗材ＲＥ

合成高分子系ルーフィングシート防水　Ｓ－Ｍ２

合成高分子系ルーフィングシート防水　Ｓ－Ｆ３

鋼管φ100

コンクリート打放し　外装薄塗材Ｅ

既存シーリング

コンクリート打放し　複層塗材ＲＥ

アスファルト防水Ａ－２　押さえコンクリート（ア）80

コンクリート打放し　複層塗材ＲＥ

高圧水洗浄の上、合成高分子系ルーフィングシート防水Ｓ－Ｍ２（平部）、溶融亜鉛メッキ鋼板ｔ＝0.8の上、Ｓ－Ｆ３（立上り）

鋼製部：＜ＦＥ＞－１

改修用ドレイン縦型150φ塩ビ製

工　事　部　位

高耐候性・防藻・防カビ性・微弾性保有

特殊アクリル樹脂系塗料

フタル酸樹脂エナメル塗り

外装薄塗材Ｅ超低汚染仕様

外装厚塗材Ｅ超低汚染仕様
超低汚染仕様：シリコンクリアー上塗り

　：　撤去を示す。

－　：　既存のままを示す。

断熱材発砲ポリスチレンt=30敷き込みの上、合成高分子系ルーフィングシート防水　Ｓ－Ｍ２（平部）、Ｓ－Ｆ３（立上り・庇部）

コンクリート打放し　外装薄塗材Ｅ

庇

カ ー テ ン ウ ォ ー ル

竪 樋

鋼 製 建 具

ア ル ミ ニ ウ ム 製 建 具

合成高分子系ルーフィングシート防水　Ｓ－Ｆ３

鋼管φ100

コンクリート打放し　外装薄塗材Ｅ

既存シーリング

屋 上
ＡＬＣ下地部分：ウレタン系塗膜防水（弾性発泡被覆防水）

（本館渡り廊下・階段室は、断熱材を設置しない）

●

区　分

ＥＰ－Ⅰ

ＳＯＰ

ＶＥ

合成樹脂エマルションペイント１種塗り

合成樹脂調合ペイント塗り

塩化ビニル樹脂エナメル塗り

ブラインドボックス

ＯＰ

ＥＰ

ＶＰ

油性ペイント塗り

合成樹脂エマルションペイント塗り

ビニルペイント塗り

ＢＢ（Ｒ）

大型平面黒板

ＶＢ

ＢＢ

大型曲面黒板

（改　修）工　事　概　要

外壁仕上改修（躯体劣化補修を含む）

下地調整の上、合成高分子系ルーフィングシート防水　Ｓ－Ｍ２

通 路 棟

改　修　後

外　部　仕　上　表

既　存　仕　上　・　撤　去

車 庫 棟

一般概要・仕上表

－

－

－

－

－

－

－

軒 先

既存シーリング一部撤去

既存シーリング一部撤去 変成シリコーン系シーリング（MS-2 15×10）（※東面のみ）

変成シリコーン系シーリング（MS-2 15×10）（※東面のみ）

既存仕上等撤去処分● ●

② 防　水　改　修
・既設防水層立上り部分　シーリング一部撤去

・既設防水層立上り部分　アルミ押え金物一部撤去

・下地（シールドマット同等品）敷き込みの上、合成高分子系ルーフィングシート防水　Ｓ－Ｍ２（平場・立上り）工法

・東面 既設建具廻り　シーリング一部撤去 ・東面 既設建具廻り　シーリング更新

本　館　管　理　棟

本 館 メ イ ン ホ ー ル

本　館　食　堂　棟

車 庫 棟

通 路 棟

① 外　壁　仕　上　改　修

●屋根仕上改修（躯体劣化補修を含む）

防水層の劣化部補修・開口部シーリング更新

ひび割れ部分：シーリング材充填

発錆鉄筋部分：鉄筋部周辺はつりの上、鉄筋錆落し

外壁高圧水洗工法

ひび割れ部分：シーリング材充填

発錆鉄筋部分：鉄筋部周辺はつりの上、鉄筋錆落し

軒天高圧水洗工法

ひび割れ部分：シーリング材充填

発錆鉄筋部分：鉄筋部周辺はつりの上、鉄筋錆落し

外壁高圧水洗工法

ひび割れ部分：シーリング材充填

発錆鉄筋部分：鉄筋部周辺はつりの上、鉄筋錆落し

ひび割れ部分：シーリング材充填

発錆鉄筋部分：鉄筋部周辺はつりの上、鉄筋錆落し

軒天高圧水洗工法

外壁高圧水洗工法

軒先高圧水洗工法

ひび割れ部分：シーリング材充填

発錆鉄筋部分：鉄筋部周辺はつりの上、鉄筋錆落し

軒裏高圧水洗工法

・外壁：高圧水洗工法（剥離・亀裂等補修）の上、剥落防止工法（エラスメッシュＴ工法　ＨＢ仕様同等品以上）

・軒天・軒先：高圧水洗工法（剥離・亀裂等補修）の上、剥落防止工法（エラスメッシュＴ工法　ＨＢ仕様同等品以上）

の上、剥落防止工法（エラスメッシュＴ工法　ＨＢ仕様同等品以上）

の上、剥落防止工法（エラスメッシュＴ工法　ＨＢ仕様同等品以上）

の上、剥落防止工法（エラスメッシュＴ工法　ＨＢ仕様同等品以上）

の上、剥落防止工法（エラスメッシュＴ工法　ＨＢ仕様同等品以上）

の上、剥落防止工法（エラスメッシュＴ工法　ＨＢ仕様同等品以上）

の上、剥落防止工法（エラスメッシュＴ工法　ＨＢ仕様同等品以上）

屋根高圧水洗工法・研磨処理 ひび割れ部分：シーリング材充填

・屋根：高圧水洗工法・研磨処理（剥離・亀裂等補修）の上、合成樹脂塗床仕上げ（アクリル樹脂系塗床：カラートップＨ同等品以上）

の上、合成樹脂塗床仕上げ（アクリル樹脂系塗床：カラートップＨ同等品以上）



日付

登録番号 番号縮尺

令和４年６月
一級建築士事務所　広島県知事登録　20(1)第5440号

サクシード
建築士事務所

１級建築士登録　第85488号

TEL 082-230-2820 FAX 082-207-4566

広島県広島市西区楠木町3-10-13　ｱﾄﾞｳｨﾝﾋﾞﾙ4F

〒733-0002

本山　隆造　　

A3版出力時50％縮小施設管理課長 係長  図面名

国立青少年教育振興機構　国立大洲青少年交流の家　

本館外壁落下防止等改修工事

 工事名担当者主任

Ａ－４躯体劣化数量表（1）

　　本館　Ｂ：ひび割れ（幅0.2～1.0ｍｍ未満）

　　本館　Ｆ：爆裂

F:爆裂

図面名称：

番号

1

2

3

4

5

6

：対象範囲外（参考値）を示す

部位

D1

D1

D1

D1

D1

D1

壁

壁

壁

壁

壁

壁

D１階平面図

W

0.30 

0.30 

0.30 

0.30 

1.10 

0.60 

H

0.30 

0.40 

0.40 

0.30 

0.40 

0.10 

D

0.03 

0.03 

0.03 

0.03 

0.03 

0.03 

面積(m2)

0.09 

0.12 

0.12 

0.09 

0.44 

0.06 

備考

F:爆裂

図面名称：

番号

1

2

部位

U1

U1

柱

柱

U１階平面図

W

0.40 

0.75 

H

0.25 

0.25 

D 面積(m2)

0.10 

0.19 

【本館】

No.F-1

備考

合       計(U3～U)

合       計(U2～U3)

合       計(U1～U2)

合       計(D1～U1)

合　　　計

0.92 

0.92 

合       計(U3～U)

合       計(U2～U3)

合       計(U1～U2)

合       計(D1～U1)

合　　　計

F:爆裂

図面名称：

番号

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

47

48

49

合       計(U3～U)

合       計(U2～U3)

合       計(U1～U2)

合       計(D1～U1)

：対象範囲外（参考値）を示す

部位

D1

D1

D1

D1

D1

D1

D1

U1

D1

U1

U1

D1

D1

D1

U3

U3

U3

U3

U3

U3

U3

U3

U3

U3

U3

U3

U3

U2

U1

U1

U1

U2

U3

U3

U3

U3

U3

U3

D1

U3

U3

U1

U1

U3

U3

U2

U2

U2

D1

上裏

上裏

上裏

上裏

壁

壁

壁

壁

壁

壁

上裏

壁

壁

壁

上裏

上裏

上裏

上裏

上裏

上裏

上裏

上裏

上裏

上裏

上裏

上裏

上裏

壁

壁

壁

柱

壁

柱

上裏

壁

壁

壁

上裏

柱

上裏

柱

壁

壁

上裏

柱

壁

柱

柱

柱

北側立面図

W

0.10 

0.60 

0.20 

0.20 

0.40 

0.30 

0.30 

0.20 

0.60 

0.10 

0.70 

0.30 

0.50 

0.60 

1.20 

0.30 

0.30 

0.50 

0.30 

0.20 

0.30 

0.30 

0.30 

0.30 

0.10 

0.20 

0.50 

0.60 

0.30 

0.10 

0.30 

0.40 

0.40 

0.30 

0.20 

0.50 

2.70 

0.2×0.2×3ヶ所

0.20 

0.20 

1.20 

0.20 

0.10 

0.50 

0.20 

0.15 

0.20 

0.20 

0.20 

H

0.10 

0.20 

0.10 

0.10 

0.20 

0.30 

0.30 

0.20 

0.90 

0.60 

0.30 

0.70 

0.10 

0.10 

0.30 

0.50 

0.30 

0.30 

0.30 

0.20 

0.30 

0.60 

0.50 

0.30 

0.10 

0.20 

0.50 

0.20 

0.30 

0.10 

0.20 

0.20 

0.60 

0.30 

2.00 

0.20 

0.20 

0.20 

0.20 

0.30 

0.20 

0.10 

0.90 

0.40 

0.15 

0.40 

0.40 

0.20 

D

0.03 

0.03 

0.03 

0.03 

0.03 

0.03 

0.03 

0.03 

0.03 

0.03 

0.03 

0.03 

0.03 

0.03 

0.03 

0.03 

0.03 

0.03 

0.03 

0.03 

0.03 

0.03 

0.03 

0.03 

0.03 

0.03 

0.03 

0.03 

0.03 

0.03 

0.03 

0.03 

0.03 

0.03 

0.03 

0.03 

0.03 

0.03 

0.03 

0.03 

0.03 

0.03 

0.03 

0.03 

0.03 

0.03 

0.03 

0.03 

0.03 

面積(m2)

0.01 

0.12 

0.02 

0.02 

0.08 

0.09 

0.09 

0.04 

0.54 

0.06 

0.21 

0.21 

0.05 

0.06 

0.36 

0.15 

0.09 

0.15 

0.09 

0.04 

0.09 

0.18 

0.15 

0.09 

0.01 

0.04 

0.25 

0.12 

0.09 

0.01 

0.06 

0.08 

0.24 

0.09 

0.40 

0.10 

0.54 

0.12 

0.04 

0.04 

0.36 

0.04 

0.01 

0.45 

0.08 

0.03 

0.08 

0.08 

0.04 

4.11 

0.39 

0.52 

1.37 

備考

F:爆裂

図面名称：

番号

50

51

52

53

54

55

56

57

58

59

60

61

62

63

64

65

66

67

68

69

70

71

72

73

74

75

76

77

78

79

80

81

82

83

84

85

86

87

88

89

90

91

92

93

94

95

96

合       計(U3～U)

合       計(U2～U3)

合       計(U1～U2)

合       計(D1～U1)

合　　　計

部位

D1

U1

U2

U2

U2

U1

U1

U3

U3

U3

U3

U1

U3

U2

U1

U2

U3

U3

U3

U1

U2

U3

U3

U3

U2

U3

U1

U3

U3

U3

U3

U3

U1

U2

U2

U2

U3

U3

U2

U2

U2

U2

U2

U2

U2

U2

U2

柱

壁

上裏

壁

柱

柱

柱

柱

上裏

柱

上裏

柱

上裏

柱

柱

天端

上裏

天端

壁

柱

柱

天端

上裏

上裏

天端

上裏

柱

柱

壁

壁

壁

壁

壁

壁

壁

壁

壁

壁

柱

上裏

上裏

上裏

上裏

上裏

柱

上裏

上裏

北側立面図

W

0.20 

0.30 

0.30 

0.30 

0.10 

0.30 

0.10 

0.20 

0.80 

0.40 

0.30 

0.40 

0.30 

0.20 

0.30 

1.30 

0.40 

2.80 

0.90 

0.20 

0.20 

0.80 

3.60 

1.00 

3.50 

1.50 

0.30 

0.40 

0.60 

0.20 

0.20 

0.20 

0.20 

0.20 

0.10 

0.20 

0.10 

0.30 

0.20 

0.10 

0.20 

0.10 

0.90 

0.20 

0.30 

0.30 

0.10 

H

0.40 

0.10 

0.10 

0.10 

0.10 

0.30 

0.40 

0.40 

0.40 

0.40 

0.40 

0.50 

0.20 

0.20 

0.80 

0.20 

0.30 

0.30 

0.30 

0.60 

0.20 

0.20 

0.20 

0.20 

0.20 

0.20 

0.30 

0.80 

0.30 

0.20 

0.20 

0.20 

1.20 

0.20 

0.10 

0.20 

0.10 

0.30 

0.30 

0.10 

0.30 

0.30 

0.30 

0.80 

0.30 

0.30 

0.10 

D

0.03 

0.03 

0.03 

0.03 

0.05 

0.03 

0.03 

0.03 

0.03 

0.03 

0.03 

0.03 

0.03 

0.09 

0.05 

0.03 

0.03 

0.03 

0.03 

0.04 

0.03 

0.03 

0.04 

0.04 

0.03 

0.03 

0.04 

0.05 

0.03 

0.03 

0.03 

0.03 

0.03 

0.03 

0.03 

0.03 

0.03 

0.03 

0.03 

0.03 

0.03 

0.03 

0.03 

0.03 

0.03 

0.03 

0.03 

面積(m2)

0.08 

0.03 

0.03 

0.03 

0.01 

0.09 

0.04 

0.08 

0.32 

0.16 

0.12 

0.20 

0.06 

0.04 

0.24 

0.26 

0.12 

0.84 

0.27 

0.12 

0.04 

0.16 

0.72 

0.20 

0.70 

0.30 

0.09 

0.32 

0.18 

0.04 

0.04 

0.04 

0.24 

0.04 

0.01 

0.04 

0.01 

0.09 

0.06 

0.01 

0.06 

0.03 

0.27 

0.16 

0.09 

0.09 

0.01 

3.97 

1.11 

0.81 

0.08 

12.36 

【本館】

No.F-2

備考

F:爆裂

図面名称：

番号

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

47

48

49

合       計(U3～U)

合       計(U2～U3)

合       計(U1～U2)

合       計(D1～U1)

部位

U2

U2

U2

U2

U2

U2

U2

U2

U2

U2

U2

U2

U2

U1

U1

U2

U3

U1

U1

U1

U3

U3

U1

U3

U3

U3

U1

U1

U3

U3

U3

U3

U3

U1

U3

U3

U3

U1

U1

U1

U1

U1

U1

U1

U3

U3

U3

U3

U3

壁

壁

上裏

上裏

上裏

上裏

壁

上裏

上裏

壁

上裏

壁

壁

壁

壁

壁

壁

壁

柱

柱

上裏

上裏

柱

上裏

上裏

上裏

柱

柱

上裏

上裏

上裏

上裏

上裏

柱

上裏

上裏

上裏

柱

柱

柱

壁

壁

壁

柱

上裏

壁

上裏

柱

壁

南側立面図

W

0.10 

0.10 

0.40 

0.20 

0.70 

0.10 

0.10 

0.10 

0.10 

0.20 

1.00 

0.10 

0.10 

0.20 

0.30 

0.30 

0.20 

0.30 

0.60 

0.50 

0.20 

0.30 

0.20 

0.30 

0.30 

0.20 

0.10 

0.20 

1.60 

0.80 

0.90 

0.30 

0.30 

0.20 

0.20 

0.20 

0.30 

0.20 

0.30 

0.20 

0.90 

1.60 

0.20 

0.20 

0.30 

1.20 

0.30 

0.20 

0.30 

H

0.10 

0.10 

0.40 

0.20 

0.50 

0.10 

0.10 

0.10 

0.10 

0.20 

0.10 

0.10 

0.20 

0.60 

0.50 

0.40 

0.70 

0.40 

0.40 

0.30 

0.20 

0.50 

0.20 

0.30 

0.30 

0.20 

0.10 

0.10 

0.20 

0.50 

0.30 

0.10 

0.10 

0.10 

0.10 

0.10 

0.60 

0.20 

0.10 

0.20 

0.20 

0.70 

0.10 

0.90 

0.30 

0.40 

0.60 

0.90 

0.30 

D

0.03 

0.03 

0.03 

0.03 

0.03 

0.03 

0.03 

0.03 

0.03 

0.03 

0.03 

0.03 

0.03 

0.03 

0.03 

0.03 

0.03 

0.03 

0.03 

0.03 

0.03 

0.03 

0.03 

0.03 

0.03 

0.03 

0.03 

0.03 

0.03 

0.03 

0.03 

0.03 

0.03 

0.03 

0.03 

0.03 

0.03 

0.03 

0.03 

0.03 

0.03 

0.03 

0.03 

0.03 

0.03 

0.03 

0.03 

0.03 

0.03 

面積(m2)

0.01 

0.01 

0.16 

0.04 

0.35 

0.01 

0.01 

0.01 

0.01 

0.04 

0.10 

0.01 

0.02 

0.12 

0.15 

0.12 

0.14 

0.12 

0.24 

0.15 

0.04 

0.15 

0.04 

0.09 

0.09 

0.04 

0.01 

0.02 

0.32 

0.40 

0.27 

0.03 

0.03 

0.02 

0.02 

0.02 

0.18 

0.04 

0.03 

0.04 

0.18 

1.12 

0.02 

0.18 

0.09 

0.48 

0.18 

0.18 

0.09 

2.84 

2.09 

備考

F:爆裂

図面名称：

番号

50

51

52

53

54

55

56

57

58

59

60

61

62

63

64

65

66

67

68

69

70

71

72

73

74

75

76

77

78

79

80

81

82

83

84

85

86

87

88

89

90

91

92

93

94

95

96

97

98

合       計(U3～U)

合       計(U2～U3)

合       計(U1～U2)

合       計(D1～U1)

部位

U3

U3

U1

U1

D1

D1

U2

U3

U3

D1

U3

U3

U3

U3

U2

U2

U2

D1

D1

D1

D1

D1

D1

D1

D1

D1

D1

D1

D1

D1

D1

D1

D1

D1

D1

D1

D1

D1

D1

D1

D1

D1

D1

D1

D1

D1

U2

U1

U1

壁

壁

柱

柱

壁

壁

柱

柱

上裏

壁

上裏

上裏

上裏

上裏

壁

壁

壁

上裏

上裏

上裏

上裏

上裏

上裏

上裏

上裏

上裏

上裏

上裏

壁

上裏

上裏

上裏

上裏

上裏

上裏

壁

壁

壁

壁

上裏

上裏

上裏

上裏

上裏

上裏

上裏

壁

壁

壁

南側立面図

W

0.90 

0.40 

0.30 

0.30 

0.50 

0.20 

0.20 

0.20 

0.20 

1.00 

0.30 

2.00 

0.20 

0.20 

0.50 

0.20 

0.60 

0.10 

1.20 

0.20 

0.20 

0.20 

0.20 

0.10 

0.30 

0.10 

0.40 

0.20 

0.30 

0.20 

0.70 

0.20 

0.10 

0.30 

0.40 

0.60 

0.10 

0.20 

0.20 

0.20 

0.20 

0.20 

0.50 

0.20 

0.20 

0.20 

0.70 

0.10 

0.10 

H

0.30 

0.60 

0.20 

0.60 

0.80 

0.40 

0.50 

1.00 

0.50 

0.60 

0.20 

1.00 

0.20 

0.30 

0.30 

0.50 

0.40 

0.30 

0.10 

0.20 

0.20 

0.20 

0.40 

0.10 

0.30 

0.10 

0.30 

0.30 

0.20 

0.20 

0.30 

0.20 

0.10 

0.20 

0.40 

0.20 

0.10 

0.20 

0.30 

0.30 

0.20 

0.30 

0.30 

0.20 

0.20 

0.20 

0.20 

0.10 

0.10 

D

0.03 

0.03 

0.03 

0.03 

0.03 

0.03 

0.03 

0.03 

0.03 

0.03 

0.03 

0.03 

0.03 

0.03 

0.03 

0.03 

0.03 

0.03 

0.03 

0.03 

0.03 

0.03 

0.03 

0.03 

0.03 

0.03 

0.03 

0.03 

0.03 

0.03 

0.03 

0.03 

0.03 

0.03 

0.03 

0.03 

0.03 

0.03 

0.03 

0.03 

0.03 

0.03 

0.03 

0.03 

0.03 

0.03 

0.03 

0.03 

0.03 

面積(m2)

0.27 

0.24 

0.06 

0.18 

0.40 

0.08 

0.10 

0.20 

0.10 

0.60 

0.06 

2.00 

0.04 

0.06 

0.15 

0.10 

0.24 

0.03 

0.12 

0.04 

0.04 

0.04 

0.08 

0.01 

0.09 

0.01 

0.12 

0.06 

0.06 

0.04 

0.21 

0.04 

0.01 

0.06 

0.16 

0.12 

0.01 

0.04 

0.06 

0.06 

0.04 

0.06 

0.15 

0.04 

0.04 

0.04 

0.14 

0.01 

0.01 

2.97 

0.73 

0.26 

2.96 

【本館】

No.F-3

備考

　　本館　Ｃ：ひび割れ（幅1.0ｍｍ以上）

B:ひび割れ(幅0.2～1.0ｍｍ未満)

図面名称：

番号

1

2

部位

U1

U1

壁

壁

11軸通り姿図

幅

0.5 

0.5 

長さ(m)

0.60 

0.30 

備考

【本館】

No.B-1

合       計(U3～U)

合       計(U2～U3)

合       計(U1～U2)

合       計(D1～U1)

合       計

0.90 

0.90 

C:ひび割れ(幅1.0ｍｍ以上)

図面名称：

番号

1

部位

D1 壁

11軸通り姿図

幅

1.0 

長さ(m)

2.00 

備考

【本館】

No.C-1

合       計(U3～U)

合       計(U2～U3)

合       計(U1～U2)

合       計(D1～U1)

合       計

2.00 

2.00 

ｍ

0.50 

0.50 

（ひび割れ）

異常個所

赤外線温度

L

ｍ

3.60 

3.60 

（ひび割れ）

異常個所

赤外線温度

L

【本館】

㎡

99.12 

6.13 

0.32 

6.78 

0.40 

0.94 

0.27 

0.58 

25.03 

2.39 

56.28 

（爆裂）

異常個所

赤外線温度

Ｋ

㎡

0.06 

2.56 

2.19 

0.16 

0.20 

1.57 

22.95 

1.81 

（爆裂）

異常個所

赤外線温度

Ｋ

ｍ

3.60 

3.60 

劣化

シーリング

Ｉ

ｍ

4.10 

4.10 

劣化

シーリング

Ｉ

㎡

0.24 

0.24 

塗膜劣化

Ｇ

㎡

2.98 

0.24 

0.53 

1.89 

0.08 

0.24 

塗膜劣化

Ｇ

㎡

34.67 

2.25 

1.02 

1.27 

4.15 

2.61 

0.37 

3.74 

0.97 

10.21 

8.08 

爆裂

Ｆ

㎡

8.71 

2.32 

0.01 

0.42 

0.24 

0.88 

0.09 

3.42 

1.33 

爆裂

Ｆ

ｍ

幅1.0㎜以上

Ｃ

ｍ

幅1.0㎜以上

Ｃ

ｍ

幅1.0㎜未満

幅0.2㎜以上

ひび割れ

Ｂ

ｍ

0.90 

0.90 

幅1.0㎜未満

幅0.2㎜以上

ひび割れ

Ｂ

i面姿図

ｈ面姿図

ｇ面姿図

ｃ面姿図

ｂ面姿図

a面姿図

34軸通り姿図

31軸通り姿図

20軸通り姿図

19軸通り姿図

16軸通り姿図

15軸通り姿図

11軸通り姿図

10軸通り姿図

7軸通り姿図

東側立面図

西側立面図

南側立面図

北側立面図

屋上平面図

Ｕ1階平面図

Ｄ１階平面図

図面名称

i面姿図

ｈ面姿図

ｇ面姿図

ｃ面姿図

ｂ面姿図

a面姿図

34軸通り姿図

31軸通り姿図

20軸通り姿図

19軸通り姿図

16軸通り姿図

15軸通り姿図

11軸通り姿図

10軸通り姿図

7軸通り姿図

東側立面図

西側立面図

南側立面図

北側立面図

屋上平面図

Ｕ1階平面図

Ｄ１階平面図

図面名称

合　　　計

A-12

A-11

A-10

番号
図面

U3(3階～)

フロア別集計表

合　　　計

A-12

A-11

A-10

番号
図面

U1(1階～2階)

フロア別集計表

ｍ

13.80 

（ひび割れ）

異常個所

赤外線温度

L

ｍ

4.55 

2.50 

2.05 

（ひび割れ）

異常個所

赤外線温度

L

ｍ

5.15 

5.15 

（ひび割れ）

異常個所

赤外線温度

L

㎡

（爆裂）

異常個所

赤外線温度

Ｋ

㎡

30.34 

0.31 

1.17 

0.45 

1.19 

0.08 

2.78 

0.35 

1.65 

0.08 

18.71 

3.57 

（爆裂）

異常個所

赤外線温度

Ｋ

㎡

5.71 

1.50 

4.21 

（爆裂）

異常個所

赤外線温度

Ｋ

ｍ

11.30 

劣化

シーリング

Ｉ

ｍ

3.60 

3.60 

劣化

シーリング

Ｉ

ｍ

劣化

シーリング

Ｉ

㎡

13.75 

塗膜劣化

Ｇ

㎡

0.06 

0.06 

塗膜劣化

Ｇ

㎡

10.47 

1.65 

0.40 

6.29 

2.13 

塗膜劣化

Ｇ

㎡

57.10 

爆裂

Ｆ

㎡

5.13 

0.63 

0.72 

0.24 

1.03 

0.02 

0.99 

1.50 

爆裂

Ｆ

㎡

8.59 

0.35 

0.50 

0.01 

0.18 

0.91 

0.38 

0.29 

3.60 

1.45 

0.92 

爆裂

Ｆ

ｍ

2.00 

幅1.0㎜以上

Ｃ

ｍ

幅1.0㎜以上

Ｃ

ｍ

2.00 

2.00 

幅1.0㎜以上

Ｃ

ｍ

0.90 

幅1.0㎜未満

幅0.2㎜以上

ひび割れ

Ｂ

ｍ

幅1.0㎜未満

幅0.2㎜以上

ひび割れ

Ｂ

ｍ

幅1.0㎜未満

幅0.2㎜以上

ひび割れ

Ｂ

i面姿図

ｈ面姿図

ｇ面姿図

ｃ面姿図

ｂ面姿図

a面姿図

34軸通り姿図

31軸通り姿図

20軸通り姿図

19軸通り姿図

16軸通り姿図

15軸通り姿図

11軸通り姿図

10軸通り姿図

7軸通り姿図

東側立面図

西側立面図

南側立面図

北側立面図

屋上平面図

Ｕ1階平面図

Ｄ１階平面図

図面名称

i面姿図

ｈ面姿図

ｇ面姿図

ｃ面姿図

ｂ面姿図

a面姿図

34軸通り姿図

31軸通り姿図

20軸通り姿図

19軸通り姿図

16軸通り姿図

15軸通り姿図

11軸通り姿図

10軸通り姿図

7軸通り姿図

東側立面図

西側立面図

南側立面図

北側立面図

屋上平面図

Ｕ1階平面図

Ｄ１階平面図

図面名称

総　　合　　計

フロア別集計表

合　　　計

A-12

A-11

A-10

番号
図面

U2(2階～3階)

フロア別集計表

合　　　計

A-12

A-11

A-10

番号
図面

D1(地階～1階)

フロア別集計表

　　※参考　本館フロア別　劣化数量集計表 （※総合集計については、Ａ－８図参照）

A-13

A-14

A-13

A-14

A-13

A-14

A-13

A-14

31.50 

166.67 



日付

登録番号 番号縮尺

令和４年６月
一級建築士事務所　広島県知事登録　20(1)第5440号

サクシード
建築士事務所

１級建築士登録　第85488号

TEL 082-230-2820 FAX 082-207-4566

広島県広島市西区楠木町3-10-13　ｱﾄﾞｳｨﾝﾋﾞﾙ4F

〒733-0002

本山　隆造　　

A3版出力時50％縮小施設管理課長 係長  図面名

国立青少年教育振興機構　国立大洲青少年交流の家　

本館外壁落下防止等改修工事

 工事名担当者主任

躯体劣化数量表（2） Ａ－５

Ｋ:赤外線温度異常個所（爆裂）

図面名称：

番号

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

：対象範囲外（参考値）を示す

部位

U3

U3

U3

U3

U3

U3

U3

U3

U3

U3

U3

U3

U3

U3

U3

U3

U3

U3

U3

U3

U3

U3

U3

U3

U3

U3

U3

U3

上裏

上裏

上裏

上裏

上裏

上裏

上裏

上裏

上裏

上裏

上裏

上裏

上裏

上裏

上裏

上裏

上裏

上裏

上裏

上裏

上裏

上裏

上裏

上裏

上裏

上裏

上裏

上裏

屋上平面図（庇裏劣化状況）

W

3.50 

0.60 

0.60 

0.60 

0.60 

0.70 

0.80 

0.70 

0.70 

0.90 

0.80 

1.00 

1.00 

1.00 

1.20 

0.70 

0.50 

2.50 

0.50 

0.60 

0.90 

0.50 

2.00 

0.70 

0.70 

2.20 

0.70 

0.80 

H

1.00 

1.80 

1.50 

1.80 

1.50 

3.00 

2.20 

3.50 

0.40 

0.50 

0.50 

4.00 

1.80 

6.00 

0.80 

0.70 

2.00 

0.50 

4.50 

1.20 

3.60 

1.00 

0.50 

7.00 

7.80 

0.60 

0.70 

7.50 

面積(m2)

3.50 

1.08 

0.90 

1.08 

0.90 

2.10 

1.76 

2.45 

0.28 

0.45 

0.40 

4.00 

1.80 

6.00 

0.96 

0.49 

1.00 

1.25 

2.25 

0.72 

3.24 

0.50 

1.00 

4.90 

5.46 

1.32 

0.49 

6.00 

備考

Ｋ:赤外線温度異常個所（爆裂）

図面名称：

番号

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

部位

U1

U2

U1

U1

U2

U1

U2

U2

U1

U1

U2

U2

U1

U3

U1

U2

U2

U3

U3

U3

U1

U3

U3

U3

U3

U3

U3

U3

U3

U3

U3

U2

U2

U3

壁

壁

壁

壁

柱

柱

壁

壁

壁

柱

柱

柱

柱

柱

柱

柱

柱

壁

壁

壁

柱

柱

壁

壁

壁

壁

壁

壁

壁

壁

壁

壁

壁

壁

北側立面図

W

0.30 

1.00 

0.25 

0.25 

0.40 

0.40 

0.70 

0.70 

0.80 

0.30 

0.15 

0.40 

0.40 

0.40 

0.40 

0.40 

0.15 

0.40 

1.30 

1.80 

0.20 

0.20 

1.10 

0.35 

0.20 

0.20 

0.20 

0.20 

0.20 

0.60 

0.50 

0.30 

0.30 

0.30 

H

0.90 

0.40 

0.40 

0.25 

2.50 

0.30 

0.70 

0.70 

0.30 

0.70 

1.20 

0.80 

0.50 

0.60 

1.40 

1.60 

0.30 

0.20 

0.35 

0.40 

0.20 

0.90 

0.20 

0.25 

0.20 

0.20 

0.20 

0.20 

0.30 

0.30 

0.10 

0.40 

0.40 

0.40 

面積(m2)

0.27 

0.40 

0.10 

0.07 

1.00 

0.12 

0.49 

0.49 

0.24 

0.21 

0.18 

0.32 

0.20 

0.24 

0.56 

0.64 

0.05 

0.08 

0.46 

0.72 

0.04 

0.18 

0.22 

0.09 

0.04 

0.04 

0.04 

0.04 

0.06 

0.18 

0.05 

0.12 

0.12 

0.12 

【本館】

No.K-1

備考

合       計(U3～U)

合       計(U2～U3)

合       計(U1～U2)

合       計(D1～U1)

合　　　計

56.28 

56.28 

合       計(U3～U)

合       計(U2～U3)

合       計(U1～U2)

合       計(D1～U1)

合　　　計

2.39 

3.57 

1.81 

7.77 

Ｋ:赤外線温度異常個所（爆裂）

図面名称：

番号

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

36-1

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

47

48

合       計(U3～U)

合       計(U2～U3)

合       計(U1～U2)

合       計(D1～U1)

：対象範囲外（参考値）を示す

部位

U1

U1

U2

U3

U3

U3

U3

U3

U3

U3

U2

U2

U3

U2

U2

U1

U1

U1

U1

U2

U3

U3

U1

U1

U1

U1

U2

U2

U2

U3

U3

U3

U1

U1

U2

U1

U2

U2

U2

U3

U3

U2

U1

U1

U1

U1

U1

U2

U2

壁

壁

壁

壁

壁

壁

壁

壁

壁

壁

壁

壁

柱

柱

柱

柱

柱

柱

壁

壁

壁

柱

柱

柱

柱

柱

壁

壁

壁

柱

柱

柱

柱

柱

壁

壁

壁

壁

壁

壁

柱

柱

柱

柱

柱

壁

壁

壁

壁

南側立面図

W

0.30 

0.80 

0.25 

0.30 

0.15 

0.10 

0.30 

0.10 

0.20 

0.40 

0.30 

0.50 

0.40 

0.10 

0.10 

0.40 

0.40 

0.40 

0.15 

0.10 

0.50 

0.40 

0.30 

0.10 

0.40 

0.40 

0.70 

0.15 

0.70 

0.40 

0.15 

0.40 

0.20 

0.40 

0.35 

0.60 

0.10 

0.60 

0.10 

0.30 

0.40 

0.40 

0.40 

0.20 

0.40 

0.20 

0.70 

0.30 

1.60 

H

0.70 

0.15 

0.15 

0.15 

1.00 

0.10 

0.20 

0.10 

0.20 

0.20 

0.10 

0.20 

0.50 

1.00 

0.90 

0.90 

0.70 

0.25 

0.15 

0.20 

0.15 

0.50 

0.40 

0.30 

0.60 

0.60 

0.15 

0.30 

0.15 

1.80 

0.70 

1.60 

1.20 

1.30 

0.40 

0.15 

1.00 

0.15 

0.65 

0.15 

0.50 

2.60 

0.50 

0.40 

0.50 

0.20 

0.70 

0.70 

1.00 

面積(m2)

0.21 

0.12 

0.04 

0.05 

0.15 

0.01 

0.06 

0.01 

0.04 

0.08 

0.03 

0.10 

0.20 

0.10 

0.09 

0.36 

0.28 

0.10 

0.03 

0.02 

0.08 

0.20 

0.12 

0.03 

0.24 

0.24 

0.11 

0.05 

0.11 

0.72 

0.11 

0.64 

0.24 

0.52 

0.14 

0.09 

0.10 

0.09 

0.07 

0.05 

0.20 

1.04 

0.20 

0.08 

0.20 

0.04 

0.49 

0.21 

1.60 

2.40 

3.86 

3.26 

備考

Ｋ:赤外線温度異常個所（爆裂）

図面名称：

番号

49

50

51

52

53

54

55

56

57

58

59

60

61

62

63

64

65

66

67

68

69

70

71

72

73

74

75

76

77

78

79

80

81

82

83

84

85

86

87

88

89

90

91

92

93

94

95

96

97

合       計(U3～U)

合       計(U2～U3)

合       計(U1～U2)

合       計(D1～U1)

部位

U2

U2

U3

U2

U2

U2

U3

U3

U3

U2

U1

U1

U1

U1

U1

U1

U1

U3

U3

U3

U3

U1

U1

U1

U3

U3

U2

U3

U3

U1

U1

U1

U1

U1

U2

U2

U3

U3

U3

U3

U3

U2

U2

U1

U1

U2

U2

U3

U3

壁

壁

壁

壁

壁

壁

壁

柱

柱

柱

柱

柱

柱

柱

壁

壁

壁

壁

壁

柱

柱

柱

柱

壁

壁

壁

壁

柱

柱

柱

柱

柱

壁

壁

壁

壁

壁

壁

壁

柱

柱

柱

柱

柱

壁

壁

壁

壁

壁

南側立面図

W

0.90 

0.70 

0.10 

0.30 

0.30 

0.70 

0.40 

0.30 

0.40 

0.20 

0.40 

0.40 

0.10 

0.10 

0.70 

0.10 

0.70 

0.50 

1.20 

0.40 

0.40 

0.25 

0.40 

0.70 

0.20 

0.15 

1.10 

0.40 

0.10 

0.40 

0.40 

0.15 

0.20 

0.30 

0.20 

0.30 

0.15 

0.45 

0.40 

0.20 

0.40 

0.20 

0.40 

0.40 

0.60 

0.70 

3.60 

0.70 

1.70 

H

1.00 

0.15 

0.30 

0.20 

0.20 

0.15 

0.40 

0.80 

1.00 

0.70 

0.40 

0.40 

0.50 

0.30 

0.70 

0.20 

0.70 

0.30 

0.15 

0.50 

2.00 

0.70 

0.40 

0.40 

0.20 

0.50 

0.30 

1.00 

0.30 

0.70 

0.70 

1.00 

0.20 

0.40 

0.30 

0.50 

0.15 

0.25 

0.30 

0.60 

1.30 

0.50 

2.00 

0.80 

0.15 

0.50 

0.20 

0.40 

0.20 

面積(m2)

0.90 

0.11 

0.03 

0.06 

0.06 

0.11 

0.16 

0.24 

0.40 

0.14 

0.16 

0.16 

0.05 

0.03 

0.49 

0.02 

0.49 

0.15 

0.18 

0.20 

0.80 

0.18 

0.16 

0.28 

0.04 

0.08 

0.33 

0.40 

0.03 

0.28 

0.28 

0.15 

0.04 

0.12 

0.06 

0.15 

0.03 

0.12 

0.12 

0.12 

0.52 

0.10 

0.80 

0.32 

0.09 

0.35 

0.72 

0.28 

0.34 

4.24 

3.89 

3.30 

【本館】

No.K-2

備考

G:塗膜劣化

図面名称：

番号

1

2

部位

D1

D1

壁

壁

D１階平面図

W

4.40 

2.70 

H

0.30 

0.30 

面積(m2)

1.32 

0.81 

備考

G:塗膜劣化

図面名称：

番号

1

2

部位

U2

U1

壁

壁

北側立面図

W

0.30 

1.20 

H

0.20 

0.20 

面積(m2)

0.06 

0.24 

【本館】

No.G-1

備考

合       計(U3～U)

合       計(U2～U3)

合       計(U1～U2)

合       計(D1～U1)

合　　　計

2.13 

2.13 

合       計(U3～U)

合       計(U2～U3)

合       計(U1～U2)

合       計(D1～U1)

合　　　計

0.06 

0.24 

0.30 

G:塗膜劣化

図面名称：

番号

1

2

3

4

部位

U1

D1

D1

D1

柱

壁

上裏

上裏

南側立面図

W

0.20 

15.00 

1.80 

1.70 

H

0.40 

0.30 

0.90 

0.10 

面積(m2)

0.08 

4.50 

1.62 

0.17 

備考

G:塗膜劣化

図面名称：

番号

1

部位

U1 壁

7軸通り姿図

W

6.30 

H

0.30 

面積(m2)

1.89 

【本館】

No.G-2

備考

1.89 

1.89 

合　　　計

合       計(D1～U1)

合       計(U1～U2)

合       計(U2～U3)

合       計(U3～U)

6.37 

6.29 

0.08 

合　　　計

合       計(D1～U1)

合       計(U1～U2)

合       計(U2～U3)

合       計(U3～U)

G:塗膜劣化

図面名称：

番号

1

2

部位

U1

U1

壁

壁

10軸通り姿図

W

0.90 

1.30 

H

0.15 

0.30 

面積(m2)

0.14 

0.39 

備考

G:塗膜劣化

図面名称：

番号

1

部位

U1 壁

15軸通り姿図

W

0.40 

H

0.60 

面積(m2)

0.24 

【本館】

No.G-3

備考

合       計(U3～U)

合       計(U2～U3)

合       計(U1～U2)

合       計(D1～U1)

合　　　計

0.53 

0.53 

合       計(U3～U)

合       計(U2～U3)

合       計(U1～U2)

合       計(D1～U1)

合　　　計

0.24 

0.24 

G:塗膜劣化

図面名称：

番号

1

2

部位

D1

D1

壁

柱

31軸通り姿図

W

0.40 

0.60 

H

0.40 

0.40 

面積(m2)

0.16 

0.24 

備考

G:塗膜劣化

図面名称：

番号

1

部位

U2 壁

ａ面姿図

W

1.80 

H

0.30 

面積(m2)

0.54 

【本館】

No.G-4

備考

合       計(U3～U)

合       計(U2～U3)

合       計(U1～U2)

合       計(D1～U1)

合　　　計

0.40 

0.40 

合       計(U3～U)

合       計(U2～U3)

合       計(U1～U2)

合       計(D1～U1)

合　　　計

【本館】

No.G-5

G:塗膜劣化

図面名称：

番号

1

2

部位

U3

D1

煙突

壁

ｇ面姿図

W

0.60 

5.50 

H

0.40 

0.30 

面積(m2)

0.24 

1.65 

備考

合       計(U3～U)

合       計(U2～U3)

合       計(U1～U2)

合       計(D1～U1)

合　　　計

0.24 

1.65 

1.89 

I:シーリング劣化

図面名称：

番号

1

部位

U3

U2

U1

壁

壁

壁

北側立面図

幅

30.0 

30.0 

30.0 

長さ(m)

3.60 

3.60 

4.10 

備考

【本館】

No.I-1

合       計(U3～U)

合       計(U2～U3)

合       計(U1～U2)

合       計(D1～U1)

合       計

3.60 

3.60 

4.10 

11.30 

　　本館　Ｇ：塗膜劣化

　　本館　Ｉ：シーリング劣化

F:爆裂

図面名称：

番号

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

部位

U3

U3

U3

U1

U1

U1

D1

D1

D1

U3

U3

U3

U3

U3

U3

U3

U3

U2

D1

D1

上裏

柱

柱

柱

柱

柱

柱

壁

壁

上裏

上裏

上裏

上裏

上裏

上裏

上裏

柱

面台

柱

柱

19軸通り姿図

W

0.30 

0.20 

0.20 

0.20 

0.20 

0.20 

0.20 

0.40 

0.70 

0.50 

0.30 

0.10 

0.50 

0.50 

0.90 

0.20 

0.10 

3.60 

0.20 

0.20 

H

0.40 

0.40 

0.50 

0.40 

1.20 

0.50 

2.50 

0.10 

0.30 

0.50 

0.30 

0.30 

0.30 

0.50 

0.10 

0.50 

0.10 

0.20 

0.20 

0.60 

D

0.03 

0.03 

0.03 

0.03 

0.03 

0.03 

0.03 

0.03 

0.03 

0.03 

0.03 

0.03 

0.03 

0.03 

0.03 

0.03 

0.03 

0.03 

0.03 

0.03 

面積(m2)

0.12 

0.08 

0.10 

0.08 

0.24 

0.10 

0.50 

0.04 

0.21 

0.25 

0.09 

0.03 

0.15 

0.25 

0.09 

0.10 

0.01 

0.72 

0.04 

0.12 

備考

F:爆裂

図面名称：

番号

1

2

3

4

5

6

7

8

9

部位

U1

U2

U3

U3

U3

U3

U3

U3

U3

柱

柱

上裏

壁

壁

壁

壁

壁

上裏

20軸通り姿図

W

0.10 

0.70 

0.70 

0.10 

0.10 

0.10 

0.10 

0.10 

3.00 

H

0.10 

0.90 

0.10 

0.10 

0.10 

0.10 

0.10 

0.10 

0.30 

D

0.03 

0.03 

0.03 

0.03 

0.03 

0.03 

0.03 

0.03 

0.03 

面積(m2)

0.01 

0.63 

0.07 

0.01 

0.01 

0.01 

0.01 

0.01 

0.90 

【本館】

No.F-8

備考

合       計(U3～U)

合       計(U2～U3)

合       計(U1～U2)

合       計(D1～U1)

1.27 

0.72 

0.42 

0.91 

3.32 

合       計(U3～U)

合       計(U2～U3)

合       計(U1～U2)

合       計(D1～U1)

合　　　計

1.02 

0.63 

0.01 

1.66 

F:爆裂

図面名称：

番号

1

部位

D1 上裏

31軸通り姿図

W

0.60 

H

0.30 

D

0.03 

面積(m2)

0.18 

備考

F:爆裂

図面名称：

番号

1

部位

D1 柱

34軸通り姿図

W

0.10 

H

0.10 

D

0.03 

面積(m2)

0.01 

【本館】

No.F-9

備考

合       計(U3～U)

合       計(U2～U3)

合       計(U1～U2)

合       計(D1～U1) 0.18 

0.18 

合       計(U3～U)

合       計(U2～U3)

合       計(U1～U2)

合       計(D1～U1)

合　　　計

0.01 

0.01 

F:爆裂

図面名称：

番号

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

部位

U1

U1

D1

D1

U1

U3

U3

U3

D1

U3

U3

U3

U3

U3

U3

柱

柱

柱

煙突

煙突

煙突

上裏

上裏

壁

上裏

上裏

上裏

上裏

上裏

柱

ｇ面姿図

W

0.30 

0.20 

0.20 

0.30 

0.60 

0.20 

2.70 

0.90 

0.10 

0.50 

0.50 

0.50 

0.50 

0.20 

0.10 

H

0.40 

0.20 

0.20 

1.50 

3.60 

2.20 

0.20 

0.20 

0.10 

0.50 

0.50 

0.50 

0.50 

0.40 

0.10 

D

0.03 

0.03 

0.03 

0.03 

0.03 

0.03 

0.03 

0.03 

0.03 

0.03 

0.03 

0.03 

0.03 

0.03 

0.03 

面積(m2)

0.12 

0.04 

0.04 

0.45 

2.16 

0.44 

0.54 

0.18 

0.01 

0.25 

0.25 

0.25 

0.25 

0.08 

0.01 

備考

F:爆裂

図面名称：

番号

1

2

部位

D1

D1

壁

壁

ｉ面姿図

W

0.20 

0.30 

H

0.40 

0.90 

D

0.03 

0.03 

面積(m2)

0.08 

0.27 

【本館】

No.F-10

備考

合       計(U3～U)

合       計(U2～U3)

合       計(U1～U2)

合       計(D1～U1)

2.25 

2.32 

0.50 

5.07 

合       計(U3～U)

合       計(U2～U3)

合       計(U1～U2)

合       計(D1～U1)

合　　　計

0.35 

0.35 

　　本館　Ｋ：赤外線温度異常個所（爆裂）　　本館　Ｆ：爆裂

F:爆裂

図面名称：

番号

99

100

101

102

103

104

105

106

107

108

109

110

111

112

113

114

115

116

117

：対象範囲外（参考値）を示す

部位

U1

U1

U1

D1

U3

U1

U1

U1

U2

U1

D1

D1

D1

D1

D1

U2

D1

D1

D1

壁

壁

壁

壁

煙突

上裏

壁

壁

壁

壁

壁

壁

壁

壁

壁

壁

柱

柱

上裏

南側立面図

W

0.10 

0.10 

0.10 

1.10 

1.10 

0.80 

2.70 

0.40 

0.30 

0.30 

0.20 

0.30 

0.10 

0.30 

0.20 

0.20 

0.20 

0.10 

0.10 

H

0.10 

0.10 

0.10 

0.20 

4.00 

0.30 

0.20 

0.20 

0.60 

0.60 

0.50 

0.50 

0.30 

0.20 

0.20 

0.40 

0.10 

0.10 

0.10 

D

0.03 

0.03 

0.03 

0.03 

0.03 

0.03 

0.03 

0.03 

0.03 

0.03 

0.03 

0.03 

0.03 

0.03 

0.03 

0.03 

0.03 

0.03 

0.03 

面積(m2)

0.01 

0.01 

0.01 

0.22 

4.40 

0.24 

0.54 

0.08 

0.18 

0.18 

0.10 

0.15 

0.03 

0.06 

0.04 

0.08 

0.02 

0.01 

0.01 

備考

F:爆裂

図面名称：

番号

1

2

部位

U1

U1

上裏

上裏

西側立面図

W

0.30 

0.30 

H

0.30 

0.10 

D

0.03 

0.03 

面積(m2)

0.09 

0.03 

【本館】

No.F-4

備考

合       計(U3～U)

合       計(U2～U3)

合       計(U1～U2)

合       計(D1～U1)

4.40 

0.26 

1.07 

0.64 

18.22 

合       計(U3～U)

合       計(U2～U3)

合       計(U1～U2)

合       計(D1～U1)

合　　　計

F:爆裂

図面名称：

番号

1

2

3

4

5

部位

D1

D1

D1

D1

D1

壁

壁

上裏

上裏

上裏

東側立面図

W

0.50 

0.10 

0.10 

0.30 

0.40 

H

0.20 

0.10 

0.10 

0.30 

0.20 

D

0.03 

0.03 

0.03 

0.03 

0.03 

面積(m2)

0.10 

0.01 

0.01 

0.09 

0.08 

備考

F:爆裂

図面名称：

番号

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

部位

U3

U3

U3

U2

U2

U1

U3

U3

U3

U3

上裏

上裏

壁

壁

壁

壁

上裏

壁

上裏

上裏

7軸通り姿図

W

0.70 

1.50 

0.10 

0.10 

0.10 

0.30 

0.10 

0.20 

0.10 

0.10 

H

0.20 

0.50 

0.10 

0.10 

0.10 

0.30 

0.10 

0.20 

0.10 

0.10 

D

0.05 

0.03 

0.03 

0.03 

0.03 

0.03 

0.03 

0.03 

0.03 

0.03 

面積(m2)

0.14 

0.75 

0.01 

0.01 

0.01 

0.09 

0.01 

0.04 

0.01 

0.01 

【本館】

No.F-5

備考

合       計(U3～U)

合       計(U2～U3)

合       計(U1～U2)

合       計(D1～U1) 0.29 

0.29 

合       計(U3～U)

合       計(U2～U3)

合       計(U1～U2)

合       計(D1～U1)

合　　　計

0.97 

0.02 

0.09 

1.08 

F:爆裂

図面名称：

番号

1

2

部位

U3

U3

上裏

壁

10軸通り姿図

W

5.40 

1.00 

H

0.60 

0.50 

D

0.03 

0.04 

面積(m2)

3.24 

0.50 

備考

F:爆裂

図面名称：

番号

1

2

部位

U3

U3

上裏

壁

11軸通り姿図

W

0.70 

0.30 

H

0.40 

0.30 

D

0.03 

0.03 

面積(m2)

0.28 

0.09 

【本館】

No.F-6

備考

合       計(U3～U)

合       計(U2～U3)

合       計(U1～U2)

合       計(D1～U1)

3.74 

3.74 

合       計(U3～U)

合       計(U2～U3)

合       計(U1～U2)

合       計(D1～U1)

合　　　計

0.37 

0.37 

F:爆裂

図面名称：

番号

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

：対象範囲外（参考値）を示す

部位

U2

U1

U1

U1

U2

U1

U2

U2

U3

U3

U3

U3

U3

U1

U3

U2

U1

柱

柱

柱

柱

壁

壁

壁

壁

上裏

上裏

上裏

上裏

上裏

壁

柱

柱

柱

15軸通り姿図

W

0.60 

0.30 

0.10 

0.70 

0.20 

0.30 

0.20 

0.10 

0.50 

0.30 

0.40 

3.00 

3.00 

0.20 

0.60 

0.20 

0.20 

H

1.50 

0.30 

0.10 

0.70 

0.20 

0.30 

0.10 

0.10 

0.50 

0.40 

0.50 

0.20 

0.40 

0.30 

0.40 

0.30 

0.70 

D

0.03 

0.03 

0.03 

0.03 

0.03 

0.03 

0.03 

0.03 

0.03 

0.03 

0.03 

0.03 

0.03 

0.03 

0.03 

0.03 

0.05 

面積(m2)

0.90 

0.09 

0.01 

0.49 

0.04 

0.09 

0.02 

0.01 

0.25 

0.12 

0.20 

0.60 

1.20 

0.06 

0.24 

0.06 

0.14 

備考

F:爆裂

図面名称：

番号

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

部位

U3

U3

D1

D1

D1

U1

U3

U3

U3

U2

U3

柱

柱

柱

壁

壁

柱

天端

上裏

上裏

柱

柱

16軸通り姿図

W

0.30 

0.20 

0.20 

0.20 

0.40 

0.60 

0.20 

3.00 

1.50 

0.60 

0.20 

H

1.50 

1.00 

0.50 

0.20 

0.60 

0.40 

0.10 

0.60 

1.00 

0.40 

0.90 

D

0.03 

0.03 

0.03 

0.03 

0.03 

0.03 

0.03 

0.03 

0.03 

0.03 

0.03 

面積(m2)

0.45 

0.20 

0.10 

0.04 

0.24 

0.24 

0.02 

1.80 

1.50 

0.24 

0.18 

【本館】

No.F-7

備考

合       計(U3～U)

合       計(U2～U3)

合       計(U1～U2)

合       計(D1～U1)

2.61 

1.03 

0.88 

4.52 

合       計(U3～U)

合       計(U2～U3)

合       計(U1～U2)

合       計(D1～U1)

合　　　計

4.15 

0.24 

0.24 

0.38 

5.01 
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〒733-0002

本山　隆造　　

A3版出力時50％縮小施設管理課長 係長  図面名

本館外壁落下防止等改修工事

 工事名担当者主任

　　本館　Ｋ：赤外線温度異常個所（爆裂）

躯体劣化数量表（3） Ａ－６

Ｋ:赤外線温度異常個所（爆裂）

図面名称：

番号

196

197

198

199

200

201

202

203

204

205

206

207

208

209

210

211

212

213

214

215

216

217

218

219

220

221

222

223

224

225

226

227

228

229

230

231

232

233

234

235

236

237

238

239

240

部位

U3

U3

U2

U2

U2

U1

U1

U1

U1

U3

U1

U1

D1

D1

U1

U1

U2

U3

U3

U3

U3

U2

U1

U2

U3

U3

U3

U1

U1

U1

U1

U1

D1

D1

D1

D1

U1

U1

U1

U2

U2

U2

U2

U2

U2

柱

柱

柱

柱

柱

柱

柱

壁

壁

柱

柱

柱

壁

壁

壁

壁

壁

壁

壁

柱

柱

柱

柱

煙突

煙突

煙突

煙突

壁

壁

壁

壁

壁

壁

壁

壁

壁

壁

壁

壁

壁

壁

壁

壁

壁

壁

南側立面図

W

0.40 

0.40 

0.40 

0.40 

0.40 

0.20 

0.40 

0.50 

0.20 

0.40 

0.20 

0.40 

0.80 

2.50 

1.00 

0.70 

0.30 

0.50 

0.70 

0.40 

0.30 

0.40 

0.40 

0.25 

0.90 

0.20 

0.20 

0.50 

0.30 

0.90 

1.40 

0.30 

0.20 

0.40 

0.40 

1.10 

0.30 

0.25 

0.40 

0.35 

0.70 

0.70 

0.30 

0.30 

0.30 

H

0.60 

2.60 

0.20 

0.20 

0.50 

0.50 

2.70 

0.70 

1.40 

2.60 

0.60 

2.30 

0.10 

1.10 

0.20 

0.15 

0.30 

0.30 

0.20 

0.20 

0.20 

1.00 

5.80 

0.50 

3.70 

0.20 

0.15 

0.15 

0.15 

0.40 

0.20 

0.20 

1.00 

0.30 

0.40 

0.40 

1.00 

0.25 

0.25 

0.80 

0.70 

0.40 

0.30 

0.30 

0.30 

面積(m2)

0.24 

1.04 

0.08 

0.08 

0.20 

0.10 

1.08 

0.35 

0.28 

1.04 

0.12 

0.92 

0.08 

2.75 

0.20 

0.11 

0.09 

0.15 

0.14 

0.08 

0.06 

0.40 

2.32 

0.13 

3.33 

0.04 

0.03 

0.08 

0.05 

0.36 

0.28 

0.06 

0.20 

0.12 

0.16 

0.44 

0.30 

0.07 

0.10 

0.28 

0.49 

0.28 

0.09 

0.09 

0.09 

備考

Ｋ:赤外線温度異常個所（爆裂）

図面名称：

番号

1

部位

U1 壁

東側立面図

W

0.70 

H

0.15 

面積(m2)

0.11 

【本館】

No.K-4

備考

合       計(U3～U)

合       計(U2～U3)

合       計(U1～U2)

合       計(D1～U1)

合　　　計

6.15 

2.30 

6.78 

3.75 

70.90 

合       計(U3～U)

合       計(U2～U3)

合       計(U1～U2)

合       計(D1～U1)

合　　　計

Ｋ:赤外線温度異常個所（爆裂）

図面名称：

番号

98

99

100

101

102

103

104

105

106

107

108

109

110

111

112

113

114

115

116

117

118

119

120

121

122

123

124

125

126

127

128

129

130

131

132

133

134

135

136

137

138

139

140

141

142

143

144

145

146

合       計(U3～U)

合       計(U2～U3)

合       計(U1～U2)

合       計(D1～U1)

部位

U3

U3

U3

U3

U2

U2

U1

U1

U1

U3

U3

U2

U2

U2

U1

U1

U1

U1

U1

U1

U3

U3

U3

U3

U3

U2

U3

U3

U3

U3

U2

U3

U3

U3

U3

U3

U3

U3

U2

U2

U2

U1

U1

U1

U1

U2

U2

U2

U2

壁

壁

柱

柱

柱

柱

柱

壁

壁

壁

柱

柱

柱

柱

柱

柱

柱

柱

柱

柱

壁

壁

壁

壁

壁

柱

壁

壁

壁

壁

柱

壁

壁

壁

壁

壁

柱

柱

柱

柱

柱

柱

壁

壁

壁

壁

壁

壁

壁

南側立面図

W

0.15 

0.20 

0.20 

0.40 

0.15 

0.30 

0.40 

0.20 

3.40 

0.90 

0.40 

0.60 

0.30 

0.80 

0.20 

0.40 

0.20 

0.20 

0.20 

0.60 

0.10 

0.10 

0.10 

0.70 

0.60 

0.60 

0.15 

0.10 

0.10 

0.40 

0.40 

0.40 

0.10 

0.75 

0.25 

0.20 

0.40 

0.40 

0.10 

0.40 

0.30 

0.40 

0.20 

0.25 

0.20 

1.20 

0.10 

0.10 

0.10 

H

1.50 

0.15 

0.50 

0.50 

0.50 

0.40 

2.40 

0.20 

0.70 

0.40 

2.00 

0.60 

0.70 

0.40 

1.80 

2.20 

2.00 

0.40 

0.20 

0.70 

0.10 

0.10 

0.10 

1.80 

1.00 

0.30 

0.10 

0.15 

0.20 

0.90 

0.40 

0.90 

0.15 

0.30 

0.25 

0.20 

0.60 

0.90 

0.40 

1.20 

0.85 

1.20 

0.20 

0.40 

0.20 

0.20 

0.50 

0.20 

0.10 

面積(m2)

0.23 

0.03 

0.10 

0.20 

0.08 

0.12 

0.96 

0.04 

2.38 

0.36 

0.80 

0.36 

0.21 

0.32 

0.36 

0.88 

0.40 

0.08 

0.04 

0.42 

0.01 

0.01 

0.01 

1.26 

0.60 

0.18 

0.02 

0.02 

0.02 

0.36 

0.16 

0.36 

0.02 

0.23 

0.07 

0.04 

0.24 

0.36 

0.04 

0.48 

0.26 

0.48 

0.04 

0.10 

0.04 

0.24 

0.05 

0.02 

0.01 

5.35 

2.53 

6.22 

備考

Ｋ:赤外線温度異常個所（爆裂）

図面名称：

番号

147

148

149

150

151

152

153

154

155

156

157

158

159

160

161

162

163

164

165

166

167

168

169

170

171

172

173

174

175

176

177

178

179

180

181

182

183

184

185

186

187

188

189

190

191

192

193

194

195

合       計(U3～U)

合       計(U2～U3)

合       計(U1～U2)

合       計(D1～U1)

部位

U2

U3

U3

U3

U3

U2

U2

U1

U1

U2

U2

U2

U2

U2

U2

U3

U2

U3

U1

U2

U2

U2

U2

U3

U3

U3

U2

U1

U2

U2

U2

U2

U3

U2

U1

D1

U1

U2

U3

U3

U3

U2

U2

U2

U2

U1

D1

U1

U2

壁

壁

壁

壁

柱

柱

柱

柱

壁

壁

壁

壁

壁

壁

壁

柱

柱

壁

壁

壁

壁

壁

壁

壁

壁

柱

柱

柱

壁

壁

壁

壁

柱

柱

柱

壁

壁

壁

壁

柱

柱

柱

柱

柱

柱

柱

壁

壁

壁

南側立面図

W

0.15 

0.25 

0.70 

0.40 

0.40 

0.40 

0.20 

0.40 

0.20 

0.10 

0.90 

0.30 

0.40 

0.15 

1.80 

0.40 

0.40 

0.30 

0.60 

0.35 

0.60 

0.70 

0.30 

0.15 

0.20 

0.40 

0.40 

0.40 

0.15 

0.40 

0.45 

0.10 

0.40 

0.40 

0.40 

0.60 

0.20 

0.20 

0.30 

0.40 

0.40 

0.40 

0.20 

0.40 

0.25 

0.40 

0.85 

0.20 

0.30 

H

0.50 

0.90 

0.20 

0.20 

0.50 

3.20 

0.50 

0.90 

0.30 

0.90 

0.20 

0.30 

0.40 

0.15 

0.30 

3.90 

2.60 

1.20 

0.30 

1.20 

0.10 

0.30 

1.70 

0.20 

0.35 

5.50 

0.40 

2.80 

0.50 

1.10 

0.20 

0.20 

3.10 

0.40 

3.00 

0.20 

0.15 

0.15 

0.20 

0.80 

1.00 

0.20 

0.30 

0.30 

0.15 

0.80 

0.40 

0.60 

0.20 

面積(m2)

0.08 

0.23 

0.14 

0.08 

0.20 

1.28 

0.10 

0.36 

0.06 

0.09 

0.18 

0.09 

0.16 

0.03 

0.54 

1.56 

1.04 

0.36 

0.18 

0.42 

0.06 

0.21 

0.51 

0.03 

0.07 

2.20 

0.16 

1.12 

0.08 

0.44 

0.09 

0.02 

1.24 

0.16 

1.20 

0.12 

0.03 

0.03 

0.06 

0.32 

0.40 

0.08 

0.06 

0.12 

0.04 

0.32 

0.34 

0.12 

0.06 

6.89 

6.13 

3.39 

0.46 

【本館】

No.K-3

備考

Ｋ:赤外線温度異常個所（爆裂）

図面名称：

番号

1

2

3

4

5

6

7

部位

U1

U1

U1

U1

U1

U2

U2

柱

壁

壁

壁

壁

壁

壁

7軸通り姿図

W

0.70 

0.20 

0.20 

0.30 

0.20 

0.20 

0.20 

H

1.70 

0.20 

0.50 

0.60 

0.30 

0.20 

0.20 

面積(m2)

1.19 

0.04 

0.10 

0.18 

0.06 

0.04 

0.04 

備考

Ｋ:赤外線温度異常個所（爆裂）

図面名称：

番号

1

2

3

部位

U3

U3

U2

壁

柱

柱

10軸通り姿図

W

1.00 

0.20 

0.70 

H

0.50 

0.40 

2.35 

面積(m2)

0.50 

0.08 

1.65 

【本館】

No.K-5

備考

合       計(U3～U)

合       計(U2～U3)

合       計(U1～U2)

合       計(D1～U1)

合　　　計

0.08 

1.57 

1.65 

合       計(U3～U)

合       計(U2～U3)

合       計(U1～U2)

合       計(D1～U1)

合　　　計

0.58 

1.65 

2.23 

Ｋ:赤外線温度異常個所（爆裂）

図面名称：

番号

1

2

3

4

5

6

部位

U3

U3

U2

U2

U2

U2

柱

柱

柱

壁

壁

壁

11軸通り姿図

W

0.40 

0.15 

0.40 

0.20 

0.30 

0.50 

H

0.60 

0.15 

0.25 

0.30 

0.30 

0.20 

面積(m2)

0.24 

0.03 

0.10 

0.06 

0.09 

0.10 

備考

Ｋ:赤外線温度異常個所（爆裂）

図面名称：

番号

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

部位

U2

U2

U3

U3

U3

U1

U2

U3

U2

U1

柱

壁

壁

壁

壁

壁

壁

柱

柱

柱

15軸通り姿図

W

0.70 

0.20 

0.30 

0.50 

0.20 

0.20 

0.50 

0.70 

0.70 

0.20 

H

1.70 

0.20 

0.50 

0.90 

0.30 

0.30 

0.15 

0.40 

2.10 

0.70 

面積(m2)

1.19 

0.04 

0.15 

0.45 

0.06 

0.06 

0.08 

0.28 

1.47 

0.14 

【本館】

No.K-6

備考

合       計(U3～U)

合       計(U2～U3)

合       計(U1～U2)

合       計(D1～U1)

合　　　計

0.27 

0.35 

0.62 

合       計(U3～U)

合       計(U2～U3)

合       計(U1～U2)

合       計(D1～U1)

合　　　計

0.94 

2.78 

0.20 

3.92 

Ｋ:赤外線温度異常個所（爆裂）

図面名称：

番号

1

2

3

部位

U3

U1

U2

柱

柱

柱

16軸通り姿図

W

0.40 

0.20 

0.40 

H

1.00 

0.80 

0.20 

面積(m2)

0.40 

0.16 

0.08 

備考

Ｋ:赤外線温度異常個所（爆裂）

図面名称：

番号

1

2

3

4

部位

U3

U3

U3

U3

柱

柱

柱

壁

19軸通り姿図

W

0.20 

0.40 

0.40 

5.60 

H

2.10 

0.50 

1.40 

1.00 

面積(m2)

0.42 

0.20 

0.56 

5.60 

【本館】

No.K-7

備考

合       計(U3～U)

合       計(U2～U3)

合       計(U1～U2)

合       計(D1～U1)

合　　　計

0.40 

0.08 

0.16 

0.64 

合       計(U3～U)

合       計(U2～U3)

合       計(U1～U2)

合       計(D1～U1)

合　　　計

6.78 

6.78 

Ｋ:赤外線温度異常個所（爆裂）

図面名称：

番号

1

2

3

4

5

：対象範囲外（参考値）を示す

部位

U1

U1

U1

U2

U3

柱

柱

柱

柱

壁

20軸通り姿図

W

0.70 

0.20 

0.20 

0.70 

0.40 

H

2.70 

0.60 

0.90 

1.70 

0.80 

面積(m2)

1.89 

0.12 

0.18 

1.19 

0.32 

備考

Ｋ:赤外線温度異常個所（爆裂）

図面名称：

番号

1

2

3

4

5

6

7

8

9

部位

U3

U3

U3

U3

U3

U3

U2

U2

U2

壁

壁

壁

壁

壁

壁

壁

壁

壁

ｂ面姿図

W

0.20 

0.30 

0.15 

0.80 

0.20 

0.60 

0.20 

0.10 

0.30 

H

0.40 

0.20 

0.15 

0.40 

0.10 

0.90 

0.10 

0.20 

0.60 

面積(m2)

0.08 

0.06 

0.03 

0.32 

0.02 

0.54 

0.02 

0.02 

0.18 

【本館】

No.K-8

備考

合       計(U3～U)

合       計(U2～U3)

合       計(U1～U2)

合       計(D1～U1)

合　　　計

0.32 

1.19 

2.19 

3.70 

合       計(U3～U)

合       計(U2～U3)

合       計(U1～U2)

合       計(D1～U1)

合　　　計

Ｋ:赤外線温度異常個所（爆裂）

図面名称：

番号

1

2

3

4

：対象範囲外（参考値）を示す

部位

U3

U3

U3

U3

壁

壁

壁

壁

ｃ面姿図

W

0.20 

0.20 

0.80 

0.30 

H

1.80 

0.20 

0.20 

0.10 

面積(m2)

0.36 

0.04 

0.16 

0.03 

備考

Ｋ:赤外線温度異常個所（爆裂）

図面名称：

番号

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

部位

U3

U1

U1

D1

D1

U1

U2

U2

U3

U3

U3

U2

U3

U3

U3

U3

U3

U3

U3

U3

U2

U3

U3

U3

U2

柱

柱

柱

柱

煙突

煙突

煙突

煙突

煙突

煙突

煙突

壁

壁

壁

壁

柱

壁

壁

壁

壁

壁

壁

柱

柱

柱

ｇ面姿図

W

0.20 

0.35 

0.70 

0.50 

0.50 

0.40 

0.20 

0.10 

0.15 

0.90 

0.50 

0.20 

0.60 

0.40 

0.30 

0.20 

0.30 

0.20 

0.20 

0.20 

0.30 

0.45 

0.20 

0.70 

0.15 

H

0.70 

0.55 

2.40 

1.00 

2.00 

1.70 

0.30 

0.60 

1.50 

4.70 

0.50 

0.30 

0.30 

0.40 

0.45 

0.20 

0.50 

0.20 

0.20 

0.20 

0.30 

0.45 

0.70 

0.20 

1.20 

面積(m2)

0.14 

0.20 

1.68 

0.50 

1.00 

0.68 

0.06 

0.06 

0.23 

4.23 

0.25 

0.06 

0.18 

0.16 

0.14 

0.04 

0.15 

0.04 

0.04 

0.04 

0.09 

0.21 

0.14 

0.14 

0.18 

【本館】

No.K-9

備考

合       計(U3～U)

合       計(U2～U3)

合       計(U1～U2)

合       計(D1～U1)

合　　　計

合       計(U3～U)

合       計(U2～U3)

合       計(U1～U2)

合       計(D1～U1)

合　　　計

6.13 

0.45 

2.56 

1.50 

10.64 

Ｋ:赤外線温度異常個所（爆裂）

図面名称：

番号

1

部位

U2 壁

ｈ面姿図

W

1.30 

H

0.90 

面積(m2)

1.17 

備考

Ｋ:赤外線温度異常個所（爆裂）

図面名称：

番号

1

2

3

部位

U2

U2

U1

壁

壁

壁

ｉ面姿図

W

0.20 

0.30 

0.30 

H

0.20 

0.90 

0.20 

面積(m2)

0.04 

0.27 

0.06 

【本館】

No.K-10

備考

合       計(U3～U)

合       計(U2～U3)

合       計(U1～U2)

合       計(D1～U1)

合　　　計

1.17 

1.17 

合       計(U3～U)

合       計(U2～U3)

合       計(U1～U2)

合       計(D1～U1)

合　　　計

0.31 

0.06 

0.37 

　　本館　Ｌ：赤外線温度異常個所（ひび割れ）

Ｌ:赤外線温度異常個所（ひび割れ）

図面名称：

番号

1

2

3

4

5

6

：対象範囲外（参考値）を示す

部位

U2

U2

U2

U2

U2

D1

壁

壁

壁

壁

壁

壁

南側立面図

幅 長さ(m)

0.40 

0.70 

0.25 

0.35 

0.35 

5.15 

備考

Ｌ:赤外線温度異常個所（ひび割れ）

図面名称：

番号

1

部位

U3 柱

11軸通り姿図

幅 長さ(m)

0.50 

備考

Ｌ:赤外線温度異常個所（ひび割れ）

図面名称：

番号

1

部位

U3 壁

ｂ面姿図

幅 長さ(m)

1.30 

【本館】

No.L-1

備考

合       計(U3～U)

合       計(U2～U3)

合       計(U1～U2)

合       計(D1～U1)

合       計

2.05 

5.15 

7.20 

合       計(U3～U)

合       計(U2～U3)

合       計(U1～U2)

合       計(D1～U1)

合       計

0.50 

0.50 

合       計(U3～U)

合       計(U2～U3)

合       計(U1～U2)

合       計(D1～U1)

合       計

Ｌ:赤外線温度異常個所（ひび割れ）

図面名称：

番号

1

2

3

部位

U1

U2

U2

煙突

壁

壁

ｇ面姿図

幅

0.5 

長さ(m)

3.60 

0.90 

1.60 

備考

【本館】

No.L-2

合       計(U3～U)

合       計(U2～U3)

合       計(U1～U2)

合       計(D1～U1)

合       計

2.50 

3.60 

6.10 

：対象範囲外（参考値）を示す



0.15 合　　　計

No.D-3

【通路棟】

備考

0.15 

面積(m2)

0.30 

H

0.50 

W

オーバーブリッジ

壁

部位

1

番号

図面名称：

D：モルタル浮き　面積0.25以下

合　　　計合　　　計

備考

No.D-2

【通路棟】

0.01 

0.10 

0.12 

0.05 

面積(m2)

0.10 

0.25 

0.15 

0.15 

H

0.10 

0.40 

0.80 

0.30 

W

階段室

壁

壁

面台

壁

部位

4

3

2

1

番号

図面名称：

D：モルタル浮き　面積0.25以下

備考

0.17 

0.20 

面積(m2)

0.85 

0.25 

H

0.20 

0.80 

W

ポンプ室・打合せ室

壁

壁

部位

：対象範囲外（参考値）を示す

2

1

番号

図面名称：

D：モルタル浮き　面積0.25以下

0.38 合　　　計0.06 合　　　計

備考

No.D-1

【通路棟】

0.03 

0.15 

0.20 

面積(m2)

0.30 

0.30 

0.50 

H

0.10 

0.50 

0.40 

W

西側立面図

庇天端

壁

庇天端

部位

3

2

1

番号

図面名称：

D：モルタル浮き　面積0.25以下

備考

0.06 

面積(m2)

0.10 

H

0.55 

W

屋根伏図

壁

部位

：対象範囲外（参考値）を示す

1

番号

図面名称：

D：モルタル浮き　面積0.25以下

面積0.25㎡以下　　通路棟　Ｄ：モルタル浮き

　　通路棟　Ａ：ひび割れ（幅0.2未満）

A:ひび割れ(幅0.2未満)

図面名称：

番号

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

：対象範囲外（参考値）を示す

部位

壁

壁

壁

壁

壁

壁

壁

壁

壁

壁

壁

壁

壁

壁

壁

壁

壁

壁

壁

壁

西側立面図

幅

0.1 

0.1 

0.1 

0.1 

0.1 

0.1 

0.1 

0.1 

0.1 

0.1 

0.1 

0.1 

0.1 

0.1 

0.1 

0.1 

0.1 

0.1 

0.1 

0.1 

長さ(m)

0.55 

0.55 

0.70 

0.20 

0.15 

0.15 

0.20 

0.10 

0.10 

0.10 

0.25 

0.10 

0.10 

0.30 

0.20 

0.65 

0.20 

0.15 

0.15 

0.25 

備考

A:ひび割れ(幅0.2未満)

図面名称：

番号

1

2

3

部位

壁

壁

壁

ポンプ室・打合せ室

幅

0.1 

0.1 

0.1 

長さ(m)

0.30 

0.90 

1.00 

備考

A:ひび割れ(幅0.2未満)

図面名称：

番号

1

2

3

4

5

6

7

部位

桁梁

桁梁

桁梁

桁梁

桁梁

桁梁

桁梁

オーバーブリッジ

幅

0.1 

0.1 

0.1 

0.1 

0.1 

0.1 

0.1 

長さ(m)

1.00 

0.65 

0.65 

0.65 

0.65 

0.65 

0.45 

【通路棟】

No.A-1

備考

合       計 5.15 合       計 合       計 4.70 

　　通路棟　Ｂ：ひび割れ（幅0.2～1.0ｍｍ未満）

B:ひび割れ(幅0.2～1.0ｍｍ未満)

図面名称：

番号

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

：対象範囲外（参考値）を示す

部位

スラブ

スラブ

スラブ

スラブ

スラブ

スラブ

スラブ

スラブ

スラブ

スラブ

スラブ

スラブ

屋根伏図

幅

0.5 

0.3 

0.5 

0.5 

0.3 

0.3 

0.3 

0.5 

0.3 

0.3 

0.5 

0.5 

長さ(m)

4.15 

3.40 

3.60 

4.50 

1.45 

2.45 

2.25 

2.95 

2.30 

1.30 

3.15 

1.85 

備考

B:ひび割れ(幅0.2～1.0ｍｍ未満)

図面名称：

番号

1

2

3

部位

庇

庇

庇

西側立面図

幅 長さ(m)

2.00 

2.00 

2.00 

備考

貫 通
錆 汁
エフロ

レッセン
ス

B:ひび割れ(幅0.2～1.0ｍｍ未満)

図面名称：

番号

1

部位

壁

幅

0.2 

長さ(m)

0.30 

【通路棟】

No.B-1

備考

合       計 33.35 合       計 6.00 合       計

国立青少年教育振興機構　国立大洲青少年交流の家　

日付

登録番号 番号縮尺

令和４年６月
一級建築士事務所　広島県知事登録　20(1)第5440号

サクシード
建築士事務所

１級建築士登録　第85488号

TEL 082-230-2820 FAX 082-207-4566

広島県広島市西区楠木町3-10-13　ｱﾄﾞｳｨﾝﾋﾞﾙ4F

〒733-0002

本山　隆造　　

A3版出力時50％縮小施設管理課長 係長  図面名

本館外壁落下防止等改修工事

 工事名担当者主任

躯体劣化数量表（4） Ａ－７

D’：モルタル浮き　面積0.25㎡以上

図面名称：

番号

：対象範囲外（参考値）を示す

部位

屋根伏図

W H 面積(m2) 備考

D’：モルタル浮き　面積0.25㎡以上

図面名称：

番号

1

2

3

4

5

部位

庇天端

壁

庇天端

庇天端

庇天端

西側立面図

W

0.50 

2.00 

2.90 

12.10 

11.70 

H

0.60 

0.20 

0.90 

0.90 

0.85 

面積(m2)

0.30 

0.40 

2.61 

10.89 

9.95 

【通路棟】

No.D’-1

備考

24.15 合　　　計合　　　計

D’：モルタル浮き　面積0.25㎡以上

図面名称：

番号

1

：対象範囲外（参考値）を示す

部位

壁

ポンプ室・打合せ室

W

2.10 

H

0.30 

面積(m2)

0.63 

備考

D’：モルタル浮き　面積0.25㎡以上

図面名称：

番号

1

部位

壁

階段室

W

0.70 

H

0.50 

面積(m2)

0.35 

【通路棟】

No.D’-2

備考

合　　　計合　　　計

　　通路棟　Ｄ’：モルタル浮き 面積0.25㎡以上

D’：モルタル浮き　面積0.25㎡以上

図面名称：

番号

1

部位

壁

オーバーブリッジ

W

1.10 

H

0.50 

面積(m2)

0.55 

備考

【通路棟】

No.D’-3

合　　　計 0.55 

　　通路棟　Ｅ：欠損

E:欠損

図面名称：

番号

1

2

部位

壁

庇

屋根伏図

W

0.10 

0.10 

H

0.10 

0.95 

面積(m2)

0.01 

0.10 

備考

d=20

E:欠損

図面名称：

番号

1

部位

庇鼻先

西側立面図

W

0.55 

H

0.40 

面積(m2)

0.22 

【通路棟】

No.E-1

備考

d=50

合　　　計 0.11 合　　　計 0.22 

E:欠損

図面名称：

番号

1

部位

壁

東側立面図

W

0.60 

H

0.10 

面積(m2)

0.06 

備考

【通路棟】

No.E-2

合　　　計 0.06 

　　通路棟　Ｆ：爆裂

F:爆裂

図面名称：

番号

1

部位

壁

西側立面図

W

0.45 

H

1.05 

D 面積(m2)

0.48 

備考

F:爆裂

図面名称：

番号

1

部位

上裏

東側立面図

W

0.10 

H

0.10 

D

0.03 

面積(m2)

0.01 

【通路棟】

No.F-1

備考

合　　　計 0.48 合　　　計 0.01 

　　通路棟　Ｇ：塗膜劣化

備考

No.G-1

【通路棟】

0.12 

0.20 

0.30 

面積(m2)

0.30 

0.40 

0.30 

H

0.40 

0.50 

1.00 

W

東側立面図

上裏

上裏

上裏

部位

3

2

1

番号

図面名称：

G:塗膜劣化

備考

0.06 

0.12 

0.05 

0.16 

0.01 

0.04 

0.05 

0.03 

0.04 

0.04 

0.30 

0.33 

0.06 

0.36 

0.01 

0.06 

0.38 

2.00 

0.43 

0.04 

5.81 

0.15 

0.01 

0.02 

0.10 

0.05 

0.01 

0.03 

0.04 

0.01 

0.01 

0.02 

0.22 

面積(m2)

0.15 

0.20 

0.15 

0.10 

0.10 

0.10 

0.15 

0.15 

0.10 

0.10 

0.20 

0.30 

0.30 

0.55 

0.05 

0.20 

0.25 

0.30 

0.25 

0.20 

0.35 

0.30 

0.10 

0.10 

0.50 

0.20 

0.10 

0.15 

0.10 

0.10 

0.10 

0.10 

0.20 

H

0.40 

0.60 

0.30 

1.60 

0.10 

0.40 

0.30 

0.15 

0.40 

0.40 

1.50 

1.10 

0.20 

0.65 

0.05 

0.30 

1.50 

6.65 

1.70 

0.20 

16.60 

0.50 

0.10 

0.20 

0.20 

0.25 

0.10 

0.15 

0.40 

0.10 

0.10 

0.20 

1.10 

W

西側立面図

壁

庇鼻先

庇鼻先

上裏

壁

壁

庇鼻先

庇鼻先

上裏

上裏

庇鼻先

壁

壁

庇上裏

壁

壁

壁

庇鼻先

壁

壁

庇上裏

壁

庇上裏

庇上裏

庇上裏

壁

壁

壁

庇上裏

壁

壁

庇上裏

壁

部位

33

32

31

30

29

28

27

26

25

24

23

22

21

20

19

18

17

16

15

14

13

12

11

10

9

8

7

6

5

4

3

2

1

番号

図面名称：

G:塗膜劣化

0.62 合　　　計11.05 合　　　計

合　　　計合　　　計

備考

No.F-2

【通路棟】

0.01 

1.08 

面積(m2)D

0.10 

0.80 

H

0.10 

1.35 

W

階段室

壁

壁

部位

2

1

番号

図面名称：

F:爆裂

備考

0.19 

面積(m2)

0.15 

D

0.75 

H

0.25 

W

ポンプ室・打合せ室

壁

部位

：対象範囲外（参考値）を示す

1

番号

図面名称：

F:爆裂

備考

No.F-3

【通路棟】

41.72 

7.00 

1.75 

1.75 

1.75 

1.75 

面積(m2)D

5.00 

5.00 

5.00 

5.00 

H

0.35 

0.35 

0.35 

0.35 

W

オーバーブリッジ

スラブ

スラブ

スラブ

スラブ

部位

合　　　計　　　①+②

小　　　計　　　②

56

55

54

53

番号

図面名称：

F:爆裂

錆止め補修済

錆止め補修済

錆止め補修済

錆止め補修済

錆止め補修済

錆止め補修済

錆止め補修済

錆止め補修済

錆止め補修済

錆止め補修済

錆止め補修済

錆止め補修済

錆止め補修済

錆止め補修済

備考

34.72 

1.75 

1.75 

1.75 

1.75 

1.75 

1.75 

1.75 

1.75 

1.75 

1.75 

1.75 

1.75 

1.35 

0.63 

1.25 

1.25 

0.63 

0.03 

0.01 

0.27 

0.28 

0.03 

0.25 

0.04 

0.01 

0.01 

0.01 

0.29 

0.10 

0.08 

0.28 

0.07 

0.15 

0.14 

0.08 

0.99 

0.42 

0.12 

0.12 

0.03 

0.36 

0.16 

1.85 

0.38 

0.18 

0.14 

0.49 

0.18 

0.25 

0.21 

0.43 

0.17 

面積(m2)

0.05 

0.05 

0.05 

0.03 

0.03 

0.03 

0.03 

0.08 

0.30 

0.25 

0.10 

0.10 

0.10 

0.09 

0.10 

0.07 

0.05 

0.20 

D

5.00 

5.00 

5.00 

5.00 

5.00 

5.00 

5.00 

5.00 

5.00 

5.00 

5.00 

5.00 

4.50 

1.40 

5.00 

5.00 

1.40 

0.15 

0.10 

0.35 

0.50 

0.15 

1.00 

0.20 

0.10 

0.10 

0.10 

1.15 

0.40 

0.25 

1.10 

0.25 

0.60 

0.55 

0.25 

3.30 

1.20 

0.20 

0.60 

0.20 

1.20 

0.40 

3.70 

0.95 

0.15 

0.15 

1.95 

0.35 

0.50 

0.60 

0.50 

0.15 

H

0.35 

0.35 

0.35 

0.35 

0.35 

0.35 

0.35 

0.35 

0.35 

0.35 

0.35 

0.35 

0.30 

0.45 

0.25 

0.25 

0.45 

0.15 

0.10 

0.75 

0.55 

0.15 

0.25 

0.20 

0.10 

0.10 

0.10 

0.25 

0.25 

0.30 

0.25 

0.25 

0.25 

0.25 

0.30 

0.30 

0.35 

0.60 

0.20 

0.15 

0.30 

0.40 

0.50 

0.40 

1.20 

0.90 

0.25 

0.50 

0.50 

0.35 

0.85 

1.10 

W

オーバーブリッジ

スラブ

スラブ

スラブ

スラブ

スラブ

スラブ

スラブ

スラブ

スラブ

スラブ

スラブ

スラブ

桁梁

桁梁

桁梁

桁梁

桁梁

桁梁

桁梁

桁梁

桁梁

桁梁

桁梁

桁梁

桁梁

桁梁

桁梁

桁梁

桁梁

桁梁

桁梁

桁梁

桁梁

桁梁

桁梁

桁梁

桁梁

桁梁

桁梁

桁梁

桁梁

桁梁

桁梁

橋脚

桁梁

桁梁

橋脚

橋脚

橋脚

橋脚

壁

壁

部位

小　　　計　　　①

52

51

50

49

48

47

46

45

44

43

42

41

40

39

38

37

36

35

34

33

32

31

30

29

28

27

26

25

24

23

22

21

20

19

18

17

16

15

14

13

12

11

10

9

8

7

6

5

4

3

2

1

番号

図面名称：

F:爆裂

G:塗膜劣化

図面名称：

番号

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

：対象範囲外（参考値）を示す

部位

壁

壁

壁

壁

壁

壁

壁

壁

壁

壁

W

0.35 

0.10 

0.50 

0.40 

0.30 

0.30 

0.10 

0.10 

0.30 

0.20 

H

0.20 

0.10 

0.30 

0.10 

0.10 

0.30 

0.10 

0.10 

0.30 

0.20 

面積(m2)

0.07 

0.01 

0.15 

0.04 

0.03 

0.09 

0.01 

0.01 

0.09 

0.04 

備考

G:塗膜劣化

図面名称：

番号

1

部位

壁

階段室

W

0.90 

H

0.15 

面積(m2)

0.14 

【通路棟】

No.G-2

備考

合　　　計 合　　　計

ポンプ室・打合せ室

G:塗膜劣化

図面名称：

番号

1

部位

壁

オーバーブリッジ

W

0.90 

H

0.50 

面積(m2)

0.45 

備考

【通路棟】

No.G-3

合　　　計 0.45 



国立青少年教育振興機構　国立大洲青少年交流の家　

日付

登録番号 番号縮尺

令和４年６月
一級建築士事務所　広島県知事登録　20(1)第5440号

サクシード
建築士事務所

１級建築士登録　第85488号

TEL 082-230-2820 FAX 082-207-4566

広島県広島市西区楠木町3-10-13　ｱﾄﾞｳｨﾝﾋﾞﾙ4F

〒733-0002

本山　隆造　　

A3版出力時50％縮小施設管理課長 係長  図面名

本館外壁落下防止等改修工事

 工事名担当者主任

躯体劣化数量表（5） Ａ－８

　　通路棟　Ｈ：エフロレッセンス

H：エフロレッセンス

図面名称：

番号

1

：対象範囲外（参考値）を示す

部位

壁

ポンプ室・打合せ室

W

0.20 

H

0.20 

面積(m2)

0.04 

備考

【通路棟】

No.H-1

合　　　計

合　　　計合　　　計

備考

No.K-1

【通路棟】

0.40 

0.25 

0.12 

0.25 

0.03 

1.05 

0.03 

0.09 

0.30 

0.04 

0.04 

面積(m2)

0.40 

0.50 

0.40 

0.50 

0.15 

0.70 

0.10 

0.30 

0.30 

0.20 

0.20 

H

1.00 

0.50 

0.30 

0.50 

0.20 

1.50 

0.30 

0.30 

1.00 

0.20 

0.20 

W

階段室

壁

壁

壁

壁

壁

壁

壁

壁

壁

壁

壁

部位

11

10

9

8

7

6

5

4

3

2

1

番号

図面名称：

Ｋ:赤外線温度異常個所（爆裂）

備考

0.12 

0.05 

0.21 

0.07 

面積(m2)

0.60 

0.50 

0.35 

0.35 

H

0.20 

0.10 

0.60 

0.20 

W

ポンプ室・打合せ室

壁

壁

壁

壁

部位

：対象範囲外（参考値）を示す

4

3

2

1

番号

図面名称：

Ｋ:赤外線温度異常個所（爆裂）

　　通路棟　Ｋ：赤外線温度異常個所（爆裂）

　　通路棟　Ｊ：仕上摩耗

Ｊ:仕上摩耗

図面名称：

番号

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

部位

桁梁

桁梁

桁梁

桁梁

桁梁

壁

壁

桁梁

桁梁

桁梁

桁梁

桁梁

桁梁

桁梁

桁梁

桁梁

桁梁

桁梁

桁梁

桁梁

桁梁

桁梁

桁梁

桁梁

桁梁

桁梁

桁梁

オーバーブリッジ

W

0.35 

0.35 

0.25 

0.30 

0.35 

0.80 

5.00 

0.30 

2.50 

1.90 

0.60 

1.40 

2.50 

2.00 

4.00 

1.00 

2.00 

1.50 

1.50 

1.20 

0.60 

0.60 

0.60 

2.50 

2.50 

1.40 

3.00 

H

0.30 

0.30 

0.15 

0.10 

0.15 

0.30 

0.25 

0.20 

0.15 

0.20 

0.20 

0.15 

0.25 

0.20 

0.15 

0.20 

0.15 

0.15 

0.15 

0.15 

0.10 

0.15 

0.20 

0.25 

0.15 

0.45 

0.25 

面積(m2)

0.11 

0.11 

0.04 

0.03 

0.06 

0.24 

1.25 

0.06 

0.38 

0.38 

0.12 

0.21 

0.63 

0.40 

0.60 

0.20 

0.30 

0.23 

0.23 

0.18 

0.06 

0.09 

0.12 

0.63 

0.38 

0.63 

0.75 

備考

【通路棟】

No.Ｊ-1

合　　　計 8.42 

　　劣化数量集計表

【本館】

図
面
番
号

A-10

A-11

A-12

合　　　計

【通路棟】

図
面
番
号

合　　　計

【総合集計】

合　　　計

図面名称

Ｄ１階平面図

Ｕ1階平面図

屋上平面図

北側立面図

南側立面図

西側立面図

東側立面図

7軸通り姿図

10軸通り姿図

11軸通り姿図

15軸通り姿図

16軸通り姿図

19軸通り姿図

20軸通り姿図

31軸通り姿図

34軸通り姿図

a面姿図

ｂ面姿図

ｃ面姿図

ｇ面姿図

ｈ面姿図

i面姿図

図面名称

屋根伏図

西側立面図

東側立面図

ポンプ室・打合せ室

階段室

オーバーブリッジ

A

ひび割れ(m)

幅0.2㎜未満

ｍ

A

ひび割れ(m)

幅0.2㎜未満

5.15 

4.70 

9.85 

ｍ

A

ひび割れ(m)

幅0.2㎜未満

9.85 

ｍ

Ｂ

幅0.2㎜以上

幅1.0㎜未満

0.90 

0.90 

ｍ

Ｂ

幅0.2㎜以上

幅1.0㎜未満

33.35 

6.00 

39.35 

ｍ

Ｂ

幅0.2㎜以上

幅1.0㎜未満

40.25 

ｍ

Ｃ

幅1.0㎜以上

2.00 

2.00 

ｍ

Ｃ

幅1.0㎜以上

ｍ

Ｃ

幅1.0㎜以上

2.00 

ｍ

D

モルタル

浮き

(面積0.25㎡以下)

㎡

D

モルタル

浮き

(面積0.25㎡以下)

0.06 

0.38 

0.15 

0.59 

㎡

D

モルタル

浮き

(面積0.25㎡以下)

0.59 

㎡

D’

モルタル

浮き

(面積0.25㎡以上)

㎡

Ｄ’

モルタル

浮き

(面積0.25㎡以上)

24.15 

0.55 

24.70 

㎡

Ｄ’

モルタル

浮き

(面積0.25㎡以上)

24.70 

㎡

Ｅ

欠損

㎡

Ｅ

欠損

0.11 

0.22 

0.06 

0.39 

㎡

Ｅ

欠損

0.39 

㎡

Ｆ

爆裂

0.92 

12.36 

18.22 

0.29 

1.08 

3.74 

0.37 

4.52 

5.01 

3.32 

1.66 

0.18 

0.01 

5.07 

0.35 

57.10 

㎡

Ｆ

爆裂

0.48 

0.01 

41.72 

42.21 

㎡

Ｆ

爆裂

99.31 

㎡

Ｇ

塗膜劣化

2.13 

0.30 

6.37 

1.89 

0.53 

0.24 

0.40 

1.89 

13.75 

㎡

Ｇ

塗膜劣化

11.05 

0.62 

0.45 

12.12 

㎡

Ｇ

塗膜劣化

25.87 

㎡

Ｈ

エフロ

レッセンス

㎡

Ｈ

エフロ

レッセンス

㎡

Ｈ

エフロ

レッセンス

㎡

Ｉ

シーリング

劣化

11.30 

11.30 

ｍ

Ｉ

シーリング

劣化

ｍ

Ｉ

シーリング

劣化

11.30 

ｍ

Ｊ

仕上

摩耗

㎡

Ｊ

仕上

摩耗

8.42 

8.42 

㎡

Ｊ

仕上

摩耗

8.42 

㎡

Ｋ

赤外線温度

異常個所

（爆裂）

56.28 

7.77 

70.90 

1.65 

2.23 

0.62 

3.92 

0.64 

6.78 

3.70 

10.64 

1.17 

0.37 

㎡

Ｋ

赤外線温度

異常個所

（爆裂）

㎡

Ｋ

赤外線温度

異常個所

（爆裂）

㎡

L

赤外線温度

異常個所

（ひび割れ）

7.20 

0.50 

6.10 

13.80 

ｍ

L

赤外線温度

異常個所

（ひび割れ）

ｍ

L

赤外線温度

異常個所

（ひび割れ）

13.80 

ｍ

A-13

A-14

Ａ-15

Ａ-16

166.67 

166.67 

　　劣化数量集計表

【本館】

図
面
番
号

A-10

A-11

A-12

合　　　計

【通路棟】

図
面
番
号

合　　　計

【総合集計】

合　　　計

図面名称

Ｄ１階平面図

Ｕ1階平面図

屋上平面図

北側立面図

南側立面図

西側立面図

東側立面図

7軸通り姿図

10軸通り姿図

11軸通り姿図

15軸通り姿図

16軸通り姿図

19軸通り姿図

20軸通り姿図

31軸通り姿図

34軸通り姿図

a面姿図

ｂ面姿図

ｃ面姿図

ｇ面姿図

ｈ面姿図

i面姿図

図面名称

屋根伏図

西側立面図

東側立面図

ポンプ室・打合せ室

階段室

オーバーブリッジ

A

ひび割れ(m)

幅0.2㎜未満

ｍ

A

ひび割れ(m)

幅0.2㎜未満

5.15 

2.20 

4.70 

12.05 

ｍ

A

ひび割れ(m)

幅0.2㎜未満

12.05 

ｍ

Ｂ

幅0.2㎜以上

幅1.0㎜未満

0.90 

0.90 

ｍ

Ｂ

幅0.2㎜以上

幅1.0㎜未満

33.35 

6.00 

0.30 

39.65 

ｍ

Ｂ

幅0.2㎜以上

幅1.0㎜未満

40.55 

ｍ

Ｃ

幅1.0㎜以上

2.00 

2.00 

ｍ

Ｃ

幅1.0㎜以上

ｍ

Ｃ

幅1.0㎜以上

2.00 

ｍ

D

モルタル

浮き

㎡

D

モルタル

浮き

0.06 

24.53 

1.00 

0.63 

0.70 

26.92 

㎡

D

モルタル

浮き

26.92 

㎡

Ｅ

欠損

㎡

Ｅ

欠損

0.11 

0.22 

0.06 

0.39 

㎡

Ｅ

欠損

0.39 

㎡

Ｆ

爆裂

0.92 

0.29 

13.57 

19.51 

0.12 

0.29 

1.08 

3.74 

0.37 

4.52 

5.01 

3.32 

1.66 

0.18 

0.01 

5.07 

0.35 

60.01 

㎡

Ｆ

爆裂

0.48 

0.01 

0.19 

1.09 

41.72 

43.49 

㎡

Ｆ

爆裂

103.50 

㎡

Ｇ

塗膜劣化

2.13 

0.30 

6.37 

1.89 

0.53 

0.24 

0.40 

0.54 

1.89 

14.29 

㎡

Ｇ

塗膜劣化

11.05 

0.62 

0.54 

0.14 

0.45 

12.80 

㎡

Ｇ

塗膜劣化

27.09 

㎡

Ｈ

エフロ

レッセンス

㎡

Ｈ

エフロ

レッセンス

0.04 

0.04 

㎡

Ｈ

エフロ

レッセンス

0.04 

㎡

Ｉ

シーリング

劣化

11.30 

11.30 

ｍ

Ｉ

シーリング

劣化

ｍ

Ｉ

シーリング

劣化

11.30 

ｍ

Ｊ

仕上

摩耗

㎡

Ｊ

仕上

摩耗

8.42 

8.42 

㎡

Ｊ

仕上

摩耗

8.42 

㎡

Ｋ

赤外線温度

異常個所

（爆裂）

56.28 

8.18 

71.47 

0.11 

1.65 

2.23 

0.62 

3.92 

0.64 

6.78 

3.70 

1.27 

0.59 

10.64 

1.17 

0.37 

169.62 

㎡

Ｋ

赤外線温度

異常個所

（爆裂）

0.45 

2.60 

3.05 

㎡

Ｋ

赤外線温度

異常個所

（爆裂）

172.67 

㎡

L

赤外線温度

異常個所

（ひび割れ）

7.20 

0.50 

1.30 

6.10 

15.10 

ｍ

L

赤外線温度

異常個所

（ひび割れ）

ｍ

L

赤外線温度

異常個所

（ひび割れ）

15.10 

ｍ

Ａ-15

Ａ-16

A-14

A-13

（※参考　範囲外（音楽棟・ポンプ室・階段室）を含む）



※　外壁調査結果より経過観察とする ※　外壁調査結果より経過観察とする

国立青少年教育振興機構　国立大洲青少年交流の家　

日付

登録番号 番号縮尺

令和４年６月
一級建築士事務所　広島県知事登録　20(1)第5440号

サクシード
建築士事務所

１級建築士登録　第85488号

TEL 082-230-2820 FAX 082-207-4566

広島県広島市西区楠木町3-10-13　ｱﾄﾞｳｨﾝﾋﾞﾙ4F

〒733-0002

本山　隆造　　

A3版出力時50％縮小施設管理課長 係長  図面名

本館外壁落下防止等改修工事

 工事名担当者主任

名　　称

記　号 仕　様

改 修 前 改 修 後

工　　程

名　　称

記　号 仕　様

改 修 前 改 修 後

工　　程

　　 ひび割れ幅 1.0mm以上　［共仕4.3.5］

3

41

52

①ひび割れ部Ｕｶｯﾄ

②清掃

③ｼｰﾘﾝｸﾞ材打設

④Ｕｶｯﾄ部埋戻し　（ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙ）

⑤ｾﾒﾝﾄ系下地調整塗材C-1　刷毛塗り

1 2

3

4

①ｻﾝﾀﾞｰｹﾚﾝ

②ひび割れ部ｼｰﾙ

③ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入

④ｾﾒﾝﾄ系下地調整塗材C-1　刷毛塗り

(自動式低圧エポキシ樹脂注入工法)

1

2

3

①清掃

②ﾌﾟﾗｲﾏｰ塗布

③ｼｰﾘﾝｸﾞ材塗布（ﾍﾗ押え）

　　 ひび割れ幅 0.2mm未満　[共仕4.4.7] 　　 ひび割れ幅 0.2～1.0mm　［共仕4.3.4］

①清掃

②ﾌﾟﾗｲﾏｰ塗布

③ｼｰﾘﾝｸﾞ材塗布（ﾍﾗ押え）

　　 ひび割れ幅 0.2mm未満　[共仕4.4.7]

3

31 4
4152

26
5

①ひび割れ周囲ﾓﾙﾀﾙｶｯﾀｰ切り ①ひび割れ部Ｕｶｯﾄ

②ﾓﾙﾀﾙ除去 ②清掃

③ひび割れ部ｼｰﾙ ③ｼｰﾘﾝｸﾞ材打設

④ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入 ④Ｕｶｯﾄ部埋戻し　（ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙ）

⑤埋戻し ⑤ｾﾒﾝﾄ系下地調整塗材C-1　刷毛塗り

⑥ｾﾒﾝﾄ系下地調整塗材C-1　刷毛塗り

1,000

1,
00

0

7

3
1 ※一般部（指定部以外の部分）4

52
6 ｱﾝｶｰﾋﾟﾝ固定部

8

①穿孔　　　　　　　　一般部　　16 箇所 ⑤穿孔跡埋戻し[ｴﾎﾟｷｼﾊﾟﾃ]　一般部　　16 箇所

　　　　　　　　　　　指定部　　25 箇所 　　　　　　　　　　　　　指定部　　25 箇所

②孔内ｴｱｰ清掃　　　   一般部　　16 箇所 ⑥ｻﾝﾀﾞｰｹﾚﾝ

　　　　　　　　　　　指定部　　25 箇所 ⑦清掃

③ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入　　   一般部　　16 箇所 ⑧ｾﾒﾝﾄ系下地調整塗材C-1　刷毛塗り

　　　　　　　　　　指定部　　25 箇所

④ｽﾃﾝﾚｽﾋﾟﾝ挿入   　   一般部　　16 箇所

　　　　　　　　　　指定部　　25 箇所

※　指定部（見上面、庇の鼻まぐさ隅角部分等）

3

2

1

浮き部の処理ひび割れ部の処理（打放し面） ひび割れ部の処理（モルタル面）

躯体劣化改修工法詳細図

名　　称

記　号 仕　様

名　　称

記　号 仕　様

剥落防止工法（壁面）

工　　程

工　　程

改 修 後

改 修 後

(Ｂ・Ｌ) 樹脂注入工法 (Ｃ) Ｕｶｯﾄｼｰﾙ材充てん工法(Ａ) ｼｰﾙ工法 (Ａ) ｼｰﾙ工法
　　 ひび割れ幅 0.2～1.0mm　[共仕4.4.5]

(Ｂ)　樹脂注入工法 (Ｃ) Ｕｶｯﾄｼｰﾙ材充てん工法
　　 ひび割れ幅 1.0mm以上　[共仕4.4.6]

Ａ－９

6
6 7

10 11 12

1 2 4 5

6 7 8 9

(Ｄ)　ﾓﾙﾀﾙ面ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ部分ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法     [共仕4.4.10]

(Ｄ’)　ﾓﾙﾀﾙ面ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ全面ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入工法     [共仕4.4.11]

浮き部の処理

①ﾋﾟﾝ固定部穿孔 　　　一般部　　13 箇所 ⑤穿孔跡埋戻し[ｴﾎﾟｷｼﾊﾟﾃ]　一般部　　13 箇所 ⑨穿孔跡埋戻し[ｴﾎﾟｷｼﾊﾟﾃ]　一般部　　12 箇所

　　　　　　　　　　　指定部　　20 箇所 　　　　　　　　　　　　　指定部　　20 箇所 　　　　　　　　　　　　　指定部　　20 箇所

②孔内ｴｱｰ清掃　　　   一般部　　13 箇所 ⑥注入孔穿孔　　　　　　　一般部　　12 箇所 ⑩ｻﾝﾀﾞｰｹﾚﾝ

　　　　　　　　　　　指定部　　20 箇所 　　　　　　　　　　　　　指定部　　20 箇所 ⑪清掃

③ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入　　   一般部　　13 箇所 ⑦孔内ｴｱｰ清掃　　　       一般部　　12 箇所 ⑫ｾﾒﾝﾄ系下地調整塗材C-1　刷毛塗り

　　　　　　　　　　指定部　　20 箇所 　　　　　　　　　　　　指定部　　20 箇所

④ｽﾃﾝﾚｽﾋﾟﾝ挿入   　   一般部　　13 箇所 ⑧ｴﾎﾟｷｼ樹脂注入　　　　   一般部　　12 箇所

　　　　　　　　　　指定部　　20 箇所 　　　　　　　　　　　　指定部　　20 箇所

1,000

1
,0

00

ｱﾝｶｰﾋﾟﾝ固定部

注入孔

※一般部（指定部以外の部分）

※　指定部（見上面、庇の鼻まぐさ隅角部分等）

①欠損部はつり等での整形

②清掃

③欠損はつり部埋戻し(ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙ)

④ｾﾒﾝﾄ系下地調整塗材C-1　刷毛塗り

欠損部の処理

(Ｅ)　充填工法　　　[共仕4.3.3]

①錆鉄筋周囲のはつり

②錆落とし

③清掃

④防錆処理

⑤はつり部埋戻し整形

⑥ｾﾒﾝﾄ系下地調整塗材C-1　刷毛塗り

露筋部の処理（打放し面）

1

2

3

4

①ｶｯﾀｰ縁切り

②浮き部はつり

③錆落とし

④清掃

⑤防錆処理

⑥はつり部埋戻し整形

⑦ｾﾒﾝﾄ系下地調整塗材C-1　刷毛塗り

露筋部の処理（モルタル面）

4

5

6

1

2

3

鉄筋
1

2

3

4
1

5

6

7

(Ｆ・Ｋ)　打放し面 鉄筋部処理 (Ｆ・Ｋ)　ﾓﾙﾀﾙ面 鉄筋部処理

旧仕上材の撤去

欠損部の処理 目地部の処理

する

目地ひび割れ 伸縮目地ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ 部分改修工法 改修工法
部分ｴﾎﾟｷｼ樹脂

充填工法 注入工法

ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ

注入工法
全面ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄｽﾗﾘｰ

外壁調査（施工数量調査）

２．浮き部の処理

（Ｄ）

ｱﾝｶｰﾋﾟﾝﾆﾝｸﾞ
全面ｴﾎﾟｷｼ樹脂

注入工法

(Ｅ)

ﾓﾙﾀﾙ塗替工法

（Ｄ’）

露筋部の処理

(Ｆ・Ｋ)

鉄筋部処理

・モルタル塗り仕上げ壁の場合

ひび割れ部の処理

ﾓﾙﾀﾙ撤去を　・する　・しない

しない

Ｕｶｯﾄｼｰﾙ材ｼｰﾙ工法 樹脂注入工法
充てん工法

(Ａ) (Ｂ) (Ｃ)

・コンクリート打放し仕上げ壁の場合

外壁改修フロー

欠損部の処理 目地部の処理

充填工法
（1箇所0.25㎡以下

の場合）

ｶｯﾀｰ切り

外壁調査（施工数量調査）

目地ひび割れ部 伸縮目地
改修工法 改修工法ﾓﾙﾀﾙ塗替工法

露筋部の処理

(Ｆ・Ｋ)

鉄筋部処理

旧仕上材の撤去

１．ひび割れ部の処理

Ｕｶｯﾄｼｰﾙ材
充てん工法

(Ｃ)

樹脂注入工法ｼｰﾙ工法

(Ａ) (Ｂ・Ｌ)

剥落防止工法

（Ｍ・Ｎ・Ｏ・Ｐ）

剥落防止工法

（Ｍ・Ｎ・Ｏ・Ｐ）

既存仕上げ層

③不陸調整

①準備（事前調査等）

②前処理（高圧水洗浄・劣化部の補修含）

④ 浸透固化材

⑤ 表面保護剤

⑥ メッシュ材

⑦仕上げ材

④プライマー塗布（一液型エポキシ系の浸透プライマー）

⑤表面保護材塗布（エラスメントＥＪ（コテ用）ＨＢ仕様）

⑥メッシュ材張付け（ＯＳハイブリッドメッシュ）

⑦仕上げ材塗布（水系弾性アクリル仕上げ材）

既存仕上げ層

④ 浸透固化材

⑤ 表面保護剤

⑥ メッシュ材

⑦仕上げ材

※必要に応じて、施工図を提出すること

※必要に応じて、施工図を提出すること

③不陸調整

①準備（事前調査等）

②前処理（高圧水洗浄・劣化部の補修含）

④プライマー塗布（一液型エポキシ系の浸透プライマー）

⑤表面保護材塗布（エラスメントＥＪ（コテ用）ＨＢ仕様）

⑥メッシュ材張付け（ＯＳハイブリッドメッシュ）

⑦仕上げ材塗布（水系弾性アクリル仕上げ材）

(Ｍ)　エラスメッシュＴ工法　ＨＢ仕様（側面施工） 同等品以上

(Ｎ)　エラスメッシュＴ工法　ＨＢ仕様（下面施工） 同等品以上

既存仕上げ層

⑦ アンカーピン

⑥ 専用ネット

⑩トップコート

③不陸調整

④プライマー塗布

⑤リアネットコート下塗り

⑥専用ネット張付け

⑦アンカー打込み

⑨パターン材塗布（模様）

⑩トップコート塗布

①準備（事前調査等）

⑧リアネットコート中塗り

⑤⑧ 複合改修材

20mm以上

50
0
mm

以
下

既存仕上げ層

⑥専用ネット張付け

⑦アンカー打込み

①準備（事前調査等）

④不陸調整

③コンスプライマー塗布

⑤コンスモルタル下塗り

⑧コンスモルタル上塗り

⑨仕上げ（外装薄塗材Ｅ）

⑤⑧ 複合改修材

⑦アンカーピン

⑥専用ネット

⑨仕上げ（外装薄塗材Ｅ）

②前処理（高圧水洗浄・劣化部の補修含）

②前処理（高圧水洗浄・劣化部の補修含）

※必要に応じて、施工図を提出すること

※必要に応じて、施工図を提出すること

(Ｏ)　アクリルゴム系ピンネット工法（リアネットＥ工法同等品以上）

(Ｐ)　セメント系ピンネット工法（コンスネット工法同等品以上）

剥落防止工法（軒天・庇）
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施設管理課長 係長  図面名

国立青少年教育振興機構　国立大洲青少年交流の家　

本館外壁落下防止等改修工事

 工事名担当者主任

本館棟・音楽棟・車庫棟 立面図（劣化図）

北側立面図　１／２００

34 33 32 31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1

34333231302928272625242322212019181716151413121110987654321

南側立面図　１／２００
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※西階段室・音楽棟については参考図とする

※音楽棟・西階段室については参考図とする

A1

D1

C1

B1

記　号

凡　例

J1

I1

L1

H1

K1

G1

F1

E1

D'1

Ｃ：ひび割れ(幅1.0mm以上)

Ｂ：ひび割れ（幅0.2～1.0mm未満）

Ａ：ひび割れ（幅0.2mm未満）

Ｋ：赤外線温度異常個所（爆裂）

Ｊ：仕上摩耗

Ｉ：シーリング劣化

Ｆ：爆裂

Ｈ：エフロレッセンス

Ｌ：赤外線温度異常個所（ひび割れ）

Ｇ：塗膜劣化

Ｅ：欠損

Ｄ：モルタル浮き（面積0.25㎡以下）

Ｄ’：モルタル浮き（面積0.25㎡以上）

 樹脂注入工法

 Ｕカットシール充填工法

 －（経過観察）

 充填工法

 シーリング材打替え

 塗装塗り替え

 樹脂注入工法

 －（経過観察）

 －（経過観察）

名　　　称 補 修 工 法

 アンカーピンニング部分エポキシ樹脂注入工法

 アンカーピンニング全面エポキシ樹脂注入工法

西側立面図　１／２００ 東側立面図　１／２００

ＪＩＨＧＤＢＨ Ｇ Ｆ Ｅ Ｃ Ｂ

K1

F1 F2

F1
F2

F3 F4

F5

※音楽棟・西階段室については参考図とする ※本館棟増築部分については参考図とする

 鉄筋部処理

 鉄筋部処理
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〒733-0002

本山　隆造　　

A3版出力時50％縮小

1/200

施設管理課長 係長  図面名

国立青少年教育振興機構　国立大洲青少年交流の家　

本館外壁落下防止等改修工事

 工事名担当者主任

本館棟・車庫棟 断面図（1）（劣化図）
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音楽棟

本館棟・音楽棟・車庫棟 屋根伏図（劣化図）

A1

D1

C1

B1

記　号

凡　例

J1

I1

L1

H1

K1

G1

F1

E1

D'1

Ｃ：ひび割れ(幅1.0mm以上)

Ｂ：ひび割れ（幅0.2～1.0mm未満）

Ａ：ひび割れ（幅0.2mm未満）

Ｋ：赤外線温度異常個所（爆裂）

Ｊ：仕上摩耗

Ｉ：シーリング劣化

Ｆ：爆裂

Ｈ：エフロレッセンス

Ｌ：赤外線温度異常個所（ひび割れ）

Ｇ：塗膜劣化

Ｅ：欠損

Ｄ：モルタル浮き（面積0.25㎡以下）

Ｄ’：モルタル浮き（面積0.25㎡以上）

 樹脂注入工法

 Ｕカットシール充填工法

 －（経過観察）

 充填工法

 シーリング材打替え

 塗装塗り替え

 樹脂注入工法

 －（経過観察）

 －（経過観察）

名　　　称 補 修 工 法

 アンカーピンニング部分エポキシ樹脂注入工法

 アンカーピンニング全面エポキシ樹脂注入工法

屋上平面図　（庇裏劣化状況）　１／２００

 鉄筋部処理

 鉄筋部処理



日付

登録番号 番号縮尺

令和４年６月
一級建築士事務所　広島県知事登録　20(1)第5440号

サクシード
建築士事務所

１級建築士登録　第85488号

TEL 082-230-2820 FAX 082-207-4566

広島県広島市西区楠木町3-10-13　ｱﾄﾞｳｨﾝﾋﾞﾙ4F

〒733-0002

本山　隆造　　

A3版出力時50％縮小施設管理課長 係長

1/200

 図面名

国立青少年教育振興機構　国立大洲青少年交流の家　

本館外壁落下防止等改修工事

 工事名担当者主任

通路棟 屋根伏図（劣化図）
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A1

D1

C1

B1

記　号

凡　例

J1

I1

L1

H1

K1

G1

F1

E1

D'1

工事対象外範囲を示す

Ｃ：ひび割れ(幅1.0mm以上)

Ｂ：ひび割れ（幅0.2～1.0mm未満）

Ａ：ひび割れ（幅0.2mm未満）

Ｋ：赤外線温度異常個所（爆裂）

Ｊ：仕上摩耗

Ｉ：シーリング劣化

Ｆ：爆裂

Ｈ：エフロレッセンス

Ｌ：赤外線温度異常個所（ひび割れ）

Ｇ：塗膜劣化

Ｅ：欠損

Ｄ：モルタル浮き（面積0.25㎡以下）

Ｄ’：モルタル浮き（面積0.25㎡以上）

 樹脂注入工法

 Ｕカットシール充填工法

 －（経過観察）

 充填工法

 シーリング材打替え

 塗装塗り替え

 樹脂注入工法

 －（経過観察）

 －（経過観察）

名　　　称 補 修 工 法

 アンカーピンニング部分エポキシ樹脂注入工法

 アンカーピンニング全面エポキシ樹脂注入工法

 鉄筋部処理

 鉄筋部処理



D'4

ポンプ室

打合室

ポンプ室

ポンプ室・打合せ室については参考図とする

※階段室については参考図とする

日付

登録番号 番号縮尺

令和４年６月
一級建築士事務所　広島県知事登録　20(1)第5440号

サクシード
建築士事務所

１級建築士登録　第85488号

TEL 082-230-2820 FAX 082-207-4566

広島県広島市西区楠木町3-10-13　ｱﾄﾞｳｨﾝﾋﾞﾙ4F

〒733-0002

本山　隆造　　

A3版出力時50％縮小施設管理課長 係長  図面名

国立青少年教育振興機構　国立大洲青少年交流の家　

本館外壁落下防止等改修工事

 工事名担当者主任

1/100
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連絡路 連絡路

南側立面図　１／１００ 北側立面図　１／１００ 西側立面図　１／１００
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南側立面図　１／１００ 北側立面図　１／１００ 東側立面図　１／１００
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通路棟 立面図（劣化図） Ａ－１６

橋 見上図（スラブ面）橋 見上図（桁梁面）

広場 広場

通路棟 通路棟
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F47～F58

オーバーブリッジ

A2
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A4
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D1

C1

B1

記　号

凡　例

J1

I1

L1

H1

K1

G1

F1

E1

D'1

Ｃ：ひび割れ(幅1.0mm以上)

Ｂ：ひび割れ（幅0.2～1.0mm未満）

Ａ：ひび割れ（幅0.2mm未満）

Ｋ：赤外線温度異常個所（爆裂）

Ｊ：仕上摩耗

Ｉ：シーリング劣化

Ｆ：爆裂

Ｈ：エフロレッセンス

Ｌ：赤外線温度異常個所（ひび割れ）

Ｇ：塗膜劣化

Ｅ：欠損

Ｄ：モルタル浮き（面積0.25㎡以下）

Ｄ’：モルタル浮き（面積0.25㎡以上）

 樹脂注入工法

 Ｕカットシール充填工法

 －（経過観察）

 充填工法

 シーリング材打替え

 塗装塗り替え

 樹脂注入工法

 －（経過観察）

 －（経過観察）

名　　　称 補 修 工 法

 アンカーピンニング部分エポキシ樹脂注入工法

 アンカーピンニング全面エポキシ樹脂注入工法

D'1 D1

D'3

D'2
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D'1

 鉄筋部処理

 鉄筋部処理



日付

登録番号 番号縮尺

令和４年６月
一級建築士事務所　広島県知事登録　20(1)第5440号

サクシード
建築士事務所

１級建築士登録　第85488号

TEL 082-230-2820 FAX 082-207-4566

広島県広島市西区楠木町3-10-13　ｱﾄﾞｳｨﾝﾋﾞﾙ4F

〒733-0002

本山　隆造　　

A3版出力時50％縮小

1/200

施設管理課長 係長  図面名

国立青少年教育振興機構　国立大洲青少年交流の家　

本館外壁落下防止等改修工事

 工事名担当者主任

記　号

凡　例

名　　　称 補 修 工 法

Ｍ 剥落防止工法

Ａ－１７本館棟 立面図（改修後）
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エラスメッシュＴ工法

ＨＢ仕様（側面施工）同等品以上



日付

登録番号 番号縮尺

令和４年６月
一級建築士事務所　広島県知事登録　20(1)第5440号

サクシード
建築士事務所

１級建築士登録　第85488号

TEL 082-230-2820 FAX 082-207-4566

広島県広島市西区楠木町3-10-13　ｱﾄﾞｳｨﾝﾋﾞﾙ4F

〒733-0002

本山　隆造　　

A3版出力時50％縮小

1/200

施設管理課長 係長  図面名

国立青少年教育振興機構　国立大洲青少年交流の家　

本館外壁落下防止等改修工事

 工事名担当者主任
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記　号

凡　例

名　　　称 補 修 工 法

Ｍ 剥落防止工法
エラスメッシュＴ工法

ＨＢ仕様（側面施工）同等品以上

Ａ－１８

※参考図（入隅部分）とする ※参考図（入隅部分）とする

※参考図（入隅部分）とする ※参考図（入隅部分）とする

※参考図（入隅部分）とする ※参考図（入隅部分）とする

本館棟・車庫棟 断面図（1）(改修後）
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日付

登録番号 番号縮尺

令和４年６月
一級建築士事務所　広島県知事登録　20(1)第5440号

サクシード
建築士事務所

１級建築士登録　第85488号

TEL 082-230-2820 FAX 082-207-4566

広島県広島市西区楠木町3-10-13　ｱﾄﾞｳｨﾝﾋﾞﾙ4F

〒733-0002

本山　隆造　　

A3版出力時50％縮小

1/200

施設管理課長 係長  図面名

国立青少年教育振興機構　国立大洲青少年交流の家　

本館外壁落下防止等改修工事

 工事名担当者主任
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剥落防止工法

名　　　称記　号
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Ｏ シーリング更新（本館東面のみ）

（改修後）

エラスメッシュＴ工法

ＨＢ仕様（側面施工）同等品以上

本館棟 断面図（2） Ａ－１９
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令和４年６月
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TEL 082-230-2820 FAX 082-207-4566
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〒733-0002
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A3版出力時50％縮小
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施設管理課長 係長  図面名

国立青少年教育振興機構　国立大洲青少年交流の家　

本館外壁落下防止等改修工事

 工事名担当者主任
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本館棟・音楽棟・車庫棟 屋根伏図（改修後）
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記　号

凡　例

名　　　称

剥落防止工法Ｎ

補 修 工 法

エラスメッシュＴ工法

ＨＢ仕様（下面施工）同等品以上
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本山　隆造　　

A3版出力時50％縮小施設管理課長 係長
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 図面名

国立青少年教育振興機構　国立大洲青少年交流の家　

本館外壁落下防止等改修工事

 工事名担当者主任

通路棟 屋根伏図（改修後）
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剥落防止工法Ｎ

記　号

凡　例

工事対象外範囲を示す

名　　　称

屋根高圧水洗工法・研磨処理 の上、合成樹脂塗床仕上げ（アクリル樹脂系塗床：カラートップＨ同等品以上）（ひび割れ部分：シーリング材充填）

ＨＢ仕様（下面施工）同等品以上

エラスメッシュＴ工法

補 修 工 法
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Ｎ（軒天）
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一級建築士事務所　広島県知事登録　20(1)第5440号

サクシード
建築士事務所

１級建築士登録　第85488号

TEL 082-230-2820 FAX 082-207-4566

広島県広島市西区楠木町3-10-13　ｱﾄﾞｳｨﾝﾋﾞﾙ4F

〒733-0002

本山　隆造　　

A3版出力時50％縮小施設管理課長 係長  図面名

国立青少年教育振興機構　国立大洲青少年交流の家　

本館外壁落下防止等改修工事

 工事名担当者主任

1/100通路棟 立面図（改修後）
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凡　例

記　号 補 修 工 法

エラスメッシュＴ工法

エラスメッシュＴ工法

ＨＢ仕様（下面施工）同等品以上

ＨＢ仕様（側面施工）同等品以上
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登録番号 番号縮尺

令和４年６月
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建築士事務所
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〒733-0002

本山　隆造　　

A3版出力時50％縮小
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施設管理課長 係長  図面名

国立青少年教育振興機構　国立大洲青少年交流の家　

本館外壁落下防止等改修工事

 工事名担当者主任

文字 　改修工事内容を示す
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凡　例

ビット

（エラスメッシュＴ工法

ＨＢ仕様（下面施工）同等品以上）

剥落防止工法

剥落防止工法

（エラスメッシュＴ工法
ＨＢ仕様（側面施工）同等品以上）

軒天劣化補修の上

（エラスメッシュＴ工法

ＨＢ仕様（下面施工）同等品以上）

剥落防止工法

外壁劣化補修の上
剥落防止工法

（エラスメッシュＴ工法
ＨＢ仕様（側面施工）同等品以上）

外壁劣化補修の上
剥落防止工法

（エラスメッシュＴ工法
ＨＢ仕様（側面施工）同等品以上）

外壁劣化補修の上
剥落防止工法

（エラスメッシュＴ工法
ＨＢ仕様（側面施工）同等品以上）

外壁劣化補修の上
剥落防止工法

（エラスメッシュＴ工法
ＨＢ仕様（側面施工）同等品以上）

本館棟 断面詳細図（改修後） Ａ－２３
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〒733-0002

本山　隆造　　

A3版出力時50％縮小施設管理課長 係長  図面名

国立青少年教育振興機構　国立大洲青少年交流の家　

本館外壁落下防止等改修工事

 工事名担当者主任
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通路棟断面詳細図（Ｂ－Ｂ’断面・改修後）　１／５０
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通路棟断面詳細図（Ａ－Ａ’断面・改修後）　１／５０
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合成樹脂塗床仕上げ（アクリル樹脂系塗床）

屋根歩行部分：
ひび割れ箇所にシーリング材充填の上、
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屋根歩行部分：
ひび割れ箇所にシーリング材充填の上、

オーバーブリッジ裏側：

２
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５
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通路棟 断面詳細図（改修後）

劣化補修（鉄筋部処理）

（エラスメッシュＴ工法

ＨＢ仕様（下面施工）同等品以上）

剥落防止工法
軒先劣化補修の上

（エラスメッシュＴ工法

ＨＢ仕様（下面施工）同等品以上）

剥落防止工法
軒天井劣化補修の上

（エラスメッシュＴ工法

ＨＢ仕様（下面施工）同等品以上）

剥落防止工法
軒天井劣化補修の上

外壁劣化補修の上
剥落防止工法

（エラスメッシュＴ工法
ＨＢ仕様（側面施工）同等品以上）

Ａ－２４
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登録番号 番号縮尺

令和４年６月
一級建築士事務所　広島県知事登録　20(1)第5440号

サクシード
建築士事務所

１級建築士登録　第85488号

TEL 082-230-2820 FAX 082-207-4566

広島県広島市西区楠木町3-10-13　ｱﾄﾞｳｨﾝﾋﾞﾙ4F

〒733-0002

本山　隆造　　

A3版出力時50％縮小

1/200

施設管理課長 係長  図面名

国立青少年教育振興機構　国立大洲青少年交流の家　

本館外壁落下防止等改修工事

 工事名担当者主任

本館棟 屋上平面図（改修前後）
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合成高分子ルーフィングシート防水t=1.5　Ｓ－Ｍ２

合成高分子ルーフィングシート防水t=2.0　Ｓ－Ｆ３

断熱材発泡ポリスチレンｔ＝30敷き込み　合成高分子ルーフィングシート防水t=1.5　Ｓ－Ｍ２

改修用ドレイン縦型１５０φ　シート防水用Ｓ

ウレタン塗膜防水（弾性発泡複合防水）４

3
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下地（シールドマット同等品）敷き込みの上、合成高分子ルーフィングシート防水t=1.5　Ｓ－Ｍ２

仕様符号

５

凡 例

下地（シールドマット同等品）敷き込みの上、合成高分子ルーフィングシート防水t=1.5　Ｓ－Ｍ２

仕様符号

５

凡 例

６

既存水切金物外れ

既存アルミ押え金物再取付
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建築士事務所
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TEL 082-230-2820 FAX 082-207-4566

広島県広島市西区楠木町3-10-13　ｱﾄﾞｳｨﾝﾋﾞﾙ4F

〒733-0002

本山　隆造　　

A3版出力時50％縮小施設管理課長 係長  図面名

国立青少年教育振興機構　国立大洲青少年交流の家　

本館外壁落下防止等改修工事

 工事名担当者主任

1/3・1/10

１/１０屋上平面図　Ａ断面 １/１０屋上平面図　Ａ断面

ステンレスディスク盤

合成高分子系ルーフィングシート防水
t=1.5 Ｓ－Ｍ２

（ビュートップU15同等品）
（下地：シールドマット同等品）

合成高分子系ルーフィングシート防水Ｓ－Ｍ２

断熱材発泡ポリスチレンｔ＝30敷き込み

ステンレスディスク盤アスファルト防水Ａ－２

１/３１/３

断熱材発泡ポリスチレン
ｔ=３０　敷き込み

ステンレス押え金物

t=2.0

合成高分子系ルーフィングシート防水

Ｓ-Ｆ３

合成高分子系ルーフィングシート防水
t=1.5 Ｓ－Ｍ２

※防水補修範囲

新規に塩ビシートを施工する

塩ビシート下地改修専用の絶縁マットを敷設することで、平面部の既存塩ビシート及び防水層を撤去することなく、

【既存機械的固定向けの改修に特化した工法】

アルミ押え金物 撤去

シーリング 撤去

アルミ押え金物

ｔ＝１．５ｍｍ張り込み

（S-M2）

１．既存立上り部分のアルミ押え金物及びシーリング撤去

２．既存シート防水表面にシールドボンド塗布

３．シールドマット敷き込み

４．塩ビ被覆プレート・ディスク板取り付け

５．合成高分子系ルーフィングシート防水

防水改修仕上げ内容

工

法

概

要

施

工

順

序

　本館管理棟　庇部分詳細図　（改修前） 　本館管理棟　庇部分詳細図　（改修後）

 本館管理棟　平場部分詳細図（改修前）  本館管理棟　平場部分詳細図（改修後）

【シールド工法】

下地（シールドマット同等品）敷き込みの上、合成高分子系ルーフィングシート防水　Ｓ－Ｍ２（平場・立上り）工法

屋上平面図　Ｂ断面 屋上平面図　Ｂ断面

不定形シール材
シート端部専用

５０

塩ビ被覆プレート（UP-1同等品）

シート端部専用不定形シール材
防水端末用ブチルゴムテープ（VTテープ50同等品）

本館棟 防水詳細図（改修前後）

３
５

０

変成シリコーン系シーリング（MS-2・20×10）

合成高分子系ルーフィングシート防水 t=1.5 S-M2

塩ビ被覆プレート（UP-5同等品）

シート端部専用不定形シール材
塩ビ被覆プレート（UP-2同等品）
（下地：シールドマット同等品）
（ビュートップU15同等品）

Ａ－２６


